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序

私たちの郷上、北浦村は、古くから水と緑に恵まれた豊かな自然の中の大地であったと思われ

ます。従って、ここには、古来、幾多の先人が安住の地として、食、住を求め住みついていたこ

とでありましょう。

昭和 61年、株式会社、北浦ゴルフ倶楽部 (代表取締役、黒沼萬治氏)が設立され、その開発

の過程において、北浦ゴルフ倶楽部、北浦村教育委員会は、当該計画区域内の埋蔵文化財の取扱

いについて、慎重に協議を重ねました。その結果、山田地区遺跡発掘調査会を設け、発掘調査に

ついての委託契約を結び、昭和 63年 1月 11日から平成元年 6月 30日 までの間、発掘調査を

実施しました。この調査によって、貴重な遺構、遺物が検出され、北浦村の歴史を解明する上に、

多大の成果をあげることができました。

これまでに、すべての遺跡 (今山遺跡、平遺跡、古屋敷遺跡、古館遺跡)についての調査報告

書が刊行されましたが、本書が研究の資料としては、もとより、郷土北浦の歴史の理解を深める

と共に、教育、文化の向上に役立つよう広く活用されますことを、切に希望いたします。

発掘調査、及び整理を進めるにあたり、株式会社北浦ゴルフ倶楽部、茨城県教育庁文化課、鹿

行教育事務所等、関係機関、関係各位から寄せられたご指導、ご協力、実際にお仕事を進められ、

本書の刊行にあたり、多大のお骨折りをいただきました主任調査員、藤原均氏、汀安衛氏を始め

多数の関係者の方々に対し、衷心より感謝の意を表します。

1990年 3月 31日

山田地区遺跡発掘調査会

会長  阿須間 俊夫
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I。 調査に至る経過

昭和49年、列島改造ブームに乗り、山田地区に株式会社実栄により、ゴルフ場を計画、用地
の一部を買収したがその後の不況により計画変更以来、10年以上放置されていた。

昭和 61年、株式会社芝萬により、ゴルフ場開発を再開し、株式会社北浦ゴルフ倶楽部代表取

締役、黒沼萬治)を設立した。開発に当りい北浦ゴルフ倶楽部から、昭和 62年 2月 4日、計画

区域内の「埋蔵文化財の所在の有無およびその取扱いについて」の照会があった。教育委員会は

分布調査を実施し、計画区域内における遺跡の存在を確認すると同時に、文化財保護審議会を開

催し、

①文化財保護を基本とする。

②遺跡の破壊については問題であり、県の指示等をあおぎ保護面積を増やす。

③全体的にみて歴史的価値も大きいため、その保存、保護に最善をつくす。

④今後、県教育委員会文化課、会社、村執行部との連絡調整を図り、十分なる話し合いのもとに

慎重に対処する。との答申を得て、その旨を回答した。

教育委員会と仰北浦ゴルフ倶楽部は県教育委員会文化課の指導助言を受けながらくり返し協議

を重ねた結果、現状保存が困難な遺跡については記録保存の処置を講ずることとなった。

それを受けて、教育委員会は、調査面積、調査範囲、現況等を把握するため現地踏査を行い、

昭和 63年 1月 11日から昭和 64年 6月 30日 までの期間で発掘調査を実施することで一致し

た。そこで、教育委員会は委託機関の山田地区遺跡発掘調査会を設立し、62年 12月、調査会

と、い北浦ゴルフ倶楽部との間で「ゴルフ場に係る土地開発事業区内における埋蔵文化財の取扱

いに関する協定書」を締結し、昭和 63年 1月 11か ら調査を開始した。

調査面積 約 55, 000ゴ

古屋敷跡に関しては、縮尺模型を作成し文化財保護のため資した。

Ⅱ.地理的環境

発掘調査された遺跡は、茨城県行方郡北浦村山田ほかに所在し、現況は山林及び畑地である。

北浦村は、茨城県の南東部に位置し、北は鹿島郡鉾田町に、東は北浦を挟んで同郡大洋村に、南

は行方郡麻生町に、西は同郡玉造町に接している。当村は昭和 30年に津澄村、要村、武田村と

の3村が合併して現在の北浦村となった。行方郡の北部に位置する当村の総面積は約58.5だ

―
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で、東西約 9 km、 南北約 7.5 kmの やや東西に長い村域である。人口は平成元年 4月 1日 現在 1

1, 415人である。

北浦村の地形を概観すると北浦湖岸近くまで延びている台地と湖岸沿いの低湿地、及び小河川

によって形成される低地にほぼ分けられる。台地は玉造方面から潮来町方面に延びる標高 30m

前後の行方台地で、緩やかな丘陵を形成しており、畑や山林等に利用されている。また、湖岸に

面した台地の東側には谷津が樹技状に入り組んでいる。台地を縫いながら東流し、北浦に注ぐ武

田川、山田川の両岸に開ける低地や湖岸部の沿岸に400m前 後の幅で帯状にめぐる低湿地と小

河川両側が当村の水田地帯を形成している。

北浦村の主産業は農業で、主要農作物は水稲、甘藷、たばこ、落花生の他に、みつば、せり等

の野菜類である。特に、みつばの生産は当村を中心に北浦を取り巻く行方、鹿島両郡の町村に生

産地を形成し円ヒ浦みつば」として出荷されており、村名を全国的に高めている。

北浦村には、2本の主要地方道があり上浦、大洋線は東西に横断しており、昭和 43年に開通

した鹿行大橋は、行方、鹿島両郡の結び付きを強め、昭和 62年に出島村、玉造町に開通した霞

ケ浦大橋は、県南地方と鹿行地方を広域的に結ぶ動脈としての利用が期待されている。さらに、

もう1本の水戸鉾田佐原線は北浦湖岸の台地上を南北に縦断し、東京、千葉、水戸へ結ぶ道路と

して年々交通量が増加の一途をたどっている。

今回発掘した遺跡は、北浦村役場のある北浦村山田の谷津あいの先が峰にあり、役場から西南

に、約 l kmの範囲であった。周辺西を主要地方道水戸鉾田佐原線、南東に県道山田玉造線、北に

農免道路に囲まれた地域である。谷津あるいは、水田となっており、東に向い小河川が土地改良

の水路をつたって北浦にそそいでいる。その谷津あいに突き出た標高 30m前後の台地を利用し、

館跡や住居跡の遺跡がある。

Ⅲ.歴史的環境

東側に北浦 (湖)を控え西側には霞ケ浦が位置する自然環境の意まれた北浦村の古代の遺跡は

旧石器時代から始まり多くの遺跡が村内各地に散在し認められている。

旧石器時代の遺物は今回の山田地区遺跡群から3点程出上している。その外には現在明確に遺

跡が特定された遺物は存在しない。縄文時代に入るとかなりの遺跡が認められるがいずれも中期

から後期にかけてである。今回確認した今山員塚、鬼越貝塚、成田貝塚はその典型的な遺跡であ

る。また一部煙滅した前期後半から中期の鶴が居貝塚は重要な遺跡である。

これらの遺跡はいずれも台地上に営まれており当時の地理的環境、ひいては自然環境がいかに

生活と密接に関わっていたか伺い知ることが出来る。縄文晩期の遺跡は現在まで確認されていな
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いが存在すると推定される。

弥生時代の遺跡は現在 2ケ所確認されているがさほどの散布は見られない。

奈良、平安期の遺跡は、古墳時代の遺跡 (特に、古墳時代後半の遺跡)と同様、村内各地に広

く認められるが、その集落数は個々の遺跡によって差異を有している。特に、奈長期の集落は古

墳時代後半期集落と重複する例が多いものの、平安期の集落では平遺跡のように古墳時代後半か

ら平安期の集落まで重複する例や、平安期の集落のみ認められない例とがあり、平安期では小集

落が点々と存在したようである。

奈良、平安期は、いわゆる律令体制下の郡郷里制が、国内に施行された時代である。行方地区

には、行方郡 14郷が所在したとされている。当北浦村は、小高郷、高家郷、芸都郷の 3郷が所

在したようである。また、平安期後半頃には成田庄 (芸都郷)の所在が知られている。

平安時代後半に入ると、源氏と平氏を中心とする武士団が登上することは、広く知られている

行方地区には、桓武平氏常陸大像系の武士団が、郡内各地に土着し戦国期後半の 16世紀後半ま

で存在している。郡内の武士団は、鎌倉期に存在した加納 12ケ郷内に居住し、新田開発や鹿島

社領の押領等を行ない、その勢力拡大を行なったようである。郡内の武士団は、常陸大嫁系行方

氏族の島崎氏、麻生氏、小高氏、玉造氏で、これを行方 4頭と呼んでいる。この4頭以外には、

鳥名木氏、畑田氏、山田氏、小幡氏、武田氏などの存在も知られている。

北浦村の武士団は、山田氏、武田氏、小幡氏の存在が知られている。山田氏は、旧山田郷がそ

の支配地域で、山田城 (妙義山)を本城として古屋敷、古館、中ノ館、前館、古河館、成井館、

繁昌館、大崎館、花論館、茂手木館などが、山田氏関係城館跡として知られている。武田氏では

神明城、木崎城、小貫館、西館が知られ、小幡氏では小幡城跡が知られている。支配地域として

は、山田氏は山田川の北岸と南岸で村中央東部で、北部で武田氏と西部で小幡氏と接している。

武田氏は、武田川の北岸と南岸で村北東部であり、小幡氏は山田川上流城で村中央部が、各々の

支配地域のようである。

今回調査を行なった古屋敷、古館、平の城館跡は、山田氏関係の城館跡である。山田氏は、そ

の出自に関し確証を欠いているものの、 14～ 15世紀頃当地に土着した在地武士団 (土豪)と

推定される。山田氏も、他の行方氏族、武田氏等と共に、天正 19年 (1591)に 佐竹氏によ

り滅亡したものと推定される。出自等については、今後の課題といえよう。

-3-



Ⅳ.遺跡の概要

1.今山遺跡発掘調査の概要

本遺跡は、北浦村役場の西方約 200mの 標高 34mの台地上に位置する。

遺構は調査区の全面にわたって検出され、特別な偏在はしめさないがしいて分ければ半島状部

分の一群、基部の一群、中央部の一群、東側の一群の4群に大別が可能である。一部は第 図に

示す様に畑地に因って lm程削平されていたため此の部分の遺構は検出されず遺構の分布は把握

できなかった。また村道を挟んで台地は広がりをもち今回の調査区だけでは遺跡の全体を握む事

は困難であるが遺物の散布からほぼ今山台地の全域に及ぶ事が推定される。

遺構は、住居跡 69軒と土坑 94基、掘立柱建物跡 4棟、炉跡 2、 溝 3条が検出された。これ

らは時代別に分離すれば縄文時代中期加曽利 E式期の住居跡 3軒、土坑 12基と古墳時代和泉期

の住居跡 3軒、鬼高期の住居跡 32軒、奈良時代の住居跡 16軒、平安時代前半いちずけられる

もの4軒そのほか時期が特定出来ないもの 11軒、室町時代 1軒、がある。

住居跡はプラン、規模等から検討を加えると古墳時代前半の遺構は東側に偏在し認められた。

(69住、70住、71住 〕4m以下の規模で炉跡はやや北側に寄って位置する。後半鬼高期の

遺構は6�前後の規模を有し、時代が下るに従って縮小が認められる。主軸の方向は明確な企画

性はもたない。真間期の遺構は規模が4m前後となり、終末期のものは3m前後で長方形プラン

を持つ。何れも位置的に特別な偏在を示さず全面に散在して検出された。

籠は、鬼高期の 1軒 〔45住 〕を除き全て認められた。30号住居跡は東側、60号住居跡は

南側の隅部の特異な位置に構築していたがこれらを除き北側、及び北西、】閉ヒ東側に構築してい

た。形態的にはU字状が最も多くV字状、円形状のものも認められる。袖部は、 17号住居跡の

様に袖部を僅かに付設するものと小型ながら大半を住居内に構築する60号住、9号住、外側に

半円状に掘り込み袖部を僅かに付設する30号住住居跡などが見られた。用材は全て砂質の粘性

の弱い粘土を用いていたが29住、43住は灰褐色の粘性の強い粘上を用いていた。

主柱穴は33軒の住居跡で確認されず縄文時代の遺構を除けば半数のが検出されなかった。規

模的には4m以下のものが大部分を占めていた。掘り方はU字状、円筒状形態を残すものが多く

一部には建て替え状の変形なものも見られた。深さは3 0 clnか ら50911が大部分であった。

周溝は35軒の住居跡で一部又は全周認められ、掘り方はU字状形態が大半を占めた。規模の

大小、時代の新旧にかかわらず存在しないものが認められ、これらは柱穴を有し無いものがおお

い。(未検出、攪乱の為)

遺物は3軒を除き少なく壷は刷毛状工具による調整痕を残し球胴形のものから長胴形、平行叩

-4-



き目を残し器肉の薄いものまでみられた。長胴形のものは頸部が短く外反、日唇部摘み出し。郭

は肩部に稜、受部の顕著のものは日縁部長日、内傾気味これらは半球形の形態のものが伴出して

いる。時期が下るに従ってやや小型化し20号住居跡出上の郭に良好な資料が見られた。

須恵器は、郭が圧倒的に多く平底でやや強く立ち上がるものから外反し底径と口径の差が倍に

なる変化が認められた。これらは何れも粘土紐の巻き上げ、回転調整がなされている。高台付の

ものは張りが弱く短くなる傾向を示していた。終末期のものにはロクロ水引きのものが見られる。

大半は在地窯の生産と考えられる。僅かながら搬入品と考えられロクロ水引きで焼成の良好のも

のが4号住居跡から見られた。

金属器は少なく鎌が 2点、鋤と推定されるもの 1点、刀子 7点、鉄族 5点、リング状の銅製品

1等が主なものでおもに小型の遺構からの出土が多かった。(18号、32号住 〕
土坑は縄文時代のものは円形状、長円形のものが多く一部に不整形状のものが見られこれらは

時期的に差を持つと考えられる。阿玉台式、加曽利E式のものが大半である。古墳時代のものは

不整形状を呈して規模は小さい。形態は方形、長円形、不整形等多様であった。そのその他方形

で底部に焼土を持つもの、墓坑と考えられるものも見られた。これらは中、近世の遺構と推定さ

れる。

掘立柱建物跡は4棟が推定され長屋状プラン、出上した文久通宝銭から江戸時代の遺構と推定

される。方位は南から僅かに西に振れる。

溝は3条検出され 1号は台地の最も狭い部分を東西に掘りこんでいた。幅は狭くU字状の掘り

込み。2号は中央部から西側の谷津に向かって緩やかに傾斜を示していたが底面は凹凸が多くロー

ム剥き出し状で複溝状のものが南側に途中から存在している。3号は東側に見られ南側の谷津に

向かって傾斜を示し検出され、いずれの溝も土坑に掘りこまれている。

2.六台遺跡調査結果の概要

本遺跡は北浦村役場の西南約 500mに 位置し北、東、南側の三方が小谷津に面し台地側から
は舌状を呈する。中央部が僅かに高いが lh∬程のほぼ平坦面が存在していた。標高は34mを

測る。台地との基部はゆるやかな傾斜で4m程落ちこみ一種の独立状台地を呈する。

遺構は、ほぼ全面にわたって確認されたが中央部は少なく言わば広場的な空間が認められ切り

合い、プラン等から大きく7群に分ける事が可能である。調査区中央から見て南東の 1群は23

軒で縄文時代の住居跡を 1軒含む。東側の 1群は7軒で最も少ない。西側の 1群は13軒、南西

側の 1群は20軒で西側には2軒かなり離れて存在していた。これらの住居跡は更に細分が可能

で南東側は2群に分けることが出来、南西側の 1群も更に細分が可能である。

住居跡は検討を加えると9群に細分される。これらは何れも5m以上のやや大型の遺構を伴い
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徐々に規模の縮小が認められ最後に3m前後の小型で東側に竃を構築する遺構が存在し長方形プ

ランを呈するものも含まれる。

竃は2軒を除き存在したと考えられ北壁側、北西壁面側に8割程が構築している。東側に有す

る住居跡は16軒で 2軒を除き長方形プランを呈する。そのほか西壁に構築していた 11号住居

跡と東側に驚状の遺構を持つ 79号住居跡などが存在した。形態的にはU字状が大半を占めたが

東側に構築していたものは大部分を外側に張り出し、袖部は取って付けたような形態で灰褐色の

粘土を用いていた。V字状に近いものも多く認められたが大半は住居内へのもので68号住居跡

の様に外側に掘りこみ火床部をニカ所持つものは本例が唯―であった。そのほか電の構築されな

い25住、43住、83号住居跡等が認められている。

主柱穴は25軒の住居跡で検出されずこれらの大半は東側に竃を有するもので掘りこみは浅く

長方形若しくは3m前後の小型の住居跡であった。掘りこみは円筒状形、U字状形態が多く掘り

替えも一部の遺構に認められた。本数は7号、42号、60号住居跡を除き4本であった。深さ

は、 4 0 clll、 -5 0 clllで一部、 7 0 clll程を測るものも認められるがこれらは大型の遺構である。

周溝は規模の大小をとわず認められたが東側に釜を有する一群、言い替えれば浅く床面の締ま

りの悪い終末期の住居跡では認められない。形態はU字形態である。

遺物は総じて少ない。甕は球胴形に近く頸部のやや長目のものから長胴形、日唇部つまみ出し

〔く〕の字状に外反器肉が薄く平行叩き目を残すものへと移行していた。邦は肩部に顕著な稜、

受部を持ち日縁長く内傾するもの、半球形状を呈するものから受部が無くなりやや小型化してい

た。須恵器の量が多くなり回転調整を施すものが圧倒的に多く安定した平底、器形は随時外反し

ていく終末期ではロクロ水引成形が見られ回転糸きりによる切り離しのものもみられた。須恵器

の蓋、長顎壷等には搬入品と考えられる焼成のよいものも小量見られた。その他手捏ねを多量に

出土した49住、須恵器を多量に出土した71号住居跡などが見られた。

3.山田地区遺跡土師器編年案
はじめに

本遺跡群は、大別して地形、立地から2群に分別が可能である。よって北浦村役場から入り込

む谷津を取り囲むように存在していた今山遺跡、古屋敷遺跡、六台遺跡を一つのグループとして

捉え直接北浦に面する平遺跡、古館遺跡をもう一つのグループとして分けた。

以下この二つの遺跡群の上器の編年ひいては集落の変化について述べてまとめとしたい。

土師器の出土は、5遺跡では古墳時代から五領式、和泉式、鬼高式、真間式、国分式の各時期

の遺物が認められたが五領、和泉式土器は極小量の為これらの編年は無理であり鬼高式からとし

た。五領、和泉式土器は各遺跡で一括図示した。
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分類、編年は鬼高式を上、五、�期に、真間式を 1、 五、こ期に国分式を上期とした。

試案は、甕、甑、郭、碗、高郭を主体と同一遺構の遺物を原則として使用する事としたが不足

土器については他遺構の土器を利用した。挿図は各遺跡とも記号化し今山遺跡を I、 古屋敷遺跡

をF、 六台遺跡をRと した。古館、平遺跡はその遺跡名で表示した。

鬼高 i期  7世紀前葉  (6～ 48、 89)

今山遺跡 6, 8, 17, 41, 45, 52号 住居出土跡遺物を使用。41号住主体

甕 器形は、長胴形になり最大形は肩の部分に移る。顎部は短く日縁部は外反。小型のものも同

様な器形である。

壷 本遺跡では、良好な資料は無く図示したのは胴部迄のもので三角形形態で日唇部は水平に開
く。一部箆調整。6, 7

郷 やや古い 19, 20の口縁部の外反するものも見られるが須恵器模倣の邦が主体を占める。
伝統的な半球形のものも日唇部が三角形形態になり内面に箆磨き、外面は箆削りが多くなる。

全体的にやや小型化の傾向をもつ。須恵器模倣のものは口縁部内傾。

高郭 本類は伝統的な形態の30, 31が残るが次第に脚部が短くなり郭は半球形状に近くなる。
その他 鉢はほぼ本類で消える。

鬼高�期 7世紀中葉  (49～ 79)

今山遺跡 2, 48、 古屋敷遺跡 2, 7号住居跡主体

甕 器形は長胴化し壷より瓶の形態になり壷は稀になる。頸部は径を増しなで調整が主体を占め、
日唇部はやや長めで外反はやや弱くなる。

壷 本器形は、本類で稀になり瓶と壷との判別が不可能に近くなる。
甑 本類では、器形は正三角形に近く日唇部は丸みをもち口縁部は短い。箆調整が多くなる。
霊の普及と合いまって量的に多く見られる。57, 57

郭 器形は前類よりやや小型化し碗に近い器形も見られるが須恵器模倣の器形の割合がやや少な

くなる。日縁歩は内傾から直立気味に変化する。半球形のものはやや浅く成る。

その他 鉢、は少なくなり高邦は脚部が短くなり次第に少なくなる傾向にある。
�期 7世紀後葉  (80～ 115)

今山遺跡 12, 20,49, 63、 六台遺跡 12, 21,29, 110号 住居跡、古屋敷 2
1, 22号住居跡主体

甕 ほぼ甕の器形に変化し壷は82にみられるだけとなる。頸部の径は広くなり胴部最大経と口

縁部の径が差が少なくなる。直線的に開く鉢状のものも見られる。縦位の箆調整が次第に多

くなる。日唇部は開きが弱くなりやや丸みをもつ。篭の普及が原因か。

甑 断面三角形状から長胴化が進み箆調整が顕著になり、日縁部はやや長めで器肉は薄くなる。
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邦 郭は前類から比べると小型化の傾向が強まり須形器模倣化のものが極端に減少し浅めの皿、

盤に近い形態のものも見られる。体部はほぼ箆調整がすべてになり内面箆磨きはほぼ無くな

る。日唇部は直立気味で三角形状に尖る。浅めのものと深めのものに分化の傾向に向かう。

高郭は若干残るようである。

本遺跡では、この段階では須恵器の混入はない。

真間二期 8世紀前葉  (116～ 140)

今山遺跡 23, 36, 63、 古屋敷遺跡 23, 33, 36、 今山36, 23号住居跡主体

甕 最大径が肩部、胴上部に移行、箆削りが縦、横位に認められる。中型の鉢が見られる。

頸部はなで調整、日縁部は短く外反、日唇部はカット状

甑 直線的形態、縦の箆削りが顕著、胴上部に弱い張りをもち、日唇部は丸く収めるものと尖る

ものが見られる。

邪 総じて前者の形態より径、深さともひとまわり大きくなり器形的にも郭より碗、さらに近形

態のものが多くなる。123, 136は皿に近く、128, 129は碗に近い。前類まの邦
とはかなり違った様相を認める。須恵器模倣化の郭は存在しない。本遺跡群では須恵器はみ

とめられない。調整はほぼ箆削りである。

その他 高郷、手捏土器はみられない。

真間近期 8世紀中葉  (141～ 180)

今山 2.22, 28, 49, 53、 今山 2号住居跡主体

甕 最大径は肩部に移行縦、横位の箆調整がみられる。顕部は短く口縁部は強く短く外反、日縁

部の径と胴部の最大径がほぼ同一に近くなる。小型の甕も量的に多くなる。鍋に近い形態の

ものも見られる。

甑 器形は、やや胴部に張りをもつヨンロの形態に近い。日縁部は短く外反、斜めの箆調整が見

られる。本類後半は須恵器に変化していく。

雰 本類で図示しのは全て須恵器である。この時期に至って多量の須恵器の出現を見る。

安定した平底で箆調整。立ち上がりは45度前後で直線的に日唇部に移行。高台付のものは

端部に位置し張りは弱い。蓋は総じて天丼部の張りはある。体部の張りが弱いものも見られ

る。 165,166

真間�期 8世紀後葉  (181～ 213)

六台遺跡 4, 25, 26, 27, 28, 34,44,84、 古屋敷 30主体は今山遺跡 2

6, 28, 44号住居跡

甕 一部に顕著な箆削りをもつが本期前葉で消え、粗雑なナデ調整である。小型のものは、最大

径が日縁部に移行している。器肉は、薄くなり調整も粗雑になり輪積痕を残すものが多くな
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る。日縁部は短く、外反は弱い。日唇部尖る。

甑 口径が孔部の倍から3倍近くになり、底部に6孔をもつ形態に変化しこれが定形化し須恵器

になる。ほぼ斜め平行叩き目を残す。器肉は薄目。

イ 須恵器は、外反が顕著になり器肉は日縁部に移行するにしたがって減じる。調整は粗い箆調

整が底部にみられるが大部分回転糸きりの状態である。上師器は器肉は薄く日唇部は尖る。

高台付は張りが強くなり台部は端部に移行し短くなる。

その他 高台付のは小型化の傾向で台はより内に入る。張りは、ややあるが器肉は薄くなる。碗

の形態が出現する。

国分 i期  9世紀前葉  (214～ 231)

甕 長胴化が進み前類より口径が増して器肉は薄く成形は粗雑化が進む。小型の甕も同様の傾向、

縦位の箆削りが一般化してくる。日唇部は短く外反は弱く、日唇部は断面三角形状に尖る。

壷 本類は、真間の�期からきえる。

甑 本類は、ほぼ甕の器形に酷似し長銅であり須恵器須恵質のものは見られなくなり上師器に変

わる。

邪 郭は、より全体的に小型化の傾向にあり安定した平底になり調整も粗雑の傾向にある。

体部は強く外反し器肉は薄く成形はろくろ水引の可能性が高い。

その他 碗は現在の碗に近い形態になり高台も短くなる。一部に須恵質の土器が見られるが本来
の須恵器とは焼き、胎土、成形に違いが見られる。

小型のものは回転糸切り痕を箆ナデ調整している。内黒が一般化してくる。

4.集落の変遷 今山、六台、古屋敷遺跡

本遺跡群は一つの谷津を挟んだ集落群として捉えその変遷について触れてみたい。時期の判定、

認定の無理な遺構については、これを除外した。なお五領、和泉期の土器については除外する。

今山遺跡では和泉期の後半から集落の形成が見られた3軒でやや小型で炉が北側に寄った位置

にみとめられた。他の六台、古屋敷遺跡では認められない。

鬼高期 i期

本時期の遺構は、やや大型のものが多く5～ 6m規模でに主軸が西側に 10度程振れている。

本時期の遺構は今山遺跡では8軒である。古屋敷では 1軒のみである。六台遺跡では8軒である。

これらの遺構は、竃右側、または反対側に貯蔵穴を持つ遣構が多い。

竃は、ほぼ北壁側に構築している。床面の状態はほぼ良好である。柱穴は、6本持つものも見

られる。

3遺跡で合計 17軒である。この中で更に二期前後に細分が可能である。
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今山遺跡では台地縁辺部に位置、六台遺跡でも台地先端部にややかたよった分布が認められる。

鬼高�期

本時期の遺構は、今山遺跡では7軒で、六台遺跡では3軒で共に減少傾向を示している。 1期

に比べ遺構規模はやや小型化の傾向にある。籠は、すべて北壁側に位置し柱穴は4本が原則であ

る。本時期の場合はほぼ一時期に限定され細分はやや無理である。3遺跡合計 11軒である。立

地的には六台では中央部、今山ではやや東側に偏在を示している。

鬼高�期

本時期の遺構は、今山遺跡では6軒、六台では9軒である。古屋敷 1軒で都合 16軒で�期に

比べ遺構は増加傾向にあり、今山遺跡の遺構規模が縮小化傾向にあるのに対し六台追跡では規模

的には前類と変わらず軒数は増加傾向にあり�期までほぼ同一の集落状態に変化が見られる。古

屋敷遺跡では3軒である。

位置的にも今山遺跡では、南側、東側に偏在した立地を示し、六台遺跡では台地先端部南側に

集中している。北側に主軸を置いている。

真間 i期

本時期の遺構は、今山遺跡では5軒、六台遺跡では7軒である。古屋敷遺跡は3軒である。合

計 15軒でほぼ前類の時期と同数の数を維持している。集落の安定期と推定される。共に遺跡の

中央部に散在している。プランはやや縮小傾向にありるが鬼高�期前後から集落の主体は六台遺

跡に移動していると理解される。

柱穴は、ほぼまだ竪穴の中に4本単位で維持している。確認出来ない遺構も一部見られる。な

お更に検討を加えれば細分が可能である。

真間五期

本時期は今山遺跡 11軒、六台遺跡で 13軒であり古屋敷遺跡は確認出来ないが数軒が推定さ

れよう。本時期が盛期を迎たえる直前と推定され総数 28軒前後の家数が存在した。更に軒数が

倍増している。規模は前類より更に縮小傾向にあり4m前後が主体である。

柱穴は縦穴の中に確認出来るものと存在しないものとが半数近くになり柱は堅穴の外へと家の

構造の変化が見られる。主軸はほぼ北側になる。若干の細分が可能か ?

真間�期

本時期は今山遺跡で 14軒、六台遺跡で 16軒で古屋敷遺跡の 1軒と合わせ 31軒になり本遺

跡群のなかで最も軒数が多くなり集落の最盛期を迎える。前類より3軒前後増加している。柱穴

は、約半数が竪穴の内、また外側に位置し確認出来ないものが多くなる。篭は、北壁に位置し確

認される。規模は4m以下が半数を占める。

国分 i期
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本時期は今山遺跡で 5軒、古屋敷遺跡で 5軒、六台遺跡で 19軒がみられ合わせて 29軒で集

落の主体が明らかに六台遺跡に移行していることが理解出来る。規模は3m前後が多くなり長方

形プランが半数近くを占め、籠は、東側に位置し竪穴の外側に張り出すように構築し柱穴は、竪

穴の内に存在確認出来るものは稀であり規模は最小は2m前後になる。

一部に北側に電をもつものも存在している。掘りこみは何れも浅く床面は締まりは弱く、貼り

床は稀である。

本類も細分が可能と思われる。

以上が集落のおおつかみな変遷過程である。これらから本遺跡群は、古墳時代後半から奈良～

平安時代の集落が存在し当初は今山、六台ともさほどの違いはなかったが次第に集落の主体は六

台遺跡へ移動し中心となっていったと理解される。そして鎌倉時代後半には古屋敷の館へと変化

し住居は土間へと変わる。

残念なことは、古屋敷遺跡の全容が館構築の為かなり欠失し掴めなかったことでこの資料が揃

えば谷津を共有する集落の変遷過程が理解出来たと考える。それは古屋敷館の前身となるもので

ある。

本地域の集落変遷過程の物差しの一端になれば幸いである。

一 H一



第 1表 今山造跡住居跡一覧表 1

住居跡番号 長 軸 方 角 稲西X南北(m 平面形態 柱穴 窪 位 置 時 期 備 考

1 N― 力
４ ― W 4.2× 4.3 方 形 不明 北壁中典 真―Ⅱ 単独 (S.須恵器)

2 Ч-3° 一W 4.2X4.2 方 厖 4 】ヒ壁中象 真 ―コ 単独、Sを もつ

3 Ч― 4° ―W 4.5× 4.2 万 形 4 北壁中央 真―Ⅲ 単独、Sを もつ

4 マー ―W 3.6× 3.2 方 形 耕 4 北壁中央 真 ―Ⅱ 5tを切り、土抗に切られる

5 <-31° 一W 2.6× 3.0 民 方 形 2 不 明 真―Ⅱ, 4住に切られる

6 W-13° 一 Vヽ 7.0× 7.2 方 形 4 北壁中央 鬼― I 大型、砥石を出土

7 Ч-20° 一E 2.5× 2.5 方 形 不明 北壁中央 薫一Ⅲ: 小型、遺物少ない

8 N-35° 一W 4.3× 4.5 方 形 4 北壁中央 鬼―Ⅲ 単独、Sな し

9 N―器
°一W 3.0× 2.5 民方形耕 不明 北壁中央 真―コ 小型、単独

10 N-15° 一W 6.0× 5,3 長 方 形 3 北壁中央 鬼― I: 大型、単独

N― 5° ―Ⅵ 4.6X4.8 方 形 3 北壁中央 鬼一 I 単独、Sをもつ

12 N-15° 一W 4.4× 4.6 方 形 4 北壁中央 鬼―Ⅲ 単独、高姉をもつ

13 欠番

14 N-14° 一E 4.3× 4.3 方 形 北壁中央 鬼 ―Ⅲ 単独

15 N一 1° ―W 4.0× 4.0 方 帰 不明 北壁中央 鬼 一Ⅲ 単独

16 N-15° 一E 3.3× 3.2 方 形 不明 北壁中央 真―Ⅲ 17住を切る、S節をもつ

N-7° 一W 6.7× 7.2 方 形 状 6 北壁中央 鬼―I お住が切る

18 N-13° 一E 3.0× 3.5 方 形 状 不明 北壁中央 鬼―Ⅱ 19住を切る

19 N― 3° ―E 3,9X3。 9 方 形 4 北壁中央 真―Ⅳ 掲住が切る、Sを もつ

20 N-52° 一W 3.5× 3.5 方 形 不明 西 壁 all 亀―Ⅱ～Ⅲ単独

21 N-12° 一W 3.6X3.6 方 形 4 北壁中央 真― I 単独

22 Ч-10° 一E 3.2× 3.0 方 形 不明 北壁中央 真―Ⅲ 一部不整形

23 W-7° 一W 3.6× 3.4 方 形 不明 北壁中央 真一Ⅱ ロクロ水引あり

24 マー35° 一W 4.2× 4.2 方 形 4 北壁中央 鬼―Ⅲ 遺物極小量

25 マー2ば ―E 4,0× 4.2 方 形 4 北壁中央 真―Ⅱ 遺物極小量、Sを もつ

26 Ч― ―W 3.6× 3,7 右 形 不明 北壁中央 真―Ⅲ 27住が切る、Sを もつ

27 Ч―ず ―E 3.5× 3.5 右 形 不明 北壁中央 真一Ⅳ 26住を切る、Sを もつ

28 Ч-6° 一W 2.8× 2.7 右 形 不明 北壁中央 真一Ⅲ 単独、Sを もつ

29 Ч-6° 一W 4.1× 4,1 方 形 不明 北壁中央 真 ―Ⅱ 手捏あり

30 N-89° 一E 2.8× 2.6 方 形 不明 東壁中央 国― I 東壁にもつ
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第 2表 今山遺跡住居跡一覧表 2

住居跡番号 長軸 方 角 梗西X南北(m 平面形態 柱穴 竃 位 置 時 期 備 考

31 N-3ば ―W 2.4× 2.4 方 厖 不明 北壁中央 真―Ⅲ 小型不整形、Sを もつ

32 N-25° 一E 2.8× 2.8 方 形 不明 1ヒ壁中共 薫―Ⅲ? 火災

33 N-30° 一W 3.6× 3.6 方 形 4 北壁中典 真― I 郭底部(米)ヘラ記号あり

34 N― %° 一W 4,6× 4.0 長 方 形 4 北壁中央 真―Ⅲ 静止糸きりあり、Sをもつ

35 N-20° 一W 3.2× 2.7 長 方 形 不明 北壁中典 真―Ⅲ H.飴は郎出ムHカメ、タタキロ演をもつ

36 N-4ば ―W 3.9X3.6 方 形 不明 北壁中央 真― I 不整形状

37 N-41° 一W 5.8×  ? 方 形 ? 2 北壁中央 鬼―Ⅳ 一部エリア外

38 N-11° 一W 4.2× 4.2 万 形 3 Iヒ壁中央 真一Ⅳ 攪乱多し

39 N-3° 一E 2.5× 2.6 方 形 不明 |ヒ壁中央 真―Ⅱ 小型

40 N-12° 一W 2.9× 2.9 方 形 不明 1ヒ壁中央 真―Ⅲ 小型

41 N-5° 一W 3.9× 3.9 方 形 4 |ヒ壁中央 鬼一 I 42住が切る

42 N―
食
υ 一 E 3.5×  ? 方 形 不明 ,ヒ壁中央真―Ⅲ? 大半エリア外

43 N-40° 一E 3.2× 3.1 方 形 不明 北壁中央 真一Ⅲ 回転糸切り

44 N― 5° ― W 4.6× 4.5 方 形 4 】ヒ壁中共 鬼―Ⅲ 邪内側ヘラ磨き

45 N-37° 一W 5,3× 5.6 方 形 耕 不明 炉 鬼― I 一部欠失、43住に切られる

46 欠番

４
■ N-0° 一 4.4× 4.1 万 形 耕 4 北壁中央 鬼―Ⅱ 48aが切るO韓
48 W-2ば ―W 4.4×4.4 方 形 4 北壁中央 鬼― I 47住を切る

49 Ч-32° 一E 2.0× 2.2 右 形 不明 北壁中央 真―Ⅲ 5孔の甑、単独

50 マー11° 一E 3.OX3.0 万 形 不明 北壁中央 ミーⅢ: 幼の1エ リア外(国分に近い)

51 マー26° 一E 2.5× 2.5 方 形 不明 北壁中央 薫一ⅡI 小型炉あり

52 N-17° 一E 7.8X7.6 方 形 5 北壁中央 鬼―■ 大型焼土あり、南側に貯職穴あり

53 N― 7° 一W 3.7× 3.8 方 形 4 Iヒ壁中央 真一Ⅱ 多量堺

54 N-86° 一E 3.6× 2.3 長 方 形 不明 不 暖 ∃―I? 焼上あり

55 縄文 7.OX5,5 楕 円 形 14 炉 中 央 耐曽利Elu 縄文中期

56 中世 不明 ヒトデ耕 と 不 暖 中世? 遺物極小量

57 N-9ば ―E 2.5× 212 方 形 耕 不明 縄 文 用曽れ旧関り炉確認出来ず?

58 N-5° 一E 2.8× 2.8 方 形 不明 北壁中央 真―Ⅲ: 小型

59 N-20° 一W 3.5× 2.8 不 整 形 4 北壁中央 真―Ⅱ 変形な方形

60 N-73° 一E 2.2× 2.1 方 形 不明 東壁隅部真―Ⅲ: 小型、国分 Iか
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第 3表 今山遺跡住居跡一覧表 3

住居跡番号 長 軸 方 角 煮西×南北(m 平面形態 柱穴 竃 位 置 時 期 備 考

61 N― 4° ―E 5.4X5。 8 方 形 耕 4 北壁中央 鬼―Ⅱ 甑長胴形あり

ｒ
υ N-13° 一E 4.8× 5.2 方 形 耕 4 ,ヒ壁中央 鬼一Ⅱ 遺物極小量

63 N-19° 一W 3.6× 3.6 方 形 不明 ,ヒ壁中央 !Ⅱ頓 I 70.69住を切る

64 N-20° 一W 3.2× 3.1 方 貶 6 北壁中央 真―Ⅱ 床面凹凸

資
υ N-11° 一E 2.2× 2.5 方 形 耕 不明 1ヒ壁中央 真―Ⅱ 小型

66 縄文 3.2X3.6 円 形 6 中 共 m曽¬i¬ w〒 炉南側より検出

67 N-23° 一 Vヽ 3.2X3.4 方 形 不明 ,ヒ壁中央 真―Il 籠大半を欠失

68 Ч― ♂ ―E 3.3× 3.6 方 形 状 不明 北壁中央 亀―Ⅲ? 篭V字状

69 Ч― ―E 3.9× 3.9 方 形 不明 炉 m泉一Ⅱ炉北側に寄る

70 Ч-26° 一W 3.5× 3.9 方 形 状 炉 m泉一Ⅱ炉中央部

71 N-14° 一W 3.6× 3.8 方 形 3 炉 lB泉―Ⅱ炉北側に寄る

第 4表 六台遺跡住居跡一覧表 1

住居跡番号 長 軸 方 角 燕西X南北(m 平面形態 柱穴 電 位 置 時 期 備 考

1 N-7° 一E 4.54× 4.38 万 貶 4
レ
Ｌ 壁 真 一狂 S盤をもつ

2 N― 7° ―E 3.3× 2.9 民 方 形 不明 ,ヒ壁東側 真一 I 1住に切られる

3 W-5° 一E 3.9× 3.5 民 方 形 4 1ヒ壁東側 真―Ⅱ 1住に切られる

4 Ч-3° 一E 4.5X3.35 方 形 4 ,ヒ壁中央 真―Ⅲ 9住に切られる

5 W-15° 一E 2.9× 2.9 方 形 不明 北壁中央 国一 I 電は住居の外側

6 Ч-2° 一E 3.4× 3.2 方 形 不明 1ヒ壁中共 真―Ⅲ 鰤 底龍墨書あり

7 Ч-27° 一E 5,6× 4.38 方 形 6 北壁中典 鬼―Ⅱ 闘 をもつ

8 N-19° 一E 4.3× 3.9 長 方 形 4 方形中共 鬼―Ⅱ 6住に限られる

9 巳-4° 一S 2.0× 2.5 方 形 不明 東壁中共 国― I 4住を切る

10 N-51° 一W 5,3× 5。2 方 形 4 西壁中狭 鬼― I sはそうをもつ

Ⅳ-1ば ―S 3.3× 3.2 方 形 不明 西壁中央 真一 I 15住を切り6住に切る

12 不明 右 形 ? 不明 不 咲 国一 I

13 N-2ば ―W 2.1× 2.2 方 形 不明 東壁中央 真 ? 碍 溝に切られる

14 N― 2° ―E 3.5前後か 右 形 ? 不明 北壁中央 真 ? 9号溝に切られる

15 N-6° 一W 2.7前後か 万 形 ? 不明 未 確 認 鬼 ? 11.6住に切られ
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第 5表 六台遺跡住居跡一覧表 2

住居跡番号 長 軸 方 角 煮西X南北(m 平面形態 柱穴 竃 位 置 時 期 備 考

16 E-14° 一S 3.3× 5.8 長 方 形 不明 束壁中央 国― I 密は住居の外側

17 N-14° 一W 7.0× 7.0 方 形 4 1ヒ壁中央 鬼一 I 13住と1号溝

18 E-17° 一S 3.0× 4.38 長 方 形 不明 束壁中典 国― I 単独

19 B-18° 一S 4.OX3.3 長 方 形 不明 東壁中央 国― I 20住に切られる

20 Ч-20° 一E 5.0× 5.0 方 形 4剤憮? 不 咲 鬼? 25住に切られる

21 Ч-2° 一E 5,8× 5.2 長 方 形 4 ,ヒ壁中典 真―Ⅲ 単独
つ
る N方向 4m前後 方 形 ? 不明 ,ヒ壁中央 薫―Ⅲi 22住に切 られる

23 Ч-35° 一W 3.65× 4.0 方 形 4 Iヒ壁中共 真―Ⅲ 24住に切られる

24 W― が ―E 4.2× 4.2 方 形 不明 不 暖 真―Ⅲ 23住に切られる

25 巳-7° 一S 2.2X2.0 方 形 不明 不 咲 ∃― I 20住を掘りこ

26 N-15° 一Ⅵ 2.6× 2.5 方 形 4 ,ヒ壁中央瓢― I 単独

27 N-17° 一削 3.8× 3.8 右 貶 4 1ヒ壁中央 真―Ⅲ 単独

28 N-11° 一W 6.1× 6.2 右 距 4 ,ヒ壁中央 真― I 単独

29 N-17° 一W 6.7× 7.0 右 形 4 |ヒ壁中央 真― I 18に切られる窪右にPをもつ

30 本跡は住居跡か自然の落ち込みかが断定出来なかった。

31 N方向 3.lX3.1 方 形 不明 ,ヒ壁中央 真― I 32に埋められる

32 N-14° 一W 7.0× 7.3 方 形 4 |ヒ壁中央 鬼― I 31に埋められる

33 N-80° 一E 3,6× 3.6 方 形 4 東壁中共 真―Ⅲ 単独

34 N-15° 一W 4.9× 4.7 方 形 4 ,ヒ壁中択 真―Ⅲ 単独

35 欠番 落こみか ?

36 N-20° 一W 5.4× 5.8 方 形 4 】ヒ壁中典 鬼―Ⅲ 単独

37 N―認
°一W 4.6× 5 方 形 4 北壁中共 鬼 ―Ⅲ 単独

38 E-1♂ 一S 3.1× 2.9 方 形 不明 東壁中央 国― I 53縄文中期

39 E-12° 一S 3.2X3.4 方 形 不明 東側中央南寄り国― I 単独

40 N-23° 一W 3.0× 3.1 方 形 不明 北壁中央 真―Ⅲ 単独

41 E方向 2.7× 2.7 方 形 不明 東壁中央 国― I 53縄文

42 N― ♂ ―W 8.2× 7.1 長 方 形 4本 北壁中央 鬼一 I 単独
43 N-0 2.7× 3.4 民 方 形 4 不 明 国― I 単独

44 N-14° 一E 4.3× 2,7 長 方 形 4 北壁中央 真―Ⅲ 単独

45 7° ―EN― 3.1× 3.4 方 形 不明 北壁中央 国一 I 下部投げ込み的50を埋めx
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第 6表 六台造跡住居跡一覧表 3

住居跡番号 長 軸 方 角 種西X南北(m 平面形態 柱穴 竃 位 置 時 期 備 考

46 B-1° 一S 2.7X2.4 晨 方 形 不明 東壁中央 国一 I 単独

47 巳-3° 一N 3.lX3.6 屍 方 形 不明 東壁中央 国― I 49住の覆土中

48 N―
０
と ―W 3.7X3.95 右 形 4 北壁中央 真―Ⅲ 49を切り込み

49 N-22° 一W 4.6× 4.5 万 形 4 北壁中央 鬼―Ⅲ 48,49に掘り込み

50 N― 1° ―W 3.0× 2.8 方 形 4 1ヒ壁中央 真―Ⅱ 45に切り込み

51 N― 1° ―W 4.3× 4.4 方 形 4 1ヒ壁中央 真―Ⅲ 南側を碍 溝

52 N―
° 一W 4.6× 5.7 長 方 形 4 ,と壁中央 真―Ⅱ 北側を5号溝

53 縄文 怪6メ ートル円 形 中央北al寄り加―Ⅱ 41、 28、 31掘 り込まれ

54 N-17° 一W 4.5× 4.4 方 形 4本 北壁中典 真―Ⅲ 73・ 74・55に掘り込まれ

55 Ч― ♂ ―W 4.6× 4,7 方 形 体 未 確 認 真―Ⅱ 56・73・55に掘り込まれ

56 N-45° 一W 7.3× 7.9 方 形 4本 北壁中象 鬼― I 73・ 55・ 54・60・69Mり込まれ

57 N-15° 一W 56X-5.}V5.〔 方 形 4 北壁中央 鬼― I 67に掘り込まれる

58 E方向 2.8× 2,9 方 形 不明 東壁中央 国― I 東側に碍 溝

59 N-4° 一W 4.3× 4.4 方 形 4 北壁中央 真―Ⅲ 56を掘り込み

60 N― 9° ―E 6.4× 6.8 方 形 6 北壁中央 鬼 ―Ⅲ 56、 59を切る

61 N-15° 一 Vヽ 6.3× 6.3 方 形 4 ,ヒ壁中央 鬼―Ⅲ 6号溝に切られる

62 <― Z° 一W 4.25× 4.25 方 形 3 Iヒ壁中央 鬼 ―Ⅲ 62住を切る

63 Ч-42° 一W 4。3× 4.1 長 方 形 4 ,ヒ壁中央 真―Ⅱ 62住に切られる

64 Ч-5° 一W 3.5× 3.0 長 方 形 不明 ,ヒ壁中典 真―Ⅲ 6号溝に切られる

65 Ч-13° 一W 5.6× 5。 3 方 形 4 胆壁やや西悧 鬼―Ⅲ 6号溝に切られる

66 巳-15° 一N 3.4× 2.2 長 方 形 不明 東壁やや南側国― I 単独

67 N-15° 一W 2.3× 2.1 方 形 不明 北壁中共 薫―Ⅲ 57住を掘り込む

68 N-20° 一W 3.8× 3,8 右 形 不明 北壁中典 鬼―Ⅲ 単独

69 N-29° 一W 5.0× 5。 1 右 形 3? オヒ壁中央 鬼―Ⅱ 単独

70 N-12° 一W 4.1× 4.9 晨 方 形 不明 1曖中央南側寄り国― I 71号住に切られる

71 N― ぱ ―E 4.8× 4.6 不 整 形 4 北壁中央 真―Ⅱ 70住を掘り込む

72 N一 ♂ ―W 3.3× 3.3 万 形 不明 北壁中央 真―Ⅲ 単独

73 不明 4.35× 不 明 不明 不 明 鬼―Ⅱi 54.55住に切られる

74 E-25° 一N 2.6× 3.4 民 方 形 不明 東壁北寄り∃一I 56,73号住を切る

75 Ч-17° 一W 5,3× 5,2 方 形 4 北壁中央 鬼一Ⅱ 75・88号住を切る

76 Ч-11° 一E 2.9× 2.9 方 形 不明 Iヒ壁中央 鬼― I 75に切られる
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第 7表 六台遺跡住居跡一覧表 4

住居跡番号 長 軸 方 角 薇西X南北(m 平面形態 柱穴 竃 位 置 時 期 備 考

77 N方角か 40× 3.7 方   形 不明 ,ヒ壁中央 真一? 単独

78 Ч-3ば ―W 3.9× 3.9 方   形 3? |ヒ壁西寄り真―Ⅱ 単独攪乱あり

79 N-1ば ―E 4.4X4.2 方   形 4 北壁西寄り真―Ⅲ 単独

80 N-1ば ―E 4.2X3.2 長 方 形 不明 北壁中央 鬼―Ⅲ 単独一部畑で欠

81 N-19° 一W 3.5× 3.5 方   形 不明 北壁中典 薫―Ⅲ 耕作攪乱

82 N― 5° ―W 3.4X3.4 方   形 不明 北壁中央 真―Ⅲ 単独一部欠失う

83 N-18° 一W 3.7× 4.1 罠 方 形 4 北壁中央 真一Ⅲ 単独

84 ]-5° 一N 4,0× 4.0 右  形 不明 東 壁 all 国― I 87住に切られる

85 く-3° 一E 3.2X3.2 方   形 不明 北登中央 国― I 単独

86 Ч-10° 一E 2.3× 2.3 方   形 不明 不   明 真―Ⅲ: 単独

87 N-1♂ 一N 3.4×前後 方 形 ? 不明 不   明 真一Ⅲi 大半を失う

88 N-4° 一E 4.2× 3,7 長 方 形 4 北壁中央 ∃―II 83住がうめる

89 縄文 碑 .5前後 楕 円 形 2? 中央に歩 加― I 75。 75を切る

90 N-20° 一E 2.7× 2.9 方   形 4 北壁中央 真一Ⅲ 90を一部掘り込み

91 E-1♂ ―S 2.8× 2.5 長 方 形 不明 東壁中典 国― I 91に掘り込む

92 N-23° 一N 5.4× 5.6 方   形 4 北壁中央 鬼―Ⅱ 90埋め89が切る

93 N-11° 一W 4.6× 4.0 長 方 形 4 Iヒ壁西寄り国― I 93住を掘り込む

94 Ч-13° 一Ⅵ 5,5× 5.3 方   形 4 1ヒ壁中央 真―Ⅱ 92住を切る

95 Ч-21° 一W 5.6X5.1 罠 方 形 6? 柏壁西寄り鬼 ―Ⅲ 55土坑に掘られる

96 巳-17° 一S 3.2X3.2 方   形 不明 東壁西側寄り国― Ii 大半をエリア外

97 縄文 4.8前後 楕 円 形 不明 菊側寄りに炉町玉一Ⅱ? 42住に切られる

98 不明 不明 不   暖 2 不   明 不明 エリア外、欠失攪乱

99 N-10° 一E 3.5前後 不   げ 1 不   暖 不明 鶴土坑に切られる

100 N― ―W 4.0前後 方   形 不明 不   明 不明 大半をエリア外

101 N-35° 一E 4.8× 4.8 方   形 不明 不   明 不明 大半をエリア外

102 マー 2° ―E 3.0前後 万 形 不明 北 壁 all 真―Ⅲ 102に切られる

103 W-3と°一E 4.5× 4,4 方   形 不明 北壁側か 不明 101を切り込む

104 N方向? 2.8X3.0? 右  形 不明 不  明 鬼―Ⅲ 3分の1を調査区外

105 N-20° 一E 3.4X3.7 民 方 形 不明 1ヒ壁中央 真―? 10溝住に切られる

106 N-12° 一E 5.OX5.0 方   形 4 北壁中央 真一Ⅱ 単独

107 N― Eに絡 るもの 鬼―? 配に掘り込ま胡Lalをエリア外
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5.古館遺跡の調査概要

古館遺跡は、報告書でも述べたように 1度改修されている。築城時は、台地先端部に Iノ 郭を

配置し、台地が北、北西、北東の 3方向に枝分かれする部分にⅡノ郭を配置している。この I、

Ⅱノ郭以外郭は認められない。

Ⅱノ郭は、調査区域外の為発掘は行わなかったが、台地の変縁部に土塁が残存しており、斜面

下には堀 (空堀)が存在している。Ⅱノ郭は、北東部と南東部に土塁が残存し、南東部と南西部

には曲輪が所在している。また、Ⅱノ郭北東部に旧土塁の残存部があり、 Iノ 郭南西部には堀に

沿い十黒が所在しているまた、また、南西角部にも土塁残存部がある。

当遺跡は、 Iノ 郭を改修した事が調査により判明した。築城時の Iノ 郭は、■ノ郭北東部土塁

残部が上塁であり、この外側に堀 (空堀)が掘り込まれている。この堀は、Ⅱノ郭南東部曲輪を

通りⅡノ郭斜面下堀に接続している。北西部では、南西部コーナーの上塁残存部外側まで掘り込

まれており、南東部同様曲輪を通りIノ 郭堀に接続している事と推定される。そして、この上塁

を崩し堀を埋めて拡張工事を行い現在の状況に改築している。東側と南側は、堀を埋めて曲輪を

造り出し、西側は斜面を埋めて平坦面を広げている。北側は、谷頭部に土塁を構築している。前

者が I期で、後者がⅡ期日となる。虎日は、南東部中央やや南側で下段の曲輪に至る部分 1ケ 所

のみで、Ⅱ期に相当する虎日である。 I期の虎日は、北西コーナー付近に所在したようである。

遺構としては、堀立柱建物址 8棟、土拡 5基、空堀、虎口と通路 (以上中世 )、 住居址15棟と

―Ln 3基が中世以前の遺構として確認されている。堀立柱建物址は、東側に6棟、中央部と南西

部に各 1棟が認められ、東側に多くの建物址が所在している。方位では、第 1号建物址が東西方

向で他は南北方向である。_L4は、粘土貼り上拡等が中世の―LMである。

出土遺物は、城址関係遺物として天目茶碗、山茶碗、カワラケ、皿、信鉢、五輪塔、古銭、火

捨などが出上している。また近世の溝と煙管、古銭 (寛永銭)があり、遺構を共なわない遺物と

しては縄文式土器片と石器がある。縄文式土器片は、早期～前期にかけての上器片であり、石器

は打製石斧 (中期)と先土器時代の石器が出上している。

本遺跡から検出された遺構は、古墳時代前期の住居跡 6軒、古墳時代後期の住居跡 7軒、歴史

時代の住居跡 1軒、時期不明の住居跡 1軒、土墳 2基である。

古墳時代前期の住居跡は、細い舌状台地の西端に谷を囲むように構築されている。全てが炉を

持つ住居址である。古墳時代前期の住居跡のほぼ中央に位置する第 4号住居跡は、規模が最も大

きく、一辺約 7.5m前後を有し、しっかりした柱穴を持っている。他の住居跡は、一辺約 3.5

m～ 5m前後の規模で、柱穴を持つ住居跡でも貧弱な柱穴で掘り込みも浅い。また、 2、 3、 4

号住居跡は、壁溝を有すが、 1、 6、 7号住居跡は壁溝を持たない。
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遺物は、 1号住居跡の器台や4号住居跡の靖などは古墳時代前期の形態を有している。甕は、

4号住居跡に見られる甕のように折返し口縁を呈しているものもあるが、6号住居跡の甕のよう

に古墳時代中期の形態に似ているものもある。4号住居跡出上のNa lの対のように破片が遺跡の

全体から出土しており、覆上がかなりいじられているものの、これらの住居跡の時期は、古墳時

代前期後葉に位置付けられると考えられる。

古墳時代後期の住居跡は、 5、 8、 10、 13、 15号住居跡で、前期の住居跡とは対照的に台

地の中央～東寄りに構築されている。この時期の住居跡は、全て北癖のほぼ中央にカマドを有し、

深くしっかりした4本の主柱穴を有している。 12号住居跡を除き、ほぼ同一規模の住居跡であ

る。また、 10、 11号住居跡は貯蔵穴を持つ。

遺物は、 5、 8、 10、 13号住居跡から出上している郭に注目してみると、陵と有す郷と陵

を持たず口縁部が内反する邦に分けられるが、時期差はあまりなくほぼ同一時期と考えられる。

当遺跡の調査結果については、今まで述べて来たように古墳時代から近世までの諸遺構が確認

されている。古墳時代から中世にかけては、32軒の堅穴住居跡があり、中世は城郭跡である。

近世では、道路状の遺構がこれに相当する。住居跡は、古墳時代後半から奈良、平安にかけてで

古墳時代後半の住居跡が、最も多く確認されている。

出土遺物としては、土師器郭、甕、高郭、須恵器郷、甕、土玉等が出上している。
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6.平遺跡調査結果の概要

古墳時代以降では、古墳時代後半の鬼高期から平安期の国分期までの住居跡で、調査区のほぼ

全域で確認されている。住居跡の分布状況としては、館址の北側、館址の南側でC5～E5ラ イ

ン以北の部分、C4～ E4ラ イン南側の各地区に集中する傾向を有している。特に、館址南側の

2地区では重複関係の著しい住居跡が多い。最大の住居跡は、第 103号住で最小の住居は第63

号住である。

出土遺物では、中世品は少量で甕、内耳、カワラケ、古銭、砥石、鉄鍋等であり、古墳時代以

降では土師器郭、高郭、甕、須恵器邦、甕、砥石、紡錘鏃、鍬先、刀子等が出上しており第15号

住居跡より出上した上師器郭と高郭は、セットと推定される小型の土師器で注目される所である。

住居跡は、台地のほぼ全域から確認され、総数で 105軒が確認されている。この 105軒は

前述のように古墳時代後半から平安時代にかけての住居跡で、3群に分かれるようである。中央

部から南側にかけては、重複している住居跡が中心であるのに、北側では単独の住居跡が中心で

ある。古墳時代後半の住居跡は、調査区のほぼ全域で確認されており第 79号、91号、 100

号住居跡などのように北カマドで大型の住居跡である。

奈良時代の住居跡は、古墳時代後半の住居跡と同様に、調査区のほぼ全域で確認されているも

のの、その中心は中央部から北側にかけて集中する傾向を有しており第 1、 24、 32、 102

号住居跡のように北カマドで中型の住居跡である。

なお、古墳時代以前の遺構としては、縄文時代の住居跡と土埃がある。住居跡は、調査区の北

側に位置し、掘り込み面は不明であるが炉跡と柱穴を供ない、縄文式土器片が出上していること

から、この頃の住居跡と考えられる。出土遺物としては、中世関係では陶磁器、カワラケ、畝

砥石、橋鉢、火舎などが出土しており、住居跡からは土師器郭、甕、須恵器甕、郭などと、キて、

紡錘車などが出上している。縄文式上器片も、比較的少量であるが出上している。

7.古屋敷遺跡の調査結果の概要

住居跡は、台地の北側、東側、西側で台地の辺縁部に所在しており、古墳時代から平安時代ま

で五領、鬼高、真間、国分期)の住居跡である。住居跡は、中世城郭築城時に上面を削平されて

いるため、浅い住居跡となっている。住居跡からは土師器郭、甕、高郭、靖、須恵器郭、甕、土

玉、砥石などが出上している。
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8.山田地区遺跡土師器編年案 平遺跡

はじめに

本遺跡群は、大別して地形、立地から2群に分割が可能である。よって北浦村役場から入り込

む谷津を取り囲むように存在していた今山遺跡、古屋敷遺跡、六台遺跡を一つのグループとして

捉え直接北浦に面する平遺跡、古館遺跡をもう一つのグループとして分けた。

以下この二つの遺跡群の土器の編年ひいては集落の変化について述べてまとめとしたい。

土師器の出土は、5遺跡では古墳時代五領式から和泉式、鬼高式、真間式、国分式の各時期の

遺物が認められたが五領、和泉式土器は極少量の為これらの編年は無理であり鬼高式からとした。

五領、和泉式土器は各遺跡で一括図示した。

分類、編年は鬼高式を 1、 �、�期に、真間式を三、通、�期に国分式を上期とした。

試案は、甕、甑、郭、碗、高郭を主体とし同一遺構の遺物を原則として使用する事としたが不

足土器については他遺構の上器を利用した。挿図は平遺跡のみでありそのまま使用した。

鬼高 i期  7世紀前葉  (1～ 34)

平遺跡 6, 16, 20, 76, 99号 住居跡遺物を利用。 6号住主体

甕 器形は、長胴形に気味なり最大形は胴上部に移る。球形状も残る。頸部は短く口縁部は短く

外反、日唇部は尖り気味である。

壷 球胴形に近い形態を持ち前の和泉式の新しい段階とさほど変化はない。頸部は短く強く外反

し和泉式から比べるとやや長胴の兆しが見られる。

甑 本遺跡では、良好な資料が見られ図示したものは三角形状形態で胴部がやや張る。日唇部は

やや強く開く。

郭 やや古い15-1, 19の 口縁部の外反、直立のも見られるが須恵器模倣の郭が主体を占め

る。伝統的な半体形のものも日唇部が三角形形態になり内外に赤採が見られる。外面は箆削

りが多くなる。全体的にやや小型化の傾向をもつ。須意器模倣のものは日縁部は内傾してい

る。一部鉢にちかいものも見られる。

高郷 本類は伝統的な形態の36-1～ 34が見られ次第に脚部が短くなり郭部は外反、赤採が

見られ次第に箆削りが主体を占める。六台遺跡群より良好な資料が見られる。

鬼高�期 7世紀中葉  (35～ 91)

平遺跡 2, 14, 16, 18, 30, 78, 81, 29, 36, 69, 98, 52号 住居跡

甕 器形は長胴化し壷より甕の形態になり壷は稀になる。頸部は径を増し撫で調隧が主体を占め、

日唇部は短く外反はやや弱くなる。六台遺跡群と類似している。

壷 本器形は、本類で稀になり甕と壷との判別が不可能に近くなる。35, 36のみか。

一-30-―



甑 本類では、器形は正三角形に近く口縁部は短く日唇部は丸みをもつ。箆調整が見られる篤の

普及と合いまって量的に多く見られる。61, 62

郭 器形は前類よりやや大型化し碗に近い器形も見られるが須恵器模倣の器形の割合がやや少な

くなる。日唇部は内傾から直立気味に変化する。半球形のものはやや浅く成る。

高邦 高郭は、脚部は長めのものも残るが箆調整傾向ある。 i期と大差がない。

その他 本類は細分が可能であろう。

鬼高�期 7世紀後葉  (92～ 130)

平遺跡 15, 39, 94, 39号住居跡主体

甕 ほぼ甕の器形に径が差が少なくなる。胴長の器形が一般化する。縦位、横くらいの不規則な

箆調整が次第に多くなる。日縁部は開きは弱くなり短い。竃の普及が原因か。

甕 長胴化が進み、ナデ、箆調整が顕著になり、日唇部はやや長めで器肉は薄くなる。鉢に近い

器形になる。

邦 郭は近類から比べると小型化の傾向が強まり須恵器模倣化のものが極端に減少し浅めの皿に

近い形態のものも見られる。体部は、ほぼ箆調整で無紋になり内面磨きが多くなる。日唇部

は直立気味で三角形状に尖る。浅めで小型のものと五期からの伝統的なものが見られる。

高郷 小型化し邪部は直線的になる外面は、箆調整が主流を占める。

真間二期 8世紀前前葉  (138～ 169)

平遺跡 12, 33, 43, 49, 82, 101, 33, 44号 住居跡主体

甕 最大径が肩部、胴上部に移行箆削りが縦、横位に認められる。中型の鉢状のものが見られる。
これらは日縁部が最大径。頸部はナデ調整、日縁部は短く外反している。

鉢状の小型のものが本時期から見られ安定した平底を呈する。

甑 直線的形態と胴部がやや膨らむものがあり縦、横位の箆削りが顕著で日縁部は、水平に近く

反る。日唇部は丸収めるものが多く僅かに尖るものが見られる。

郭 総じて前者の形態より径、深さともひとまわり大きくなり器形的にも郭より碗に近い形態の

ものが多くなる。調整は粗い箆削りと丁重なものとに別れる。前類まで郷とはかなり違った

様相を認める。須恵器模倣化の郭は存在しない。

本時期から須恵器の出上を認める。(169)

真間近期 8世紀中葉  (170～ 213)

平遺跡 5, 10, 19, 22, 33,40,41, 51, 101

甕 最大径は肩部に移行縦位の箆調整が主体になる。頸部は短く日縁部は強く短く外反、日唇部
は上方に摘みだす。小型の鉢状のものもi類より量的に多くなり大型化する。その外須恵器

横甕が見られる。
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甑 器形は、やや胴部に張りをもつヨンロ状の形態に近い。日縁部は短く外反。

本類後半は須恵器に変化していく。

郷 図示したのは大半が須恵器である。この時期に至って多量の須恵器の出現を見る。

安定した平底で箆調整。立ち上がりは45度前後で直線的に日唇部に移行。高台付のものは

端部に位置し張りは弱い。蓋は総じて天丼部が張をもつ。一部体部の張りが弱いものも見ら

れる。カエリは顕著に残る。つまみは多様化傾向。

本類は細分が可能である。

真間�期 8世紀後葉  (214～ 232)

平遺跡4, 7, 35, 51, 68, 4号住居跡主体

甕 顕著な箆削りをもつものと粗いもの、粗雑なナデ調整等かある。小型のものは最大径をが胴

部にある。器肉は薄くなり調整も粗雑になり輪積痕を残すもの安定した平底が多くなる。ロ

縁部は短いが、外反は弱いものと強いものとがある。日唇部尖り気味。

甑 口径が孔部の倍から3倍近くなり、底部に6孔をもつ形態に変化し不変的になりすべて須恵

器になる。ほぼ斜めの平行叩き目を残す。器肉は薄目。

邦 須恵器は、外反が気味になり器肉は日縁部に移行するにしたがって減じる。調整は粗い箆調

整が底部にみられるが大部分回転糸きりの状態である。上師器は器肉は薄く日唇部は尖る。

高台付は張りが強くなり端部に移行し短くなる。

その他 高郭は消え蓋は、扁平化する。須恵器は本類で盛期を終わる。

本類はさらに細分が可能である。

国分 i期  9世紀前葉  (233～ 244)

平遺跡 21, 37, 66, 80, 80号住居跡主体

甕 長胴化が進み前類よリロ径が増して器肉は薄く成形は粗雑化が進む。小型の甕も同様の傾向、

縦位の箆削りが一般化してくる。日縁部は短く外反は弱く、日唇部は断面三角形状に尖る。

安定した平底の形態に移行 234、 235が見られる。小型の甕も同様。

壺 真間の�期からきえるが稀に237の様に回転台を利用したものが存在する。

甑 ほぼ甕の器形に酷似し長胴であり須恵器は見られなくなり上師器に変わる。良好な資料はな

い 。

郭 郭は、より全体的に小型化の傾向にあり安定した平底になり調整も粗雑の傾向にある。

体部は強く外反し器肉は薄く成形はろくろ水引の可能性が高い。

その他 碗はより現在の碗に近い形態になり高台も短くなる。一部に須恵器の上器が見られるが

本来の須恵器とは焼き、胎上、成形に違いが見られる。

小型のものは回転糸切り痕ナデ調整している。内黒が一般化してくる。
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第 8表 平遺跡住居跡一覧表 1

住居跡番号 長 軸 方 角 燕西X南北(m 平面形態 柱穴 竃 位 置 時 期 備 考

1 N― 4° ―E 5.36× 5.38 正方形 4 北壁中央 薫―Ⅲ? 単独、嘘 に切られる

2 N-36° 一W 4.70× 512 長方形 4 北壁中央 鬼―Ⅱ 単独

3 Ч― ♂ ―W 5,49× 5,55 正方形 4 北壁中央 ミーⅡ―Ⅱカマド鼈所あり、土焼に切られる

4 Ч― 3° 一E 4.26× 3.94 正方形 9 北壁中央 真一Ⅲ 柱穴建替、単独

5 Ч-16° 一W 4.36× 4.30 正方形 4 北壁中央 真―Ⅲ 単独、S、 鎌横瓶出土

6 <-33° 一E 4.06× 4.20 正方形 4 北壁中央 鬼― I 単独、攪乱多し

7 N― ば ―E 3.00× 2,70 長方形 不明 不明不明 不明 単独、攪乱多し

8 N― 0° ―E 3.88× 3.66 正方形 6 北壁中央 露―I― I 東側建替、1住を切る

9 N― ば ―W 5.02×4.95 正方形 4 北壁中央 薫―Ⅲ: 単独

10 N-2T―W 5,45X5,22 正方形 4 北壁中央 ミーI―Ⅲi 土坑攪乱

N-5° 一W 3.62X3.45 正方形 2 北壁中央 不明 端錢乱

12 N-2♂ ―E 3.88× 4.10 方 形 不明 不  明 真一Ⅲ 15住に切られる

13 N-5° 一E 3.70× 3.32 正方形 北壁中央 真―Ⅱ 単独

14 マー25° 一E 5,78× 5。 92 正方形 4 北壁中央 鬼―Ⅱ 単独

15 Ч-1ヴ ーE 4.30× 4.45 正方形 4 北壁中央 鬼―Ⅲ 12住を切る

16 Ч―路
°一E 5.50× 5。 20 正方形 4 北壁中央 鬼一Ⅱ 単独

17 N-15° 一E 3,75X3.68 正方形 3 北壁中央 真―Ⅱ: 単独

18 N-2ば ―W 5,50×4.70 正方形 3 北壁中央 鬼 ―Ⅲ 単独

19 N-78° 一W 3.22× 2.08 不明 北壁中央 真―Ⅱ 1部エリア外、21住に切られる

20 N-13° 一W 5.15× 4.30 3 北壁中央 鬼― I 単独

21 N― 0° 一E ―×2.92 不明 不  明 国― I 19,20住を切る

22 Ч― 0° ―E ×5.00 5 北壁中央 鬼―Ⅱ 21住に切られる

23 Ч-15° 一E 4.24× 4.36 正方形 ミーI～Ⅲ単独

24 w― ♂ ―w 7.00× 7.05 正方形 4 北壁中央 真―Ⅱ 単独

25 Ч-5° 一E 4.70× 5。40 長方形 5 北壁中央 鬼―Ⅲ 単独

26 N一 ♂ ―E 7.05× 4.65 正方形 4 北壁中央 通―Ⅲ: 27住に切られる

27 N― 6° ―W 5,60× 4.72 長方形 1 不  明 不明 26住を切る

28 N-6° 一E 4.12× 4.37 正方形 5 北壁中央 ほ―I―Ⅲ単独

29 N一 ば ―E 4.20X― 不 明 4 不  明 鬼―Ⅱ 西側コーナー

30 N-30° 一E 4.50× 一 長方形 6 北壁中央 真―Ⅲ 柱穴、建替
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第 9表 平遺跡住居跡一覧表 2

住居跡番号 長 軸 方 角 薇西X南北(m 平面形態 柱穴 霊 位 置 時 期 備 考

31 N―鶴
° 一S 7.30× 7.20 正方形 東壁中央 亀一Ⅱ? 30住に切られる

32 N-15° 一E 6.00× 6.10 正方形 4 北壁中央 東側コーナー、33住を切る

38 N― ぱ ―W 5.38× 5.41 正方形 北壁中央 真― I 32住に切られる

34 N-1° 一E 5.85× 5.47 正方形 5 北壁中央 真―I 単独

35 N一 ず ―E 5,10× 4.20 長方形 北壁中央 鬼― I 36住に切られる

36 N― ば ―E 5.66× 6.20 長方形 4 北壁中央 鬼―Ⅱ 25住に切られる

37 N― 0° ―E 4.16× 4.81 長方形 5 北壁中央 国― I 38tを切る

38 N-17° 一W 555× 5。 10 正方形 2 北壁中央 鬼一Ⅱ 37住に切られる

39 N-17° 一W 6.70× 6.65 正方形 4 北壁中央 鬼 ―Ⅲ 柱穴建替、40住に切られる

40 N-16° 一E 4.68× 4.68 正方形 4 北壁中央 真一Ⅱ 39住を切る

41 N-10° 一E 3.00× 2.68 長方形 1 北壁中央 真―Ⅱ 柱穴建替、52住に切られる

42 N-15° 一E 3.88× 3.80 正方形 7 北壁中央 薫―Ⅱ? 48住を切る

43 W-7° 一 Vヽ 4.88× 5。78 長方形 4 北壁中央 真― I 49住を切る

44 Ч-1ば ―w 1.18× 4.襲 正方形 3 北壁中央 真― I 単独

45 Ч-0° 一E 5.42× 5.14 正方形 4 北壁中央 国― I 東側コーナー

46 N-0° 一W 3.07X3.07 正方形 5 北壁中央 ミーI～ⅢI 単独

47 N-1♂ ―E 4.55X5.60 正方形 4 不  明 鬼 ―Ⅲ 東側コーナー、52住に切られる

48 N―器
°一E 4.33× 3.80 正方形 4 北壁中央 鬼 ―Ⅲ 42住に切られる

49 N-1ば ―E 2,74× 1.80 不 明 1 北壁中央 真― I 43、 52住に切られる

50 N-15° 一W 5.60× 5,70 正方形 4 北壁中央 真― I 単独

51 N-11° 一E 4.18X4.28 正方形 4 北壁中央 真―Ⅱ 単独

52 Ч-12° 一W 3.86× 3.75 正方形 4 北壁中央 鬼―Ⅱ 41.49住に切られる

53 W-24° 一E 3,90X3.50 正方形 4 北壁中央 真―Ⅱ 単独

Ｅ
υ Ч-10° 一E 2.62× 1.95 正方形 2 北壁中央 真―Ⅲ 55住を切る

55 Ч-1ば ―E 4.25× 2,75 不  明 2 北壁中央 真一 I? 54tに切られる

56 Ч-27° 一E 4.02× 4.30 正方形 4 北壁中央 鬼一Ⅱ 単独、東側ヨーナー

57 �-32° 一W 2.90× 2.85 正方形 1 北壁中央 真―Ⅱ 58住を切る

58 N-32° 一W 4.18× 4.18 正方形 4 北壁中央 鬼―Ⅲ 57住に切られる

59 N-27° 一W 4_15× 4.06 正方形 5 北壁中央 真―Ⅲ: 攪乱多し

60 N-1ば ―E 3.75× 2.90 長方形 不明 不  明 不明
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第10表 平遺跡住居跡一覧表 3

住居跡番号 長 軸 方 角 紅西×南北(m 平面形態 柱穴 竃 位 置 時 期 備 考

61 N― ♂ ―W 4.94× 4.88 正方形 5 北壁中央 鬼―Ⅱ 62住を切る

62 N-16° 一W 2.38X2.50 正方形 ユ 不  明 国― I 61住に切られる

63 N―盟
°
一E 3.30× 2.25 不 明 3 北壁中央 氾一Ⅲ 東側コーナー

64 N-16° 一E 6.48× 6.00 長方形 4 北壁中央 真 ―Ⅲ

65 N-16° 一E ― × 一 不 明 4 北壁中央 真―Ⅱ 柱穴建替

66 N-34° 一W 6.45X5.80 楕円形 不明 不  明

67 Ч-15° 一E 4.9× 4.08 正方形 2 北壁中央 真―Ⅲ 単独

68 N-10° 一E ―×2.20 不 明 1 北壁中央 真―Ⅲ 69住を切る

69 N一 ♂ ―W ―×2.10 不 明 1 北壁中央 真―Ⅱ 68住に切られる

70 N-2° 一E 4.30× 6.25 長方形 3 北陛中央東側 鬼―Ⅱ 下位に71住

71 N― 0° ―E 628X6.52 正方形 8 不  明 鬼 ―Ⅲ 上部に70住

72 N― 0° ―E 4.95× 4.30 正方形 4 jLH中央東側真―Ⅱ 単独

73 N― 0° ― E 4.75× 4.35 長方形 5 北壁中央 真― I 72住の下

74 Ч― 0° 一 E ― X3.56 不 明 3 北壁中央 真―Ⅲ 75住を切る

75 <-27° 一E 4.20× 一 不 明 4 不  明 鬼―Ⅲ 74、 87住に切られる

76 Ч-15° 一E ―×5,30 長方形 1 北壁中央 鬼― I 大半をエリア外

77 Ч-17° 一W 3.10× 2.90 正方形 1 北壁中央 ミーⅡ一Ⅲ小型

78 N-9° 一W 4.05× 4.35 不 明 5 北壁中央 鬼―Ⅱ 拡張住居

79 N-3° 一E 6.36× 6.50 正方形 4 北壁中央 鬼一Ⅲ 78住に切 られる

80 N―路
°
一E 3.30× 3.25 正方形 1 北壁中央 国― I 79住を切る

81 N― 4° 一E 6.80× 6.90 長方形 4 北壁中央 鬼―Ⅱ 70～ 73、 78、 79住と切りあ帝

82 N― 4° ―E 370× 3.82 長方形 4 北壁中央 真― I 81住を切る

83 N― 5° ― W 6.02× 5.85 長方形 4 北壁中央 真― I 84住に切られる

84 N-10° 一W 6.00× 5,30 長方形 4 北壁中央 鬼―Ⅲ 83住を切る

85 N-13° 一W 3.56X3.20 長方形 5 北壁中央 真―Ⅲ 84住を切る

86 N-2ば ―E 3.30× 3.35 正方形 1 不  明 真―Ⅲ 小型

87 Ч-25° 一E 3.50× 3.85 不 明 不明 不  明 不明

88 Ч-10° 一W ―×3.90 不 明 不明 不  明 鬼―Ⅲ 大半はエリア外

89 N-0° 一W 6.75× 8.50 長方形 7 不  明 鬼―Ⅱ 90住に切られる

90 w― ば ―W 5.59× 6.00 正方形 不明 不  明 真―? 99住に切られる
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第11表 平遺跡住居跡一覧表 4
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住居跡番号 長 軸 方 角 紅西X南北(m 平面形態 柱穴 竃 位 置 時 期 備 考

91 N-25° 一E 4.65× 4.40 長方形 2 不  明 鬼― I: 82住に切られる

92 N― 5° ―W 6.15× 6.50 長方形 5 北壁中央 真―Ⅲ 93住を切る

93 N-2ば ―? 6.25× 6.88 長方形 2 北壁中央 鬼―Ⅱ 92住を切る

94 Ч-5° 一E 7.40× 7.18 正方形 4 北壁中央 鬼 一Ⅲ 95住に切られる

95 Ч-5° 一E 2.20× 4.00 不 明 不明 不  明 不明 94住に切 られる

96 Ч-1ば ―E ―X4.78 正方形 2 北壁中央 真一Ⅲ 大半をエリア外におく

ｎ
υ N-16° 一E 3.8× 4.08 正方形 2 北壁中央 不明 単独

98 N-21° 一W 5.55× 5,60 正方形 4 北壁中央 鬼―Ⅱ 99住を切る

99 N-55° 一W 5.25× 6.50 長方形 4 不  明 鬼― I 98tに切られる

100 N-37° 一E 4.20× 4,00 正方形 4 北壁中央 真―Ⅲ 単独

101 N-27° 一E 4.56× 5.0 長方形 3 北壁中央 真―Ⅱ 単独

102 N-45° 一W 6.10× 5.80 長方形 4 北壁中央 鬼― I 東側コーナー

103 N-6° 一E 9,00× 9.00 正方形 8 北壁中央 鬼―Ⅱ: 単独

104 N-22° 一E 3.42× 3.50 正方形 不明 北壁中央 真―Ⅲ 105住を切る

105 N― Z° 一E 5,90× 6.50 長方形 5 北壁中央 記― I? 104住に切られる

106 N― O° 一E 3.70X3.64 正方形 不明 北壁中央 真―I? 107住を切る

107 N一 ば ―E 5.60× 5.60 正方形 4 北壁中央 寇―Ⅲ 106住に切られる

108 N-14° 一E 3.46× 3.60 長方形 3 北壁中央 薫―Ⅲ: 単独
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9.集落の変遷 平遺跡

本遺跡は北浦に面した集落であり、その変遷について触れてみたい。時期の判定、認定の無理

な遺構については、これを除外した。なお五領、和泉期の上器については除外した。

平遺跡では鬼高期の後半から国分期迄の遺構が見られ以下集落の形成、変遷を述べる。

鬼高 i期

本時期の遺構は、やや大型のものが多く5～ 6mの規模でやや西側に主軸が 10度程触れるも

のと北に主軸を置くものとが見られる。

本時期の遺構は7軒でこれらの遺構は、竃右側、または反対側に貯蔵穴を持つ遺構が多い。

霊は、ほぼ北壁に構築している。床面の状態はほぼ良好である。柱穴は、 6本持つものも見ら

れる。床面は貼り床でそれぞれ良好である。遺構は遣跡全体に散在して検出されている。

鬼高�期

本時期の遺構は、平遺跡では 14軒で、三期から比べ倍増している。増加傾向を示している。

上に比ベプラン的に特別の変化はない。霊は、すべて北壁側に位置し柱穴は4本が単位である。

本時期の場合はほぼ一時期に限定され細分はやや無理である。

立地的に台地の全体に散在して分布している。特別な偏在は認められない。床面は全体的に良

好である。堅穴の中には 6、 4本単位で認められる。

鬼高�期

本時期の遺構は、20軒で�期から比べ 6軒の増加である。こ期に比べ遺構は増加傾向にあり

本遺跡の最盛期にあたる。規模は大小さまざまである。全体的には4～ 5m前後が主体を占める。

柱穴は6本、4本単位でほぼ堅穴の中に存在している。

遺構の分布は遺跡全体に散在特別な偏在はない。やや大型の住居周辺におお小型の住居が散在

化の傾向にある。床面は良好な貼り床である。竃はほぼ北側に位置し構築している。

細分の余地は可能であろう。

真間三期

本時期の遺構は、7軒で前期から比べると激減している。遺構は遺跡全体に散在して分布し特

別な偏在はない。前類に比べ約 3分の 1である。

遺構は規模的にも差程の違いをもたないで存在している。

柱穴は、ほぼまだ堅穴の中に4本単位で維持している。確認出来ない遺構も一部見られる。な

お更に検討を加えれば細分が可能である。

真間近期

本時期は 12軒で五期より5軒程増加している。細分、検討すれば増減は若干ある可能性があ
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る。本時期は盛期を迎えた後の集落の建直しの時期に当たると考えられる。遺構は、小型化し4

m前後が主を占める。主軸は北側から東側に振れつつある。竃は、北壁側に構築している。東側

に構築しているものもある。柱穴は堅穴の中に確認出来るものが大部分である。

真間�期

本時期は今山遺跡 11軒、六台遺跡て 13軒であり古屋敷遺跡は確認出来ないが数軒が推定さ

れよう。本時期が盛期を迎えたる直前と推定され総数 28軒前後の集落が存在し共に軒数が倍増

している。規模は前類より更に縮小傾向にあり4m前後が主体である。

柱穴は縦穴の中に確認出来るものと存在しないものとが半数近くになり柱は縦穴の外へと家の

構造の変化が見られる。主軸はほぼ北側になる。若干の細分が可能か ?

国分 i期

本時期は9軒で軒数は5軒程減少し本遺跡の終末期に入る。規模は3m前後が多くなる。プラ

ンは方形状が半数近くを占め、霊は、北壁に位置し前述の六台造跡とは時間的に若子の差が存在

している。

柱穴は、堅穴の内に確認出来るものは半数程みられる。規模は、縮小し3m前後になる。霊は、

北壁に存在している。掘りこみは何れも浅く床面の締まりは弱い。分布は遺構全体に散在してい

る。

以上が集落のおおつかみな変遷過程である。これらから本遺跡は、古墳時代後半から奈良、平

安時代の集落が存在したと理解され鬼高五期から集落の数は増加傾向にあり真間三期に減少した

が五期には増加し次第に国分期にかけて減少している。

これらの変遷は遺構のプラン、規模、主軸、電の位置、土器の形態と須恵器の出土状態等から

六台遺跡群とは若干の差が見られ、これらの状況から別個の集団、グループと想定されよう。

10。 今山貝塚

本員塚は、山田字今山 2474番 地に所在する縄文時代中期の貝塚であるがゴルフ場造成工事
に伴い 5 0 clll～ lm程の盛土がなされることとなった為、測量調査を実施し貝塚の範囲の確認を

行った。以下、その概要について述べる。

北浦側から入りこむ谷津の最奥部、南傾斜面に所在し現状は、山林、原野、農道などで昭和 50
年代に畑の整地の為かなりの部分が削平されたと推定され現在原野をはさんで西、東の 2ケ 所に

別れて貝層の露呈が認められる。削平以前は、畑にかなりの員と土器の散布が認められた。

西側の貝層は、標高 31.5m程から27m付近までのなだらかな傾斜面に形成されカッティ
ング面の観察では厚さ 2 0 clll～ 4 0 clllで農道の下部付近では混員層を含め約 lm程の厚さを観察
できたが以下はボーリング探査に依っても確認出来なかった。南北 25m、 東西 12mの範囲に
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員層の存在が認められた。

東側の員層は、標高 28m程から27mにかけての傾斜面に確認されたが上部は畑地造成の為

かなり上砂の押しだしが有り旧状は不明である。カッティング面の貝層の厚さは 2 0 clll～ 5 0cm

で良好な純員層が観察された。ポーリング調査に依って南北 10m、 東西 15mの範囲に員層の

存在が認められた。下端は削平され確認出来ない。

本貝塚は、測量図からも推定される様に西側は南傾斜面、東側は、西側の傾斜面にそれぞれに

形成されたと考えられ東西の2ケ所から成る斜面貝塚と理解される。

本遺跡については茨城県歴史館発行『県内員塚における動物遺存体の研究 3』 にに詳しく報告

がなされているのでこれを引用し述べる。

員類はキサゴ、ダンベイキサゴ、スガイ、カノコガイ、カヮニナ、カワアイ、ウミニナ、イボ

ニシ、アラムンロ、オカミガイ ?、 キセルガイ類、オカチヨウジガイ、サルボウ、ナミマガシワ、

マガキ、アサリ、オキシジミ、カガミガイ、ハマグリ、シオフキ、イツシジミ?、 マテガイ、オ

オノガイの23種である。

以上のうち主体は圧倒的にハマグリで馘水性の貝塚といえる。ハマグリは最大殻長 6 01un、 最

小殻長 1 4 Ellllとバラツキがあるが、20～ 3 0 11ML前後の個体が多くを占め、やや成育は不良な状

況を示す。次に多いのはシオフキで、35～ 4011111の間の殻長の個体が中心である。アサリはシ

オフキと同じくらい検出されているが、殻長 10～ 20111111程度の小さな殻が多いことが注意され

る。以下はマガキ、ウミニナなどがつづき余りは少ない。

魚類はサメ、スズキ、アジ、イヮシ、エイで量的にはイワンの個体が最も多く、その他は 1～

2点の検出である。ウナギが出土していないことは、ダンベイキサゴとの関連で注目してよい現

象であろう。

まとめ

本貝塚は、北浦より侵入する谷津を望む傾斜面に形成された縄文中期中葉の純貝塚である。貝

塚の構成貝種の中に外洋、岩礁などに縁の深い種類の含まれることは注意すべき点である。
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以上遺物については引用したが、採集した遺物も同様の結論がえられた。

最後に本員塚は『茨城県遺跡地名表』には縄文時代後、晩期の貝塚と記載されているが本時期

の遺物は確認出来なかった。確認できる遺物からは縄文時代中期の加曽利E式期を主体に形成さ

れたと理解される。なお、北側の台地上の畑には小規模な地点貝塚が3ケ所程確認され阿玉台式

の散布か認められる。今山遺跡では、3軒の住居跡と土坑が検出され何れも加曽利E式期の遺構

であった。〔号1用文献〕 県内貝塚における動物遺存体の研気 3)茨城県歴史館 1980(本遺跡
調査時筆者も同行した。)
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11.古屋敷遺跡の調査結果の概要

1)中世

古屋敷遺跡は、北東方向に細長く突出した台地の先端部に築かれた城跡である。地形的には台

地南西端部が高く城内は低くなっているものの、城の外部 (北側と西側)は南西端部とほぼ同程

度の高さである。城の構造は、台地先端部に Iノ 郭 (本丸に相当し、北側と西側には自然地形を

残す)配置し、土塁と堀 (空堀)を外周に巡らしている。虎日は、南側中央、北西部、北東部の

3ケ 所が認められたが、南側中央以外十塁上面を通る虎口である。 Iノ 郭南側には、Ⅱノ郭が配

置されている。Ⅱノ郭は、西側と南側に十黒を巡らし十塁の外側に堀を有している。土塁は、南

側が高く西側が低い土塁となっている。また、南側土塁は東側が消失し南東端部には塚状に高く

なっている所がある。西側土塁が低いのは、土塁外側堀との比高差が 2m程を有する為であろう。

曲輪では、北側、西側、東側の尾根筋及び、斜面部で認められた。北側では、北西部に 1ケ 所

のテラスがあり北東尾根筋では数ケ所のテラスが認められる。東側では、斜面に一段のテラスが

認められた。西側では、 Iノ 郭南西部コーナー及びⅡノ郭北西部から、西側谷地に至る堀が 1条

認められ、端部で西側に土塁を供なっている。また、Ⅱノ郭西側にはIノ 郭南側土塁西端部に接

するように堀が 1条認められ、Ⅱノ郭南側土塁北側(Ⅱ ノ郭内)に は旧堀が十里に沿い認められた。

以上が、当遺跡調査前の状況である。発掘調査の結果は、当遣跡が 3～ 4回造改築された事を

示す結果が得られた。特に、Ⅱノ郭は3回造改築されており、現存の遺構は最終時点での遺構と

なる。子細は、報告書を参照されたいが、以下に調査結果の概要を中世と中世以前とに区別し中

世は各期ごとに記述する。なお、追加調査分を加えた部分は、後述する。

中世 I期は、堀 4、 6と 南側の旧十塁に囲まれた部分で、東西径 62.Om、 南北径 50.Om

程を計測し、長方形をなす部分である。空堀 (箱薬険堀)と土塁を供なっているが、南側の堀 6

は堀 4よ り浅い堀となっている。虎日は、4ケ 所で堀 4の西側、北側中央、南東部 (虎口5～ 8)

に所在している。虎日4は、堀 4の掘り残しによる土橋と門 (第 3号堀立)を有している。虎日

6は、堀底面を通路とし虎口7は掘り残しによる虎日である。虎日8は、堀底を通路として利用

している。 I期に入る建物跡は、第49号、第 3号、第 44号、第 58号建物跡等のように、堀

4と南側旧十塁内の建物跡が入る。Fndよ りは、「館」といえよう。

中世Ⅱ期は、 I期より北側と南側に拡張され、比較的短時間でⅢ期に移行したようである。Ⅱ

期の堀は、堀 2～ 4、 6～ 8であり建物跡は、第 7、 8号建物跡等が入るようである。北側へは、

約 25.Om、 南側へは20,Om程拡張されている。

中世Ⅲ期は、 I期、Ⅱ期同様北側と南側に拡張されているが、北側では堀 5が新たに掘られ堀

2、 3は埋められている。また、南側では堀 9、 11が新たに堀込まれている。よって、南側で
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は堀 7、 8は埋められている。堀 9の北側には、土塁を築いていたものと推定される。虎口とし

ては、虎口5, 6, 7が I郭内にあり、北側では虎口9があり南側では虎日 10, 1と が設けら

れている。Ⅲ期に入る建物跡では、第 4、 11、 14、 12、 29、 37号建物跡等がある。

第Ⅳ期は、最終段階で第Vと同様の遺構である。Iの郭内部の堀が埋められ、土塁も南側は造

築され北側、東側、西側に新たな土塁が築かれている。また、Ⅱノ郭西側、南側にも土塁が築か

れている。堀は、新たに畝堀 1、 Ⅱノ郭西側に堀12、 南側に外堀が掘られている。■ノ郭東側は、

崩れ等により消失している。虎口は、 Iノ 郭では南側中央部と南東部に、Ⅱノ郭では南東部に虎

口を有している。第Ⅳ期に入る建物跡としては、第 2、 17、 18、 19、 37、 39、 42建

物跡等の建物跡や、虎日として第 3号、第 25号建物跡がある。

これら以外では、粘土貼り上拡、井戸、小堅穴、製鉄跡、土拡等がある。粘土貼り土拡は、堀

4に区画された部分 (I～Ⅱ期)に集中しており、井戸は Iノ 郭南西部に所在するのみである。

小堅穴は、堀 4の北側、北東部に所在しており、製鉄跡は堀 4の北側 (Iノ 郭北西部)に所在し

ている。土拡は、 Iノ 郭、Ⅱノ郭内に所在しているが、墓拡と馬葬拡は堀 4のゴヒ側、東側に集中

する傾向を有している。

出土遺物としては、中世では天目茶碗、皿、香炉、花入、甕等の陶磁器、火捨、内耳及び外耳

土器、カワラケ等の上製品、井、小火打金、鉄輪、鍔、燭合、煙管等の鉄及び青銅製品、五輪塔

方盤印塔、石臼、砥石等の石製品、銭貨としての古銭等が城跡関連遺物として出上している。こ

れら以外では、土玉、管玉、紡錘車等の土製品が出土している。

2)中世以前

中世以前の遺構としては、34軒の住居跡が Iノ 郭、 Iノ郭北側、北東部、Ⅱノ郭で確認され

ている。33軒の住居跡は、古墳時代後期の鬼高期から平安時代の国分期までの住居跡で、古墳

時代前、中期 (五領、和泉期)の住居跡は、一軒も確認されなかった。住居跡の中心は、鬼高期

が中心となっている。

住居跡からは、上師器郭、甕、高郷、高台付塊、須恵器雰、郭蓋、甕、鉄鏃、砥石、土玉、支

脚、紡錘車などが、住居跡内より出上している。

これらの遺物以外では、縄文式土器片、打製石器、磨製、石鏃、敲石など、縄文時代の遺物が

出上しているものの、縄文期の遺構は確認されなかった。

12.平遺跡の概要

平遺跡は、古屋敷、古館の各遺跡と同様に、中世城館跡との関連があり、集落は平安期の集落

が他の遺跡より多くなっている。

当遺跡での城館跡は、台地の北側に位置し空堀が巡っている。台地の北側は、開地となってい
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る。空堀 (堀 1～ 4)は、台地を東西方向に区切るように堀り込まれた堀 (堀 1、 4)と 、これ

と交わるように台地の西側で南北方向に堀込まれた堀 (堀 4)である。また、台地の東側端部は

農道により切り崩されているが、東側にも堀 3と対比する堀が所在した事と推定される。これら

の堀により、正方形状に区画された所が「館」である。「館」は、内部建物祉に建替えが認めら

れるものの、「館」の造改修は認められなかった。「館」の規模は、東西径 35。 5m、 南北径 3

2.5mのを計測し、「館」の堀 4か ら台地北端までまでは25,Om程の開地となっている。

館は、南側に虎口を設け、虎日の北東部 (館の中央東側)に建物跡群を置き、この南側に堀を

配置している。虎日は、堀 1の掘り残しによる土橋と、土橋の北側に門を配置している。門は、

1間 4面の櫓門と推定される。建物跡群は、虎日の北東部で館の中央東側に中心があり、西側に

4棟が配置されている。また、東側建物跡群の南側には「 T」 字状に堀 7～ 9が堀込まれている

のは、建物跡群の南側への防護的用途であろう。これら以外では、井戸は堀 7の西側に所在し、

土拡は、建物跡群と重複する状況を呈しており、中央建物跡群及び門には建替が認められる。な

お中央建物跡群はその西側が現状保存区域内に所在するため、不明の部分が多い。また、館の南

西部に土拡と建物跡があり、北方には地下式倉庫がある。

中世以前では、縄文期～平安期までの集落がある。縄文期の集落は、館の北側で炉跡と柱穴か

ら住居跡と判断した。館内及び、館の南側では認められなかった。時期的には、中一後期のよう

である。

当遺跡は、古館遺跡の西側で地続きとなっており、南北細長く伸びた舌状台地である。地理的

には、標高約 34m程度のほぼ平坦な台地であるが、中央部から北側にかけてしだいに高くなっ

ており、中央東側は削平されている。

当遺跡を調査した結果、古墳時代後半から平安時代にかけての住居跡と、中世の館址等が確認

がされている。中世の館址は、台地の中央北側に位置しており、堀、井戸、堀立柱建物跡、土城

などで構成されている。また、台地の南側からは土拡を供なう建物址が 1棟確認されている。住

居跡は、総数で 105軒確認され南側、中央部、北側の 3群に別れるようである。

中世の遺構は、台地を切断するように堀込まれた台 1、 4号堀と、西側に堀込まれた台 3号堀

とで長方形に区画された館址と、これの北側等に位置する2基の地下倉庫、南側の建物址と土城

などがある。館址は、第 1号堀のほぼ中央に土橋 (一部)と門からなる虎口を配置し、虎日の北

東部に第 5、 6号堀を配置し1区画を構成している。この部分には、井戸が堀込まれている。第

5、 6号堀の北側には、堀立柱建物跡がある。堀立柱建物跡は、東側が中心で西側は倉庫群のよ

うである。

―-50-―



13.古館遺跡の概要

古館遺跡は、報告書でも述べたように 1度造改修されている。築城時は、台地先端部に Iノ 郭

を配置し、台地が北、北西、北東の 3方向に枝分かれする部分にIノ 郭を配置している。この I、

Ⅱノ郭以外に郭は認められない。

Ⅱノ郭は、調査区域外の為発掘は行なわなかったが、台地の辺縁部に土塁が残存しており、斜

回 卜には堀 (空堀)が存在している。■の郭は、北東部と南東部に十塁が残存し、南東部と南西

部には曲輪が所在している。また、Ⅱの郭北東部に旧十塁の残存部があり、 Iの郭南西部には堀

に沿い土塁が所在している。また、南西角部にも十塁残存部がある。

14.風早遺跡の概要

風早遺跡は、平遺跡の西側で平遺跡とは谷を挟んで向い合っており、調査区は台地の先端部で

ある。調査の結果は、住居跡 3軒、土拡 2基、炉跡 1基、溝 1条の諸遺構が確認されている。

住居跡は、調査区の南側 (台地が広くなっている部分)に集中する傾向を示している。このた

め集落の中心は、調査区の南側に所在することとなる。土拡と炉跡は、台地の先端部に集中して

いる。第 2号土拡は、南側を調査区域外に所在する風倒本穴である。溝は、西側に 1条所在する

のみである。住居跡は、鬼高期、真間期、国分期 (古墳時代後半～平安)の住居跡である。

出土遺物は、土師器郭、甕、支脚等か出上しており、住居跡外より上師器郭、甕が出土してい

る。

15.古屋敷遣跡の変遷

古屋敷 I期 (第 12図 )

古屋敷 I期は、前項で述べたように第 4、 6号堀と、南側旧土塁に囲まれた範囲である。第 4

号堀の内側には、南側同様土塁が築かれていたことは確実であり、そのキ塁は南側旧十塁と同程

度の土塁と推定される。つまり、南側旧土塁は基底部幅3.15m、 高さ1.05mを計測するこ

とから、同程度の上塁と推定されるが、第4号堀西側は幅4～ 5.00m、 北側が2.00～ 3.

00m程度を有し、東側で2.00～ 3,00mを計測し、堀幅に変化が見られる。堀と土塁は、
密接な関係を有することは説明を要さない点である。よってI期の上塁は東側で幅2.00m、

北側で2～ 3.00m、 西側で4.00m程度で平均すると3.00m前後となろう。この上塁内
がI期の内部となり東西49.Om、 南北 37.Omを計測し、1,800♂程を計測する。「城」
というよりは「館」といえる。
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内部には、第 4号堀南側に土橋 (虎日5)があり、六脚門 (櫓門・第 47号建物址)がある。

この円を通ると、中央北側に2面廂を有する第49号建物址があり、これの東側に第 52号建物址、

西側に第46号、50号建物址がある。南側には第 36号、51号、56号、58号建物址があ

る。建物址の配置としては、東西に長いためこの方向に配置されている。北側は、東西に桁行を

有し南側では南北方向に桁行を有している。これは、各建物址の用途からの相異と推定される。

また、第49号建物址の南西部には池址があり、第48号建物址と隣接している。

第49号建物址は、北面と南面に廂を有し東面と西面に附属施設を有している。中央は、中央の

1間 (7.5尺間)で東側と西側に区別されており、東側は 16.5尺 ×22.5尺で 2.5間 X.

3.5間程度の広間となり、西側は 18。 5尺×22.5尺で 3間×3.5間となり西側がやや広く

なっているが、 9間で九間を意識したようである。後世でいう、「主殿」に相当する建物址であ

る。

第46号建物址は、北西コーナー部に所在する2間 4面の建物址で、梁行が桁行より0.8尺短

第12図 古屋敷 I期推定図 (S～仕 1000)
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くなっている。桁行と梁行の柱間では、北側が広く南側が狭くなっている。郭内の北西コーナー

部で、キ塁に隣接しており2間 4面で正方形をなすことから矢倉ではなかろうか。I期間側には、

自然地形が土塁状に残っているため、西方への展望は南側ほど良好とはいえず、一種の死角が生

じることから矢倉が配置されても不思議はなかろう。50号、51号、52号、58号建物址の

5棟は、梁行 1間に桁行が 2間～ 4間の長方形をなす建物址である。各棟の規模は各々異なった

数値を示しているが、建物址としては同一目的の為に建てられたものと推定される。その用途は、

倉庫等の建物址と判断される。

第 56号建物址は、門を入ると左手前面に所在し南面廂の建物址である。廂を除く部分は、北

側が 6尺間で南側が6.5尺間であるが、梁行では差異が認められる。西側は、中央や東側に反

し比較的しっかりした構成となっている。円の北側であることから、家臣等の住ではあるまいか。

第36号建物址は、円の正面に所在し桁行 4間、梁行 1間の建物址で、しっかりした構造の建物

址となっている。また、本址の前と後には粘土貼り
‐LM(第 9号、 11号、 12号土拡)がある
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ことから、馬屋として建てられた建物址ではあるまいか。

建物址以外では、3基の粘土貼り■lAがある。粘土貼りLthは、 I期の範囲内に集中している

ものの、堀と上塁の関係や建物址との関係からI期に入る土城は、前述の第 9号、 11号、 12

号土拡の 3基のみである。土拡に粘上を賠ることは、保水性を持たせるためで馬を洗うために用

いられた土拡と推定される。井戸は、認められなかった。

出土遺物としては、陶磁器、カワラケが出土しており、第49号建物址の柱穴よりの出土がほと

んどである。

古屋敷Ⅱ期 (第 13図 )

古屋敷Ⅱ期は、前項及び報告書でも述べたように I期の館が、北側と南側に拡張された時期で

あるが、Ⅲ期のような拡張ではなくごく限られた範囲での拡張であり、どちらかといえば中途半

端な拡張といえよう。このことは、北側に第 2号、3号堀 (堀 2、 3)が I期第 4号堀 (堀 4)

北西コーナー部より北側に掘り込まれ、地形に沿うように北西部で東側に掘り込まれている。し

かしこの 2条の堀は、台地の中央部まで (北西コーナーから)45.Om程 度掘り込まれている

のみである。この部分以東に、I期に属する堀は認められておらず、柵列等のPit列 も認められ

なかった。

南側では、第 6号堀 (堀 6)の南側に第 7号、8号堀 (堀 7、 8)が掘り込まれているが、こ

の堀も西側から中央部まで掘り込まれているのみで、中央部以東には掘り込まれていない。第 7

号堀は、直線的に掘り込まれているものの第 8号堀は、土橋状に掘り残した部分を有し折れ曲が

りながら掘り込まれている。南側では、この 2条の堀以外に柵列等のPit列 は認められなかった。

このⅡ期で、 I期の単郭から北側と南側に拡張されていることから複郭化しているが、Ⅲ期ほ

ど明確化しておらず準複郭とでもいえようか。 I期の部分を I郭、北側がⅡ郭、南側がⅢ郭とい

えよう。

Ⅱ期の堀は、今まで述べたような状況で掘り込まれており、土塁はその痕跡すら認められない

が、堀の内側 (第 2、 3号堀は、東側と南側で第 7と 8号堀その北側)に +量が築かれていたも

のと推定される。堀の形状では、V字状をなす薬検堀である。堀以外では、掘立柱建物址がある。

建物址は、 I郭内の第 49号建物址が西側で建て替えられ 1間 3間 (桁行 3間、梁行 1間 )の第

48号建物址が、第 49号建物址に隣接して建てられている。北側 (Ⅱ期Ⅱ郭)では、第 7号、

8号、40号、41号建物址が出現する。第 7号と8号建物址は、第 2号堀東端南側に所在し、

第 40号と41号建物址は中央部に所在している。このことから、Ⅱ期では北側 (Ⅱ郭)に広い

空間を設けたようである。第 7号建物址は、一部確認出来なかった柱穴もあるが桁行 5間梁行 3

間程度の物址であろうし、 1間 4面に廂 1間の建物址である。第 40号建物址は、西側には 1間
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廂を有する建物址で身姶としては、桁行 3間梁行 1間の建物址である。第 41号と48号建物址

は、共に桁行 3間梁行 1間の建物址で西側 (第 48号)と南側 (第 41号)が、広い間取となっ

ている。

Ⅱ期の遺構からは、内耳、福鉢、五輪塔、土師器片などが出上しているが、第 7号、 8号堀か

らの出上が中心である。また、第 8号堀は埋められてから虎日 (西側)と して利用されている。

これは、次のⅢ期に入ってからである。
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第12表 古屋敷遺跡堀立柱建物跡一覧表 1

霊物ONc 腰行×梁行(m) 腑 X瓢足 方 位 形 状 P総郵 IttJ IHJ夢 夢 肇闇猫 備 考

1 8.19× 3.99 27.3× 13.3 N-41° 一 Vヽ 民方形 17 4 3 菊面廂付

2 8.10× 5。 79 27.0× 19。 3 長方形 35 6 4 3面廂付、主殿

3 5。 25× 2.49 17.5× 8,3 N-52° 一E 罠方形 6 2 I 魯Fl、前面に橋を有す時

4 8.61× 4.83 28.7× 16.1 N-62° 一E 罠方形 14 4 2

5 13.23× 4.38 4.41X14.6 N-70° 一E 罠方形 16 7 1

6 8.20X4.53 27.3× 15.1 N-42° 一W 民方形 15 4 2 総柱式

7 9,00×4.68 30.OX 15.6 Ч-40° 一W 罠方形 16 4 4 飲 螂 剛 球 輔

8 3.12× 2.07 10.4× 6。 9 Ч-39° 一E 民方形 7 1 1 |ヒ側に6X5尺の部分妻

9 13.00× 4.56 瑠 .3Xl.56 <-23° 一W 最方形 16 5 2 南側 2間は 1間分

10 5,96× 3.18 18.0× 10.6 Ч-65° 一E 風方形 8 3 1

3.72X3,60 12.4× 12.0 N-2ば ―W 正方形 9 2 2

12 4.65× 5,55 15.5× 18.5 N-41° 一W 匡方形 11 2 2 東側に 1間廂有

13 7.02× 3.66 23.4X12.2 N-42° 一W 震方形 8 3 1

14 3.30X l.83 11.0× 6.1 N-46° 一 Vヽ 罠方形 4 1 1

15 3.66× 4.02 12.2X13.4 N-42° 一W 正方形 8 2 2

16 4,14× 4.95 13.8X16.5 N-35° 一W 罠方形 2 2 菊面に 1間廂有

17
(息 :能
×
(ぢ :駐 (】き謗×(モニN-53° 一E 最方形 21 4+4 1+2 2～ 3棟より畝 台所棟か

18 7.50X4.77 25,0× 15,9 N-5ば 一E 民方形 13 4 2 萄側P51dB内で確認不能

19 8.28X6.30 27.6× 21,0 W-34° 一E 最方形 21 5 3 第37号堀立と重複

20 7.26X3.90 盟.2X13.0 <-64° 一E 罠方形 10 4 1

21 7.92× 3.42 26.4× 11.4 Ч-4° 一W 民方形 10 4 1

22 10.20× 7.23 34.0× 74,1 Ч-45° 一E 長方形 12 5 1 第42号堀立と重複

23 8.04× 4.02 26.8X13.4 N-4° 一W 民方形 10 4 1 第28号土拡と重複

24 2.40× 2.10 8,0× 7.0 N-55° 一E 民方形 4 閤門か

25 4.68× 2.10 15.6× 7.0 N-52° 一E 民方形 8 2 1
Ｈ
Ｊ
日
ｒ
膳

26 6.60× 3.54 22.0× 7.0 N-43° 一W 罠方形 8 3

27 6.00× 441 20.OX 14,7 W-2♂ ―W 罠方形 3 2 東側に廂有

28 7.95X3.00 26.5× 10,0 W-65° 一E 罠方形 10 4 1

29 9.60× 4.55 32.0× 15。 1 Ч-45° 一W 罠方形 22 5 2 化と南に1間の廂有

30 7.38× 3.60 盟.6X12.0 Ч-47° 一W 醗方形 17 4 1 東側に廂有
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第13表 古屋敷遺跡堀立柱建物跡一覧表 2

建物 昧 Nn 靡行×撤 m) 辟行×!驚ま尺: 方 位 形 耕 P総郷 府間麹 梁関数 備 考

31 6.15× 3.16 20.5Xll.2 <-50° 一W 罠方形 9 3 2

り
０ 6.38× 2,91 21.1× 9,9 W-47° 一E 罠方形 10 3 1 東面に廂有

33 3.78× 2.10 12.6× 7.0 マー51° 一W 罠方形 6 2 1

34 3.60× 2.85 12.0× 9.5 Ч-47° 一E 罠方形 6 2 1

35 5,82× 3.86 19.4× 11.2 N-46° 一E 民方形 8 3 1 第51号堀立と重複

36 7.38× 3.50 24.6X12.0 W-47° 一W 長方形 10 4 1

37 6.54× 5,16 21.8× 172 Ч-42° 一E 民方形 10 4 1 第19号堀立と重複

38 4.11× 1.80 13.7× 60 N-5ば ―W 民方形 6 2 1 燕側醐 の建物1縮

39 5.67× 3.45 18.9X ll.5 N-50° 一E 民方形 8 3 1 第10号建物跡と重複

40 6,27× 4.08 20,7× 13.6 N-36° 一W 霊方形 12 3 2 第野号建物址と重複、西側廂

41 6.69× 3.60 22.3× 12,0 N-49° 一W 罠方形 8 3 1 細碍 建物跡と重複

42 7.56X3.60 25.2X12.0 N-45° 一E 罠方形 13 3 1 窮
"号
建物址と重複、廂付

43 4.02× 3.00 13.4× 10.0 N― %° 一W 民方形 6 2 1

44 8.67× 3.30 15.6× 11.0 N-4ヂ ーW 罠方形 10 4 1 第30号建物跡と重複

45 8.22× 3.03 27.4X10.1 N-6♂ ―E 罠方形 15 4 2 1ヒ面廂

46 3.60× 3.36 12 0X ll.2 N-62° 一W 正方形 8 2 2 第5号土城と重複

47 3.93X3.36 13.1× 11_2 N-41° 一W 正方形 6 2 1 艤門か、P3突出

48 5.37X3.18 19.7× 10.6 N―毬
°一E 罠方形 8 3 1

49 10.50× 5.61 35.0× 18,7 N―認
°一W 民方形 34 4 3 酵屋か、4面廂有

50 3.90× 4.20 13.0× 140 N-47° 一W 民方形 8 3 1 常艶号建物跡と重複、北面廂有

51 5,88× 4.20 19.6× 14.0 N-47° 一W 民方形 6 2 1 第35号建物跡と重複

52 4.41× 3.60 14.7× 12.0 N-45° 一E 罠方形 8 3 1 第86号建物跡と重複

53 5,43X3.54 18.lXll,8 N-45° 一E 民方形 8 3 1

54 3.30× 3.75 11,0× 12.5 耳-36° 一W 罠方形 6 2 1 第34.50号建物跡と重核

55 6.30X3.45 21.0× 10.5 Ч-41° 一W 罠方形 9 2 2 帥 H滑建物跡と重複

56 8.61× 5.85 28.7× 19.5 W-4° 一削 民方形 15 3 2 輌麟踊.碍勘跡と重複

57 4.05× 3.90 13.5× 13,0 正方形 6 2 2 お56号建物跡と重複

58 4.50X3.30 15.OX ll.0 W-44° 一W 長方形 6 2 1
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第14表 古屋数遺跡土拡一覧表 1

+燎Nn 菓西×南北 方 位 形 状 備  考 +折 Wn 束西×南北 方 位 形 林 購  堵

1 1.50× 2.54 N-52° 一E 楕円形 艦土貼り 31 122× 1.6C N-5ば ―E 隋円形 馬骨出土

2
Al.43X2.2(
BO.70× 2.0( N-46° 一れ

楕円形
楕円形 帖土貼り 32 1.25× 1.2C N-4ば ―吼円 形

3 1.70× 2.6〔 N-43° 一鴇 長方形 lL土貼り 33 0.60XO.7E 円 形

4 1.40× 1.9[ N-39° 一E 長方形 佑土貼り 34 1.80XO.9C N-31° 一Ⅵ 隋円影

5 2.20× 2.4〔 N-42° 一E 正方形 佑土貼り 35 2.10× 1.7[ N-50° 一E 隋円形

6 3.05× 3.3〔 W-47° 一E 長方形 佑土貼り 36 1.05× 1.2τ 隋円形

7 315× 1.6( W-43° 一恥 長方形 佑土貼り 37 1.30× 1,7C N-4r― Ⅵ 隋円影

8 3.35× 2,7( マー43° 一恥 罠方形粘上貼り 38 1.90× 1.8E N-52° 一E 円 形

9 1.95× 2.8〔 W-39° 一E 罠方形粘土貼り 39 0。 95× 1.lC N-4ば ―E 隋円形

10 1.03× 1.3【 W-47° 一E 罠方形粘土貼り 40 1.34× 1.税 震方形

1.05× 1.5( Ч-29° 一吼 隋円形粘土貼り 41 2.00× 2.1[ N-3ば ―E 罠方光

12 1.45× 1.ユ W-35° 一恥 罠方形粘土貼り 42 1.33 X l.OC N-4♂ 一E 隋円形

13 1,78X l.7( W-41° 一ヽ 正方形 倍土貼り 43 0,78× 0.6g N-4♂ ―E 隋円形

14 1.75× 3.3Z Ч-52° 一E 脂円形粘土貼り 44 1.52× 2.2g N-55° 一E 隋円形

15 2.10× 1.5C N-70° 一E 民方形 枯土貼り 45 3.23× 2.OC N-4T― Ⅵ 民方形

16 1.56× 1.2C N-55° 一削 罠方形 階土貼り 46 1.15× 1.9C N-2ば ―Ⅵ隋円形

17 1.50× 2.lC N-33° 一Ⅵ 民方形 lL土貼り 47 2.07× 1.5C N-79° 一E 隋円形

18 1.34× 2.OC N-32° 一莉 隋円形 階土貼り 48 1.15× 1.3〔 Ч― 5° ―E 隋円形

19 1,18X l.5C N-37° ―削 民方形 階土貼り 49 1.1l X l.3: w― ♂ ―Ⅵ隋円形

20 AO。 95× 1.15Bl.53× 1.67
N-189-W
N一 ば ―E

円 琵
円 形 井  戸 50 0.85× 1.0〔 W― ば ―E 円 形

21 1.16X l.OE N-46° 一E 円形 洋  戸 51 0.98× 1.0〔 マー4ば ―E 円 形
22 0.80X l,02 N-2ば ―E 隋円形 墓  競 52 0.94× 0.例 W-45° 一E 円 形

23 0.96 X l.9る N-15° 一E 府円形 電骨出土 53 0。 95× 1.0〔 W-3♂ ―E 円 形

24 1.52 X l,9C N-63° 一E 隋円形 碍骨出土 54 2.65× 3.2: W-2♂ ―Ⅵ隋円形

25 1.43× 1,9G N-66° 一E 隋円形 墓  城 55 4.80× 6.8C Ч-3ば ―E 隋円形
26 2.16× 1.5C N-64° 一E 隋円形 馬骨出土 56 1.20× 1.2C W-4♂ ―E 円 形
27 1.33X l,3E N-5ば ―E 正方形 囁歯出土 57 1.40× 1,5( W―認

°
一Ⅵ 正方形

28 0,70× 1.4C N-50° 一E 隋円形 墓  競 58 1.55 X l.7( N―襲
°
一Ⅵ 正方形

29 1,47× 2.1 N-31° 一莉 民方形 碍骨出土 59 1.67× 1.9〔 隋円形

30 3.75× 2.lC W-52° 一W 隋円形 墓  城 60 0.98× 0.9E Ч-5♂ ―吼円 光
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第15表 古屋敷遣跡土拡一覧表 2

+折Nn 束西X南】[ 方 位 形 状 購  考 +併 Nn 東西×南】[ 方 位 形 耕 備  考

61 0.80× 07( Ч-55° 一E 方 形 64 0.55× 0.優 N-52° 一慟 楕円形

62 0.92X l,1 Ч-23° 一E 隋円形 65 0.68XO.8C Ч-13° 一輌楕円形

63 0.65× 0.6〔 Ч-34° 一E 円 形

第16表 古屋敷遺跡住居跡一覧表 1

住居跡番号 長 軸 方 角 kttX南北(m 平面形態 柱穴 竃 位 置 時 期 備 考

1 N-50° 一E 4.72× 8.61 楕 円 形 13 不 明 不明 大半を欠失している

2 N-46° 一W 7.50× 6.20 正 方 形 5 示 明 鬼一Ⅱ 3号堀に切られる

3 N-25° 一W 7.50× 10,10 長 方 形 2 北壁中央 鬼―Ⅲ 大半欠失

4 N― 8° ―W 6.30× 7.00 長 方 形 4 ,ヒ壁中央 鬼―Ⅱ 大半欠失、貯蔵穴をもつ

5 N-15° 一E 5.50× 4.30 正 方 形 4 不 明 亀―Ⅱ〔大半欠失、貯蔵穴をもつ

6 N-8° ―E 3.20× 3.40 正 方 形 5 不 明 通―ⅡI 大半欠失、貯蔵穴をもつ

7 N-47° 一E 4.75× 4.85 正 方 形 4 1ヒ壁中央 亀一Ⅲi 大半欠失、貯蔵穴をもつ

8 N-40° ―W 2.40× 4.50 不 明 3 不 リ 鬼一Ⅱ 大半欠失

9 N-85° 一E 3.70× 4.05 長 方 形 6 西壁中央 真―Ⅱ 攪乱多し

10 N-30° 一W 4.20× 3.90 長 方 形 8 ,ヒ壁中央 真― I

N-0° 一E 2.28× 2.30 正 方 形 5 ,ヒ壁中央 真―Ⅲ 攪乱多 し

12 N一 5° ―E 3.50× 3.45 隅丸方形 4 ,ヒ壁中央 真―Ⅲ 13住を切る

13 N-37° 一W 5,55× 5.85 不 整 形 6 不 咲 真―Ⅲ 12住に切られる

14 不明 カマドのみ(プラン不明:

15 N-17° 一W 3.05× 4.60 不 整 形 4 ,ヒ壁中央 真―? 不明

16 N-30° 一W 6.12× 6.00 正 方 形 5 ,ヒ壁中央 薫―Ⅲ

17 N― 6° ―E 4.20× 4.50 不 整 形 4 北壁中辣 鬼―?

18 N-10° 一W 7.90× 7.90 隅丸方形 5 ,ヒ壁中典 鬼―?

19 N-11° 一E 2..75× 3.50 長 方 形 3 北壁中典 真―Ⅱ

20 N-1ず ―E 3.50× 3.50 隅丸方形 3 】ヒ壁中典 真―?

21 N-1♂ ―W 5.02× 5.00 隅丸方形 5 北壁中共 真―?

22 N-2ぱ ―W 4.15× 4123 隅丸方形 4 】ヒ壁中典 真― I

23 N-14° 一W 4.05× 4.40 隅丸方形 5 北壁中典 薫―Ⅱ 土玉多量
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第17表 古屋敷追跡佳居跡一覧表 2

住居跡番号 長 軸 方 角 稲西X南北(m 平面形態 柱穴 竃 位 置 時 期 備 考

24 Ч-75° 一W 2.25× 2.45 鶴丸方形 4 不 リ 真―Ⅲ

25 N-25° 一E 3.00× 2.68 隅丸方形 5 北壁中央 国― I

26 N-17° 一E 3.82× 3.85 隅丸方形 北壁中央 国一 I

27 N― 0° ―E 5,08×4.50 方 形 1 北壁中央 目― I:

28 N― ♂ ―E 5.05× 4.58 長 方 形 5 北壁中央 国-1

29 N-35° 一W 5.96× 5,85 隅丸方形 5 1ヒ壁中央 国― I

30 N-21° 一E 4.80× 4.10 隅丸方形 5 |ヒ壁中央 真― I

31 Ч-17° 一E 5.4× 5.35 隅丸方形 5 Iヒ壁北共 真―Ⅱ

32 Ч-87° 一E 3.00× 3.00 隅丸方形 0 北壁中央 国― I

33 Ч-25° 一E 4.35× 4.50 隅丸方形 4 ,ヒ壁中央 真―Ⅱ

34 N-25° 一W 2.45× 2.80 長 方 形 0 不 咲 不明

第18表 地下式倉庫一覧表

第19表 平遺跡堀立柱建物跡一覧表 1

キ燎 Nn 東西×南北 方 位 形 耕 購  考 +餘Wn 束西×南北 方 位 形 状 府  瑞

第1号睡 1.94× 2.8〔 隋円形 古屋敷 富2ヨ睡 3.95X3.5〔 方 形 平遺跡

富1ヨ睡 3.90× 2.7〔 隋円形平遺跡 富3ヨ睡 3.22X3.6[ 隋円形 磯 跡

磯 脇 yI 飼耐Xttm) 術 Xttω 方 位 形 状 P総数 府間数梁間必 備 考

1.80X l.8C 6.0× 6.( 正方形 4 1 1
琶
可
日
ｒ
闇

2 6.30× 9.OG 21.0× 30.2 N-1ば ―Ⅵ正方形 17 3 4 主殿か、西側現状保存区

3 6.90× 3.6C 23.0× 12.〔 N-12° 一E 長方形 10 4 1

4 7.50× 4.2C 25,O X14.〔 Ч-11° 一E 罠方形 8 3 1

5 10.50× 4,OE 33.5× 13.〔 Ч-5ば ―E 最方形 10 4 1

6 7.80× 3.7こ 26.0× 12.[ N-7♂ ―鴇罠方形 10 4 1

7 4.29X3.OC 14.3× 10。 ( N― ば ―E 民方形 9 2 2 総献

8 3.06X2.1 12.5× 7.〔 N― ば ―E 最方形 4 1 1

9 9.60X3.0〔 32.OX 10。 C 6° ―EN― 民方形 8 3 1

10 2,70× 2.4〔 9.0× 8,C 止万M 4 1 1
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第20表 平遺跡掘立柱建物址一覧表 1

建物跡 脇行Xttm 行行XttR 方 位 形 状 P総数 有間数 梁間郷 備 考

1 7.50 25.0 Ч-11° 一Ⅵ 5 劇+210+180+1劇 (m)

2 12.45 41.5 Ч― ぱ 一鴇 7 Ⅲ18+2,711+2,40+1,35+1,80+2.10(m

3 11.43 38.1 Ч― メ ―吼 6 Ⅲ70+2,25+228+2.10+210(m)

4 12.90 43.0 Ч― 6° ―E 6 Ⅲ90+1銹 +を,75+180(m)

5 5.40 18.0 Ч― ば ―Ⅵ 4 L80+1.80+180(m)

第21表 平造跡土拡一覧表

と広No 東西X南北 方 位 形 状 備  考 飢 No 束西×南】[ 方 位 形 状 備  考

1 0.75× 1.OC N― ０
る ― E 正方光階土貼り 21 1.30× 1.3C

1.70× 1.1 N-24° 二E 正方形地下式庫か 22 2.25× 2.lC N-2ば ―Ⅵ 33形

3 0,78× 0.8C N-45° 一E 円 形 23 1.80× 3.2g N一 ば 一E 罠方形

4 1.25× 1.2[ N-50° 一E 円 形 24 3.60× 2.8C N-21° 一覇 宥円形

5 1,63× 2.2こ N-19° 一E 隋円尭 25 2.97× 2.5G N-1ば ―恥 窪田平

6 1.30× 1.4〔 N― ぴ ―E 楕円光 26 4.28× 4.割 N-1ば ―E

7 4.20× 1.2〔 N-17° 一E 隋円尭 27 4.52× 3.4[ 罠方形

8 0.95× 1.5〔 Ч― ば ―E 楕円形 28 2.10× 1.2C 昆方形 !碍土拡を切そ

9 1.20× 2.0( Ч-15° 一E 隋円形 29 2.90× 3.OC マー1ヂ ーⅥ 右 形 0,321Mと重核

10 1.20× 2.1 Ч-15° 一E 脩円形 30 2.10× 3.2( Ч-1♂ ―E 民方形 L.321Mと亘瓢夷

11 1.90× 2.1 N― 7° 一E 長方形 31 3.llll× 3.OE W-1ヂ ーE 方 形 10■tと重彦
12 5.25× 2.7〔 Ч-80° 一E 長方形 32 1.95× 1.9〔 方 形 滑.趾難動

13 2.42X3.2〔 N-14° 一E 方 形 33 1.82 Xl.6〔 Ч-1ド ーE 方 形
14 1.45× 1.1 長方形 34 0。 90× 1.4( Ч-12° 一E 罠方形墓拡

15 1.30× 1.8( 巳-16° 一S 長方形西側保存区内 35 1.05× 1.蛋 Ч一 ば ―E 罠方形基拡

16 1.70× 2.5C N-7° 一E 罠方形 86 0.73 X l.Ы Ч― 2° ―E 罠方形基拡

17 3.40X2,9〔 N-58° 一れ 37 0.69× 1.2を N― ば ―E 罠方形墓拡

18 1.35× 2.8〔 N-57° 一E 鷹円形 38 0.46 XO.4〔 N― ば ―E 円 形 第1号井戸

19 1.45× 1,3C 巳-1ば ―S 39 0,92 XO,91 N― ば ―E 円 形 第2号井戸

20 0,78× 0。 9C 0° ―EN― 隔円形 40 1.10× 1.1 N― ば ―E 円 形 第3号井戸
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以上のように、古屋敷Ⅱ期は次のⅢ期に移行する中間的な時期に位置することと判断される。

中心は、 T郭の館でありここの北側と南側に拡張しようとした点は、次期の状況をを見ても明ら

かな点である。

古屋敷Ⅲ期 (第 14図 )

古屋敷Ⅲ期は、Ⅱ期同様に北側と南側に拡張されているが、Ⅱ期より整備された状況で拡張さ

れている。これによって、古屋敷は I期の I郭 (館)と北側のI郭及び南側のⅢ郭構成となり、

直線的な郭配置となっている。このⅢ期で、館から「城」に発展したといえよう。

I郭は、 I期とⅡ期の I郭と同様であるが、第 4号堀中央部に虎口 (虎口6)が新たに開かれ

従来の虎日 (虎口 5、 7)と合せ、3ケ所の虎日が開かれている。内部の建物は第 49号、 36

第14図 古屋敷Ⅲ期推定図 (S～1:1000)

鰯
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号、51号建物址等に建替えが認められ、第55号建物址が新築されている。 I部の上塁と堀は、北

側で虎口6が開かれた以外第 I期及びⅡ期と、同様であったといえよう。

Ⅱ郭では、第Ⅱ期の第 2、 3号堀 (堀 2、 3)が埋められ、新たに第 5号堀 (堀 5)ん 掘ゞ り込

まれている。第 5号堀は、Ⅱ郭中央西側より第Ⅱ期第 2号堀との合流部でL字状に折れ曲がり、

地形に沿うように南東部まで堀込まれているが、台地の南東端部までは堀り込まれておらず虎口

7の東側まで掘り込まれたのみである。よって、この部分は虎日を形成するようである。第 5号

堀は、虎日 7の北東部で堀を埋めて構築した土橋 (虎口9)を伴なっている。I郭内部には多数

の掘立柱建物址が確認されているが、第 5号堀の南側と西側及び東側 (Ⅱ郭内部)には土塁が築

かれていたと判断される。上塁の幅は、 1.50～ 3.50m程でこれを除いた部分と、第 4号堀

に切られた状況の部分 (これはⅣ期以降)を除いた部分の建物址で、第 4号、5号、 6号、 13

号、 14号、27号、29号、42号建物址が、Ⅲ期の建物址である。第 6号、 13号、 14号、

27号建物址は、東西方向に桁行を有する建物址であるが、他は南北方向に桁行を有する建物址

である。また、第 6号、 13号、 14号建物址は、第 5号堀東側南端南西側に所在することから、

建替えによる建物址で第14号建物址は門 (1間 4面)ではあるまいか。また、第 13号建物址も

門であった可能性も有している。

Ⅲ郭は、第Ⅱ期の第 7号、8号堀 (堀 7、 8)が埋められ、第 8号堀の南側に第 9号堀 (堀 9)

が、台地を南北に分断する堀切り状に掘り込まれており、東側で南北に分かれている (堀 10、

11)ま た、西側端部には十黒が築かれ第 8号堀に虎口 (虎口 10)を開いている。西側斜面下

には、第 12号堀 (堀 12)を掘り込み曲輪を形成している。虎口 10は、西側よりⅢ郭に到る

虎口でありⅢから南側の台地へは、堀 10、 11を通ったものと推定される。虎日 11は、堀 1

1を埋めた土橋である。Ⅲ郭は、堀と上塁から構成され建物址等は確認されなかったことから、

戦闘空間としての用途を有する部分と推定される。

Ⅲ期の建物址は、 I郭内では第49号建物址が中心で「主屋」的性格の建物址で、第 51号、 3

6号建物址が第 55号、第 53号建物址に建て替えられている。これ以外では、第 47号、 56

号、46号、50号、52号、48号建物址が、前期よりそのまま使用され「館」としての機能

を有していたと判断される。Ⅲ期の建物址は、 1郭が整然とした建物址であるのに対しⅡ郭の北

東部 (虎口9西側)と南側 (第 6号建物址付近)に、集中する傾向を示している。Ⅱ郭北東部で

は、東西方向に桁行を有する建物址 (第 27号建物址)と、南北方向に桁行を有する建物址 (第

4号、 5号、29号建物址)がある。第 4号建物址は、桁行 4間梁行 2間の建物址で第 5号建物

址は、桁行 6間に廂 1間で梁行 1間の建物址で、大型の建物址である。これ以外では、 1間 4面

程度の建物址が主流である。

出土遺物としては、第 5号堀より陶磁器、内耳、カワラケ、古銭が出土しており、建物址から
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はカワラケが出上している。第 5号堀からは、多くの遺物が出土しているものの出土層位は、履

十 卜層からの出上であり、古銭は寛永銭である。Ⅲ期は、比較的長期間続いたようである。年代

的には 16世紀前半代と推定される。

古屋敷Ⅳ期 (第 15図 )

古屋敷Ⅳ期は、Ⅲ期の「城館」ん羽ヒ側・南側・東側・西側に拡張され、直線的な郭配置となる

時期で、南側へ向かい I郭・ Ⅱ郭・ Ⅲ郭が構築されている。前期より、「城」としての形が出来

たこととなる。

Ⅳ期の I郭は、Ⅲ期の I郭とⅡ郭を合せ単郭化しながら東側、西側、北側、南側に拡張してい

る。つまり、Ⅲ期まで所在した第 4号堀とこれに伴なう土塁は、十星を崩して堀を埋めてⅢ期の

I郭とⅡ郭を同一郭としている。第 5号堀も、第 4号堀と同様の状況を示している。南側の第 6

号堀は、南側土塁を増築する時に埋められている。この第 4号～ 6号堀を埋める改修作業と、台

地の辺縁部に沿って堀 (第 1号堀)と土塁を築く工事を行っている。特に、南側を除く各方向に

拡張されている。また、西側では第 1号堀の西側で旧地形に低く土盛した土塁があり、2重土塁

としている。南側では、旧十量をそのまま利用し南側へ盛土している。堀は、土塁と台地辺縁部

に沿うより掘り込まれ (第 1号堀)、 北西部、北東部、東側、南側では畝堀となっているが、西

側では箱薬険堀となっている。これは、西側が 2重土塁状をなしているためであろう。虎日とし

ては、南側中央部 (虎日 1)と南東部 (虎口8)が開かれている。虎口 1は、Ⅱ郭の大手日でⅣ

期 I郭・ Ⅲ郭へ通じる虎口であり、虎口8は第 1号堀に通じ東側、北側へ通じ一種の揚手口を形

成している。大きさでは、東西径 110約 110m× 南北径約 110mと なり、 11,000ゴ

の面積となる。

Ⅳ期のⅡ郭は、Ⅲ期のⅢ郭がこれに相当し南側に10m程度拡張されている。これは、Ⅲ期の第

9号～ 11号堀 (堀 9～ 11)が土塁を崩して埋められ、新たに旧堀の南側隣に堀を掘り土塁を

築いている。この上塁は、調査開始前に現存していたが堀は埋められていた。東側は、崖崩れの

ため不明であるが、西側Ⅲ期に築かれた土塁が残り、斜面下の第 12号堀に新たな堀 (第 12号

A堀)が西側斜面を通り、西側谷地に至っていることから堀と通路 (虎日)ほ併用した遺構とい

えよう。Ⅱ郭の虎口は、西側谷地部より第12号堀を通り虎日 10に到るルートがある。Ⅱ郭から

南側のⅢ郭へは、Ⅱ郭南側土塁東側で塚状遺構との間でⅢ期の虎日 11付近にⅡ郭南側虎日が存

在したのではなかろうか。Ⅱ郭南側土塁は、第 13図のように東側で切れている。これは、中央

部以東がしだいに低くなって塚状遺構西側で消失している。したがって、Ⅱ郭南側虎日は土塁が

消失した部分に所在したこととなる。大きさは、東西径約 65,Om×南北径約 27.Omで面積
は1.755だ程である。
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Ⅳ期Ⅲ郭は、Ⅱ郭南側畑一帯がこれに相当する部分であるが、調査区域であるため調査出来な

かった。この部分は、舌状台地の最南端部に位置し西側は谷地に向かって緩やかに下降している。

台地中央部は、ほぼ平坦な地形となっている。しかし、境界である農道の南側一帯は地域より約

lm程度高くなっていることから、この畑一帯にⅢ郭を配置せねば守りが不充分となる。よって

ここにⅢ郭の所在を推定した次第である。

Ⅳ期の遺構で、土塁と堀以外では掘立柱建物址がある。建物址は、 I郭内に所在することは I

期～Ⅲ期と同様の結果を示しており、Ⅱ郭内からは何ら発見されなかった。このことから、 I郭

は「住」と「戦」とを併用した空間であり、Ⅱ郭は「戦」を目的とした「戦闘空間」といえよう。

Ⅳ期の建物址は、南側虎日の橋と門 (第 3号建物址)を通ると前面に東西方向に桁行を有する

4棟の建物址 (第 12号、57号、44号、55号建物址)と南北方向に桁行を有する 1棟 (第

第15図 古屋敷Ⅳ期推定図 (CS～ 1:1000)
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36号建物址)が、やや西側に寄った状況で所在している。また、虎口8の部分には第 24号建

物址が門として所在している。これらは、 I郭南側建物群といえよう、北側では、東西方向で南

北に桁行を有する4棟の建物址 (第 20号、37号、39号、42号建物址)と、東西方向で同

一方向に桁行を有する2棟の建物址 (第 9号、 17号建物址)があり合計 6棟となる。北側の建

物址群は、中央部に集中する傾向を有している。また、建物址の配置からI郭中央部と北西部に

広い空間を有するような配置となっている。中央部は、虎口8の前面に相当することからこれを

意識しての事と推定される。北西部は、 I郭外で同方向に突出している小尾根や I郭西側との関

係が考えられる。あるいは、人骨を伴なう土拡が発見されていることから墓域とも考えられるが、

子細は不明である。

建物址は、第 3号と24号建物址の 2棟が門で前者は櫓門で後者が四脚門である。この 2棟以外

では、第 9号、53号、37号、39号、42号建物址の5棟は「住」としての建物址と推定され

る。第 37号、42号建物址の 2棟は、北面と東面に廂を有する建物址であり、第 12号建物址

は東面に突出する部屋を有する建物址で、虎日のほぼ正面に位置することから「主殿」的用途の

建物址と推定される。第 17号、20号、36号、44号、55号建物址の 5棟は、倉庫的用途

の建物址であろうし第57号建物址は、 I郭の南西コーナー部に所在することから櫓ではあるまい

か。また、第襲号建物址の西側にはT字状に柵列が認められる。

出土遺物としては、比較的多量で古銭 (無文銭)、 瓦嵐土器、火捨、内耳土器、カワラケ、五

輪塔などが出上している。これらの遺物から、当期は16世紀後半代と推定される。

古屋敷V期 (第 16図 )

古屋敷V期は、古屋敷の最終期である。全体の遺構としては、Ⅳ期の 3郭配置に変化しておら

ずⅡ郭西側に、一部変化した部分が認められる。しかし、 I郭内部の建物址と出土遺物から考え

ると、V期の古屋敷はⅣ期までの遺構を残しながらも「城」としての機能から「在地支配」を目

的とした「陣屋」的機能に変化したようである。建物址では、建替えも認められる。

V期は、Ⅱ郭西側の第 12号堀が埋められ、 I郭内部はⅣ期の建物址が廃棄・整地されてから

V期の建物址が建てられており、一部建替えが認められる。V期の建物址は、 I郭の北側に集中

しており中央以南を広く使用している。建物4Lは、第 1号、2号、6号 (建替が21号 )、 8号、

17号、 18号、 19号、25号、26号建物址である。第 1号、2号、6号、 21号、 26号

の5棟は、東西方向に桁行を有する建物址で、第 17号、 18号、 19号の 3棟は南北方向に桁

行を有する建物址である。第 8号建物址は、東西に桁行を有するものと推定される。

これらの用途を見ると、第 1号・ 2号建物址の2棟は南面に廂を有する建物址で「住」として

の建物址であるが第 2号建物址は「主殿」の機能を有する建物址と判断される。また第 18号・1
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碍 建物址の 2棟は、第 19号建物址が北面廂となぢているものの、「住」としての建物址といえ

よう。第 17号建物址は、貝層を供なっている点を考慮すると「台所」としての機能を有してい

るのではなかろうか。第 6号、8号、26号の 3棟は、「倉庫」と判断される。第 25号、 26

号建物址の2棟は、「 F日」である。第 25号建物址は、 I郭大手日となる門で「櫓門」と判断さ

れ、第26号建物址は揚手日を形成する「四脚門」である。

このように、V期の建物址は前期に反し減少している。このことは、 I郭内部を広く使用しよ

うとしたことが知られると同時に、「城」としての機能を有しながらもその主目的は別に存在し

たことと推定される。

第16図 古屋敷V期推定図 (CS～仕 1000)
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V期の出上遺物は、天目茶碗、小皿、甕、壷、火捨、内耳土器、カワラケ、五輪塔が出土 して

いる。天目茶碗と小皿は、代表的な出土遺物で、 17世紀前半に位置する遺物である。よって、

V期は、 17世紀前半代となる。いいかえれば、鹿島・行方地方が佐竹領に組み込まれた時期か

ら、佐竹氏の秋田移封とこれに供なう諸城接収の頃となる。

16.古館遺跡の変遷

古館遺跡は、報告書と前項で述べたように一度造改修が行なわれている。調査範囲が限られて

いるため遺跡全体が造改修されたかは確定出来ない。当遺跡は、現存する遺構からI郭とⅡ郭の

2郭を中心として、この東側、西側、南側に堀と土塁からなる曲輪を配置していた事は、確実な

所である。この 2郭は、造改修される前も改修後も同様である。 I郭は、調査区域南側の高台が

I郭に該当し、斜面下に堀と土塁 (堀の外側)を有しているが、東側は削平され消滅している。

Ⅱ郭は、今回の調査区がⅡ郭に該当し東側端部と北東部に土塁及びその残存部が現存し、東側斜

向 卜と南西部斜面下に一段の平場 (曲輪)が現存している。また、Ⅱ郭内北西部には、土塁の残

存部と判断された高台が認められる。次下に、各郭の状況について記述するが報告書と重複する。

Ⅱ郭は、時期を分けて記述する。

古館 I郭

I郭は、前述のように南側の高台で、今回の調査区域からは除外されている。台地先端部に位

置するためか、三角形状を呈している。郭内は、ほぼ平坦で郭内端 (台地辺縁部)に は、上塁状

の低い高らみが現存することから土塁が集かれていたことと判断される。斜面は、急斜面となっ

ている。斜血 卜は、空堀が I郭の地形に沿って掘り込まれている。堀の外側には、土塁が現存し

Ⅱ郭東側斜面下及び南西部斜面下の各曲輪に接している。虎口は、北側のⅡ郭方向に有った事と

推定される。現状からは、土橋等の痕跡は認められなかった。調査区域外であったため、造改修

の有無は不明である。

古館Ⅱ郭 I期

Ⅱ郭の I期は、古館築城時の郭で第 1号堀に田まれた部分が、 I期のⅡ郭である。第 1号堀は

東西約 80m、 南北約 50mで 4,000∬程の面積と推定される。西側は、調査区域外であっ

たため西側で第 1号堀を確認出来なかった。 I期の十星は、■郭北西部と南西部で塚状に現存し

東側では、台地辺縁部に低い土塁となって現存している。東、北、南側の上塁は、Ⅱ郭を拡張し

た時に堀を埋めるのに用いられたため消失したことと推定され、現存する塚状の部分は櫓台又は

物見台として使用されたのではあるまいか。東側土塁は、Ⅱ郭東側十塁としてⅡ期でも再利用さ
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れているため、低土塁として残存したものと推定される。

I期の堀 (第 1号堀)は、前述塚状土塁の北側と西側で確認されている。第 1号堀は、西側で

南西部残存土塁北側に堀の痕跡をなす部分から、同土塁西側を通り北西部残存十黒の西側と北側

を通り、東側残存土塁の北側付近で南に折れ曲がって東側曲輪 (Ⅱ期)の東端部を通って、 I郭

堀と I郭の北東部で合流している。第 1号堀が、西側曲輪 (I期)内を通っていたかは、同地区

が調査区域外であるため確定し得ないが、Ⅱ郭の防護面から見ると掘り込まれていたことと推定

される。また、南西部の状況を見ると北側南西端は堀切り状となっていたことと推定される。第

1号堀が、このような状況で掘り込まれていたためⅡ郭十黒は、南西部と北西部に塚状に残存す

る部分と東側十塁を結ぶ線で、第 1号堀に沿う位置に土塁が築かれていたこととなる。

また、第 2号堀もⅡ郭 I期に入る堀と判断される。同堀の埋土は、第 1号堀の埋土と類似する

揮+で、人為的に埋められている。台 2号堀は、第 1号堀と異なり浅い堀となっており第 1号堀

東側と、ほぼ同様の箱堀状を呈している。第 2号堀が浅いのは、同堀が第 1号堀北西コーナー部

より西側斜面部までのごく狭い部分に位置し、片側は自然の谷地で急斜面となっているためで、

斜面上部 (第 1号堀西側)から虎口方向への侵入を防ぐために掘り込まれた堀であろう。同堀は、

I期十黒により北方よりの侵入が防げるため、補助的な用途をもった堀であったと推定される。

もちろん、土塁を伴っていたことと推定される。

虎日は、 3ケ所に開かれていたようである。3ケ所の虎日は、西側と東側に各 1ケ所及び I郭

への虎日、の計 3ケ所である。しかし、 I郭とⅡ郭を結ぶ虎日 (いい変えれば、Ⅱ郭からI郭ヘ

の通路)は I郭北側斜面下の堀内に所在するものと推定されるが、調査区域外のため確認出来な

かった。西側の虎日は、西側堀南側で東・西壁面に2ケ所 (各々 1ケ所)の柱穴状堀込と、堀底

に掘り込まれた溝状の掘り込みの部分が、西側虎日と推定される。ここの東西西側に、附属する

柱穴等が確認されなかったが「橋」を架けたことと判断される。この部分は、西側台地 (平追跡

や中 1館址方向)と馬背状台地で接続する部分で、防護力を強めるため土橋より木橋にしたこと

と判断される。この虎日は、第 1号堀が埋められると同時に除去されたことと推定される。また、

橋の南東側でⅡ郭内に一段のテラス (長さ9.00m、 幅 2.50m、 深さ 1.50m程度)があ

り、橋に関連する可能性を有している。第 1号住居址の西側を切っている溝状遺構は、中世の溝

であるか確定出来ない。

東側虎日は、東側土塁をこの部分だけ開いた虎日で、この前面で東側曲輪へは土橋状の部分が

認められた。この虎日は、門として四脚門 (第 8号掘立柱建物址)を伴っており、通路に相当す

る部分は、良く踏み固められているため長期間使用されたようである。

Ⅱ郭 I期で堀、土塁、虎日以外の遺構は、掘立柱建物址と2基の上拡とがある。掘立柱建物址

は、第 2号、4号、5号、 6号、8号建物址の 5棟があり、土拡では第 1号、2号、3号土拡の
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3基がある。掘立建物址は、第 2号、4号、5号、6号建物址の4棟は、Ⅱ郭とほぼ同一方向に

桁行を有しているおり、倉庫群と推定されるものの第 6号建物址は、その位置から番所であった

可能性も有している。第 8号建物址は、前述のように東側虎口に所在する四脚門である。土拡と

しては、前述のように2基土拡 (第 4号、5号土拡)がある。2基の土拡は、壁面と底面に粘土

を貼っておらず形状も一定していない。用途は、確定し得ない。

以上が、Ⅱ郭 I期の状況である。建物址の配置から、中央部を広く使用した事が知られ、西方

の平遺跡等の諸遺跡を意識したようである。出土遺物としては、比較的少量で第 5号土拡より素

焼の山茶碗が出上した程度である。この山茶碗は、 15世紀代に位置することからⅡ郭 I期は、

15世紀代に築かれたこととなり、古館遺跡が 15世紀代に城として築かれたことを意味してい

る。

古館Ⅱ郭Ⅱ期

Ⅱ郭Ⅱ期は、第 1号堀と第 2号堀が埋められ、北側、東側、西側、南側に拡張された時期であ

る。実際の方向では、北側は北東で東側は南東方向であり、西側は北西で南側は南西方向となる

が、記述上前者の用語を用いる。

北側では、第 1号堀より北側へ約 10m程拡張され、北側に入り込んでいる谷頭に十塁を築き、
同方向に対する防護をより強化している。また、第 2号堀も第 1号堀同様に埋めている。これに

より、Ⅱ郭に広い空間が生じることとなる。

東側では、第 1号堀を梅ながら東側の曲輪を新築している。しかし、同曲輪の東端は農道によ

り断ち切られているため、同曲輪が谷頭部まで続いていたか不明である。南側の曲輪と同程度と

考えるならば、東側の曲輪は谷頭部まで存在したこととなIる。

西側は、西側谷地上面の斜面に盛上し緩斜面を急斜面にする工事を行ない、西側谷地方向への

防護策としているが、郭内に柵列等の痕跡は認められなかった。

南側は、第 1号堀西端部と推定される部分を虎口状に改良し、曲輪を I郭西側堀まで構築して

いる。南側の曲輪西側は、自然地形である。曲輪の部分は、曲輪造築により急斜面になっている

ことと推定される。

このように、IttI期 は北東部 (北側)、 北西部 (西側)、 南東部)東側)、 南西部 (南側)に拡

張されている。これは、北西方向 (平遺跡方向)よ り馬背状の台地を経て、古館遺跡の所在する

台地に至る。 I郭は、同台地の南側最先端部にありⅡ郭は、台地が尾根を派出する広い部分に所

在する。そしてⅡ郭Ⅱ期は、この広い台地の全域を利用しているが、他の尾根筋に出曲輪等を構

築した痕跡は認められなかった。したがって、あくまでもI郭とⅡ郭が城域となる。

Ⅱ郭Ⅱ期で、十塁と曲輪以外の遺構としては掘立柱建物址と粘土貼リーLMがある。掘立柱建物
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址は、第 1号、 3号、7号建物址があり上拡としては、第 1号、 2号、 3号 Llkがある。建物址

3棟は、 I期ほどの規則性は見られない。第 1号建物址は、東西方向に桁行湛有する建物址で第

2号建物址は、南北方向に桁行を有し第 3号建物址は、南北方向に桁行を有し西面に廂を有する

建物址で最大の建物址である。用途としては、第 1号建物址は倉庫として利用されたようであり

第 2号建物址は、四脚門で虎口をなす建物址で、下位は通路として使用され良く踏み固められて

いる。この虎日は、 I期と同様の状況である。第 3号建物址は、廂を有する点から住として使用

された建物址と推定される。3基の上拡は、全て粘土貼りの土拡で大きさ、形状もほぼ同様の状

況を呈している。

Ⅱ期に入る遺物は、各遺構から何ら出土しておらず時期決定の資料を欠くが、 15世紀後半～

16世紀前半代までで、古屋敷第Ⅲ期と同時期と推定される。報告書では、3期に分類したが 2

期に分類される。

古館遺跡は、 15世紀代に築城された事は出土遺物から確実な所であるが、立地条件が台地の

最先端部をその城域としており、その規模も改修されているとはいえ小規模である。しかも、 I

郭は北浦に面した最高所に所在している。内部遺構から、長期間の使用を目的とした城と見るよ

りは「詰の城」又は、北浦を見張る「見張所」的な用途を併用したいわば「砦」的な城ではなか

ろうか。 I郭は、北浦の舟の往来を見張り鹿島台地を見張るのに、最適の地に立地している。

17.古屋敷遺跡および平遺跡出上の人骨について

古屋敷第 1号人骨 (第 1号墓壊)

壮年女性と推定されるが、骨格の保存部位はごく限られている。  、

頭蓋では、右側頭鱗の小片、左右上顎骨の日蓋突起と歯槽突起の前部、および下顎体の一部だ

けが保存されている。上顎骨の歯槽突起は低く、突顎傾向を示す。下顎体も低く (右体高 2 9mmJ、

右オトガイ孔の下後縁に小さな副孔が認められる。

上顎歯は右の犬歯と第 1小臼歯が顎骨に植立しているほか、切歯 2、 犬歯 1、 小臼歯 2、 大臼

歯 3が遊離した状態で保存されており、下顎歯は右の犬歯から第 2大臼歯までが歯槽に植立し、

切歯 4、 犬歯 1、 小自歯 2、 大臼歯 1が遊離歯として保存されている。上顎の切歯はシャベル形

である。咬耗は切歯、犬歯と、右の下顎第 1大臼歯だけが第 2度の初期、ほかはすべて第 1度で

ある。ラヴジョイの基準ではC段階 (18-22歳 )に相当する、犬歯 1点と大臼歯 2点にカリ

エスが認められる。

椎骨・肋骨はまったく保存されていない。

上肢骨では右肩甲骨の小破片だけが保存されている。
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下肢骨では、右腸骨の小破片と、右大腿骨の骨幹約15clll長の破片と大腿骨頭の一部が保存され

ている。大腿骨の粗線は弱く、ピラスター構造はほとんど認められない。骨幹上部では外側稜が

発達し、最小径と最大径はそれぞれ 1 9 11ull、 2811111で、横断示数 (67.9)は超扁平型である。
このほかに部位を同定できない長管骨の小破片が若干保存されている。

平第 1号人骨 (第 1号墓壊)

頭位北、右側臥屈葬の壮年男性骨格である。大腿骨を上体とほぼ直角に曲げ、膝関節を完全に

屈した上体で出土した、骨表面の風化が進み、保存状態はあまり良好ではない。

頭蓋は大小の破片にわかれており、断端が風化しているため、復元はできない。

脳頭蓋の縫合の閉鎖はあまり進んでいない。眉間の隆起度はⅡ段階であるが、眉弓が強く発達

している。右眼富の上縁に眼穏二孔がが認められる。

前頭鼻骨縫合部は浅く、鼻骨は上約 3分の 1しか保存されていないが、水平輪郭の湾曲は弱い

ようである。上顎骨は左右とも歯槽突起・ 日蓋突起が比較的よく保存されている。歯槽突起前部

はやや低く、前反傾向があり、梨状口下縁は鈍である。

下顎骨も比較的よく保存されているが、下顎枝は左右とも破損している。オトガイ高は34腑、

下顎体の下縁は下に凸な湾曲を示す。下顎隆起はない。

歯は永久歯 32本がすべて生え揃っているほか、上顎右中切歯の舌側やや近心よりに、歯冠径

約 6訂πの小さな正中過剰歯が、後外下方を向いて口蓋面に斜めに萌出している。この過剰歯をの

ぞけば歯列に不整はなく、咬合形式は鉛子状である。上顎切歯はシャベル状、カラベリ結節はな

いが、右の下顎大臼歯 3点すべてにピット型のプロトスタイリッドが認められる。咬耗は前歯と

上顎左第 1小臼歯でプウゲ質にわずかに達しているほかは、すべて第 1度である。ラヴジョイの

基準ではB2(16-20歳 )ないしC(18-22歳 )に相当する。下顎切歯の舌側面に歯石
の沈着がみられるが、カリエスはない。

上肢骨では左右上腕骨の骨幹と右尺骨の近位部片が保存されている。骨表面の風化が進んでい

るため幹径の計測は出来ない。上腕骨の骨幹は扁平形ではない。

下肢骨では左右の大腿骨と胆骨の骨幹部と骨端の一部が保存されているが、これらも風化のた

め正確な骨幹計測はできない。大腿骨の粗線は強いが、ピラスター構造は弱く、柱状示数は100

をやや下回るものと思われる。大腿骨骨幹上部は比較的扁平で外側稜が発達し、左での上部径は

(23)/(29)vaで ある。睡骨骨幹の後面には縦稜が発達しており、幹径は計測できないが、

骨幹中央横断面は菱形で扁平である。

四肢骨の長さは計測できないが、とくに長いとは思われない。
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平第 2号人骨 (第 2号墓羨)

小児の側頭骨錐体の一部と、乳臼歯 3点、それに長管骨骨幹の小片数点が保存されている。歯

の咬耗はかなり進んでおり、年齢は小児潮の後半と推定される。

平第 3号人骨 (第 3号墓墳)

大腿骨骨幹の一部と思われる小破片を含む少量の骨片が保存されている。成人またはそれに近

い年齢の人骨と考えられるが、性別は判定できない。

平第 4号人骨 (第 4号墓族)

成人の右大腿骨骨幹の上部、長さ 1 6 clll強の破片と、右睡骨骨幹の上部前縁付近、長さ 10911

弱の縦割片とが保存されている。性別は不明であるが、緻密質の厚さから判断して、男性である

可能性が高いと思われる。大腿骨骨幹上部はいちじるしく扁平 ((22)/(35)Ilull、 横断示

数 (62.9))ピ ラスター構造もほとんど認められない。

まとめ

歯槽性突顎、シャベル状切歯、扁平大腿骨などの所見は、中・近世日本人に一般的にみられる

特徴と合致するが、平第 1号墓壊の壮年男性にみられた扁平胆骨は石器時代人に特有とされてい

る形質である。なおこの個体には正中過剰歯という稀な破格が認められた。

また、年齢の推定できた成人骨格は、いずれも比較的若い壮年であった。

(山口  敏)
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第22表 古館遺跡堀立柱建物跡一覧表

lr助駄 雨n 奪行×梁行(m) 府行×梁行(尺) 方 位 形 状 P総麹 府間数 梁関数 備 考

1 360× 2.36 12.0× 7.8 N-46° 一W 罠方形 8 3 1

2 4.20× 2.80 14.0× 9。 3 W-4° 一E 罠方形 8 2 2 第3号建物跡と重複

3 7.22× 4.44 Z,0× 14.8 N-23° 一E 罠方形 14 4 3 最大の建物跡

4 4_72× 254 157× 8,4 N-60° 一E 罠方形 7 3 1

5 4.65× 3.57 15.5× 11.9 Ч―路
°
一E 罠方形 8 3 1

4.00× 3.18 13.3× 10.6 Ч-46° 一E 最方形 6 2 1

7 4.08× 1,68 13.6× 5.6 最方形 4 1 1 四脚門(冠木門 ?)

8 6.0× 2.15 20,0× 7.1 最方形 4 1 1 四脚門 ?

第23表 古館遺跡土拡一覧表

―LMNQ 東西×南】と方 位 形 耕 府  考 土拡No 東西×南】t 方 位 形 枡 備  考

1 1.34× 0,9( 巳-15° 一W 長方形 倍土貼り 1.56× 1,M N-3r― E 楕円形

2 1.80× 1.脳 N―認
°一E 長方形 催土貼り 0.91× 0.52 N-2T―E 楕円形

3 1.30X l.01 E-15° 一W 最方形 佑上貼り 7 1.39× 1.3C N-21° 一E 正方形 中世

4 2.25× 1.8〔 N-1♂ ―E 罠方形 Pl 0.36 XO.31 lHi 中世

第244 古館遺跡住居跡一覧表 1

庄居跡No 東西×南】[ 方 位 形 状 P カ マ ド 炉 貯 蔵 穴時期 備 考

ユ 3.40× 3.4〔 N-6ポ ーW 方 形

2 1

3 5.30× 3.5C N-2♂ ―W 罠方形 2 中 央 匹 五領

4 7.40× 7.3C N-4ば ―W 正方形 4 |ヒ側中央匹 五録

5 6.23× 6.3C N-15° 一W 正方形 5 |ヒ壁中央 鬼高

6 3.25× 1,9C N―襲
°
一W 正方形 2 中央北all 五讐 1号堀に切られを

7 5.50× 5.5C N-5ば ―W 阻寺士V 3 中央北all

8 6.l10× 6.3C N一 M° 一W 正方形 5 】ヒ壁中央 鬼高 1号堀に切られを

9 3.70× 3.8C N-2ば ―W 正方形 4 L壁中央西 頚狩

10 含480X4.8C
AN-1♂ ―W
BN一 ば 一E 正方形 4 1陣―ナー砲梅
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古館遺跡住居跡一覧表 2

風早遺跡佳居跡一覧表

風早遺跡土拡一覧表

住居4LNc 東西×南北 方 位 形 耕 P カ マ ド 炉 貯 蔵 床 士 群 備 考

11 6.05× 6.5( N-3T―W 民方形 4 1ヒ壁中央

12 3.60× 3.8C Ч-32° 一W 民方形 4 ,ヒ壁中央 真FBF

13 6.32× 6.褒 Ч-2ば ―W 正方形 5 Iヒ壁中共 鬼虐

14 2.50× 2.3〔 �-4ば ―W lR寺す彰 1 中世 小堅穴か

15 4 Iヒ壁中央匹 陛穴、焼土以外不リ

守屋 飲 Nr 束西×南】t 方 位 形 状 P カ マ ド 炉 貯 蔵 床 備 考

1 4.21× 4.42 N-37° 一W 罠方形 4 Iヒ壁中央 真贈一部消失

2 5.18× 5.OC N-1ば 一E 方 形 4 |ヒ壁中央 鬼高

3 3.50X3.25 N―望
°
一W 万 形 陀壁中央東 一部消失

と砿血東西×南北 方   位 形 撚 購  考 キ餓 Nn 東西×南北 方   位 形 林 賄  堵

1.11× 1.6写 N-30° 一E 民方形 2 1.00× 2.儀 W-1♂ ―E 円 形
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V 古屋敷遺跡追加調査について

古屋敷遺跡の追加調査は、当初現状保存区域の予定であった所と、駐車場とするかどうかその

予定はあったが未決定であった所の、 2ケ所が追加調査区である。前者は、 I郭西側土塁、堀、

西側外土塁、西側斜向 トテラスであり、後者は古屋敷Ⅳ・ V期のⅢ郭に相当する部分である。

この調査は、現地調査費の範囲内で行なったため、一部本調査、一部確認調査といった変則的

な調査となった。以下に、その結果を報告する。

I郭西側の調査 (第 19・ 20図 )

I郭西側土塁の調査は、今回の現地調査が終了し整理期間に入ってからの調査で、立木の移植

作業と併行するように行なった。調査は、土塁を取り崩しとその下位面での遺構調査と土層実測

である。

土塁は、南側の上塁と構築方法は同様であるが、南側土塁のように土塁全域で明瞭な新旧関係

は認められなかったが、西側十塁南端 (南西コーナー部)よ り北方へ約 22.Om迄 の間と、こ
こより北側とは異なった構築方法を用いている。これは、南西コーナー部で第 1号堀北側壁上面

より北方へ約 10.Omの所から、土塁下地山面で 2条の溝 (A、 B溝)が確認され、同溝の西

側に十黒基礎部をなす盛土がある。この盛土は、幅 2。 40mで高さが 0。 90mを計測する。つ

まり、8尺と3尺の十量を最初に築き (版築)、 これを十塁の基底部として幅 5.60m、 高さ2.

10mの十塁を築いている。基底部西側 (堀側)は、パネル等を用いて壁面を構築したようであ
る。しかし同土塁の東側裾部は、破壊されており旧態を失っているものの上塁基底部幅は6.0

0m前後と推定される。このような構築方法は、土塁下で確認された2条の溝 (溝 Aと B)海 溝ゞ

Cと合流する部分まで続いている。2条の溝は、全長 18.50mを計測し土塁南端 (南西コー

ナー部)か らだと約 22.Omの長さで築かれている。2条の溝A・ Bと 、溝 Cが合流する所以

北の土塁は、その南側のような土塁構築法は用いておらず上を順次に麻十した状況を示している

が、土塁中央部以東は土取等による破壊のため子細な構築法は不明である。

土塁構築における以上のような相塁は、西側十塁は I郭南側土塁と続いており、中央以南をよ

り強固する必要があったことと、西側虎日に対する備えによることと推定される。これは、第 1

堀西側では南端が畝堀となっているものの中央部は、箱薬研堀となっていることも関係している

ようである。

溝は、Aと Bが前述のように全長 18.50mで併行して掘り込まれている。溝Aは、幅 0.5
5�で深さが 0。 35mを計測する。底面は「 U」 字状をなし壁面は斜めに掘り込まれている。
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溝Bは、幅 0.30～ 0.40m、 深さ 0。 50mを計測する。底面と壁面は、 Aと 同様の状況を

呈している。溝Cは溝A、 Bと の合流部で東側に掘り込まれ、合流からは土塁と併行するように

北側に掘り込まれている。溝 Cは、全長 33.50m(追 加調査区内)、 幅 0,75～ 1.00m、

深さ 0。 35～ 0。 10mを計測し箱堀状を呈している。

この溝 Cは、追加調査前に行なった古屋敷の調査で、東側、北側の十黒下で確認された第 1号

溝と接続するようである。第 1号溝は、土塁に併行するように掘り込まれておりI郭の虎口 8東

側まで掘り込まれている。溝Aと Bは、西側土塁と併行するように掘り込まれているが、 I郭南

側土塁下の溝 (第 1号溝)と は接続しておらず、各々別々に掘り込まれている。この結果、第 1

号溝は、全周しておらず南側を第 1号 A溝とし他は同B溝と名称を変更せねばならない。しかし

この第 1号溝と溝A・ Bは同一性格を有する溝で、土塁を築く時にその位置を決定すると同時に

十塁内の排水をも併行させた溝と推定される。

堀 (I郭第 1号堀)は、北側、東側、南側と異なった堀となっている。第 1号堀西側は、南西

コーナー部より北側8.00mま では「畝堀」となっており、「畝堀」の関係から堀東壁部分に一

段のテラスが、同堀南西コーナーより北側 2.50mの所まであり、ここから北側は「 V」 字状

をなす「薬琲堀」となっている。第 1号堀西側が、同堀の北側、南側、東側と異なった堀となっ

ているのは、同堀の西側に自然地形を利用し0.40～ 0.80m盛上した土塁とした部分がある。

この部分と、 1郭西側土塁とで I郭西側は二重十黒を形成することとなる。したがって、この部

分の堀は「畝堀」とする必要がなかったためと推定される。

第 1号堀西側の西側には、前述の土塁がある。この十塁は、旧表土上に 0。 40～ 0.80mの

厚さで盛土し十塁とした所である。盛土法は、 I郭やⅡ郭 (Ⅳ・ V期 )の上塁盛土法とは異なり

簡単な盛土法で、版築部分は認められなかった。幕キは、幅 3.00～ 5,00mで盛土されてい

る。また、東端から西側斜面下約 9.00mの所には、幅 0。 75m、 高さ約 1.00mで「犬走

り」状の部分を削り出している。この部分は、第 12号堀が西方に一段下がり掘り込まれた部分

から約 5.00m西方から始まり、約 20,Om程度造り出され西側斜面の中央部付近まで削り出

されている。第 12号堀の東側上法に位置することから、「犬走り」的性格の部分と推定される。

I郭西側の調査で、上記以外では I郭西側谷地部の確認調査がある。ここは、第 12号堀の北

端と南端が落ち込んでおり、両者とも虎日の一部を形成していることから、「根古屋」と推定さ

れた所である、ここの調査は、トレンチ (以下「 T」と略称)による確認調査とせねばならなかっ

た。確認調査のTは、 I郭西側斜面 2Tを延長するように設定した。調査の結果は、土層の上面

は水田による撹乱層で 0.50～ 0。 60mあ り、この下位層が自然堆積層である谷地の東端部と

西端部に一部上層の乱れている所が所在するものの、中世城郭址に結び付くものではない。この

Tか ら、中世の遺構は認められなかった。
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第19騒 古屋敷 I区西側土塁基底部斜面図 (S～1/200)
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42403938302925

お 黒 色 土 (回 く,粘性有り)

49嗜 禍色 土 (F―ム粒含む,切るく活性有 Ol

50黒 褐色 土 (暗禍色土化し,明る(粘性有り)

51責 福 色―上 (自 然炭化物含む)

52嗜 掘色 土 (砂粒,粘土粒含む)

38砂質責損ヨ瞬―ム

39暗 絡色上 (因 くしまる〉

40黒 禍色上 (秒ホ勇 粘上格 炭化物含む)

41晴茶禍色上

42黒 色 上 (ロームブロツク,砂粒)

43黒 絹 色土 (明,粕性に富む)

“
茶縄 色上 (ロ ームブロツク,ローム粒子含む)

45黒 禍色上 (明,砂質)

46黒 務 0上 (明 ,砂粒,砂プロック含む)

47暗福 色土 (砂質,粘性有り)

23暗 掲 色土 (ロ ームブロッタ,砂質)

29暗 福 色 土 (砂質,く すんでいる)

30暗 掘 と上 (秒質,し まり良ぃ)

31暗 捐色 土 (砂質,く すんでぃる)

32暗 禍 色上 (砂質,粘性を有す)

33黄 色 砂 (自 然層)

34黒 色 上 (ロ ームブロック,嵐 _ム粒含む,
くすんでいる)

35茶 禍 色上 (砂質,黒色土ブロック含む)

“

晴禍 色上 (砂ブロゥク含む,く すん―でいる)

37黒 褐 色土 (砂プロック合む,く すんでいる)

古屋敷 I区 西側斜面上層

(lT及 西側谷地HBtク ション)
と～34,000m

'表
   土

2皓 禍 色土 (ロ ーム粒iロームブロック,黒ヨ上ブロ

ック含む)

3黒 o 上 (ロームブ●ック,ローム粒含む)
4ロームプロック

5黒 掘色土 (日―ムプロッタ,ロ ーム粒含む)

6ローム粒子

7黒 福 色土 (ローム粒,ローム小プロック含む)

8暗 撮 0土 (ロ ーム粒含o)

9黒 色 土 (ロ ーム小プロック,ローム粒含む,萌る
こ.｀ )

19暗 禍 色 土 (ロ ーム小プ百ッタ,ロ ーム粒,黒色土粒
含む)

|1黒 色 土 (ロ ーム粒含む)

12責 褐 色土 (ローム,く すんでいる)

13暗 禍 0上 (ロームプロック,ロ ーム粒含む,分解し
ている)

14黒 褐 色上 (「―ム粒含む)

15黒 禍―色 上 (―
ローム粒,ロームプロッタ,炭化物粒含

0)

16黄 褐 色 土 (ロ ームープロック,黒色土粒,1粘土プロッ

ク含o)

17暗 褐色 工 (「‐ムブロック,黒色土含む)

18暗 撮 色 ■ (しまり良好 )

19暗 福 色 土 (ロ ームプロック, ローム粒 砂粒含む)

20嗜 褐 色 土 (ロ ーム粒子,砂粒含む)

21嗜 掃 色 土 (ローム小ブロッタ,砂粒含む)

22黄 禍 色 土 (ロ ーム,自然層)

23暗 絡色 上 (少量のF―ム小ブロック,ローム粒含

む)

24黒 色 土 (明 ,少量の禍色土含む)

25黒 禍色 土 (砂質,(す んでいる)

26暗 損 色土 (班 ローム社含●,(すんでいる.)

27黒 禍 色上 (ロームブ■ック含む)

例凡層土

D
C.

1    52.  51   12

第20図 古屋敷 :区西側斜面上塁部上層図 (S～ 1:100・ L～ 37,00m・ E～ F=34.00m)
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Ⅲ郭の調査 (第21～24図 )

Ⅲ郭は、古屋敷Ⅵ・Ⅶ期のⅡ郭南側に位置する平坦な部分で、農道を境としてⅢ郭部分が農道

南側より約 1.00m程度低くなっている。ここは、前述のようにTに よる確認調査と一部本調
査を行なっている。また、Ⅱ郭南側十塁東側の塚状部分も合せて調査した。

Tは、Ⅳ・ V期の正郭南側土塁南端部 (Ⅲ郭北側)か らⅢ郭南端農道まで、中央部を中心に合

計 13本のTを設定した。中央部には、 lT～ 10Tまで 10本のTを設定し東側に1lT～ 1
3Tの 3Tを設定した。T内からは、堀、溝、建物址柱穴群、住居址、―LMなどの遺構が発見さ

れた。

堀は、2T～ 10Tで認められたが堀の方向性は、北側と南側では異なった状況を呈している。
北側では、Ⅳ・ V期のⅡ郭南側土塁と併行するように堀が掘り込まれていることと推定されたが

調査結果は堀と土塁が併行していないことが明らかとなったつまり、2T北側で確認された堀は

4Tに結び付き幅 7.00mを計測するが、5T北側の堀 (幅 2.00m)と は一致せず 3T・ 5
T間で、2T・ 4T方向からの堀は大きく北へ折れ曲がるか著しく狭くなったようである。また、
5Tの堀は6T(堀幅 6～ 7.00m)に は結び付かず前者とは逆の状況を呈している。よって
同堀は、5Tの東・西側から狭くなっていることとなり、「コ」字状か「虎口」状をなしている

ことと推定される。6T～ 10Tま では、南東方向に掘り込まれているものの 6Tで 6～ 7.0

0mあ った幅が、7T～ 10Tでは3,00～ 4.00mと狭い堀となっている。 10T以東では、
10Tか ら南方に緩やかに曲がりながらⅢ郭北東部の塚状遺構西側まで掘り込まれ後、虎口状に

掘り残しの上橋を有しながら10T南端の堀に結び付くようである。
南側では、10T南端部に北側から結び付いた堀は、やや曲がってはいるもののほぼ直線的に

西へ掘りまれている。幅は、2.00～ 3,00mとなり北側より狭くなっている。T内では、土
塁の痕跡は認められなかった。

このように、Ⅲ郭の堀は I郭第 1号堀と異なりかなり変形した状況で掘り込まれている。北側

では、塚状部西端で途切れ土橋を有しながら南まで伸びている。土橋の南側では、塚状部分南側

で東側谷頭部まで掘り込まれている堀と、接続している。堀の状況としては、Ⅲ郭中央東側以西

の部分を囲むように掘り込まれており、東側では塚状部分南側の堀が 1条認められたのみで南側

では認められなかった。よって、Ⅲ郭東端部は通路として利用されたのではなかろうか。

溝は、 lT～ 7Tの中央部以南で4条認められたものの北側では、 1条も認められなかった。

認められた4条の溝は、堀に囲まれた部分の中央部以西で、郭内の平坦部から西方にかけて緩や

かに下降する部分から掘り込まれている。溝 1(SDl)は 、5Tと 6Tと で認められたが4T
と6Tでは認められなかった。確認部分では、全長 7。 60mを計測する。溝 2(SD2)は 1
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Tから7Tま で認められたが8Tでは認められなかった。確認部分では、全長 36.50mで 幅

が 1,00～ 3.00mを計測し、5Tと 6T間で西方に曲がっており2Tで北東方向に掘り込ま

れ2Tと 6Tで、やや広くなっている。また、5Tと 6T間で溝 3(SD3)と 合流している。

この部分広くなったのは、溝 3(SD3)と の合流部に相当するためであろうか。溝 3(SD3)

は、5Tと 6T間から7Tにかけて認められ、6T両側で南に折れ曲がり溝 2(SD2)と 合流

しているが一部は、西側に伸びている。確認部では、全長 12.50m幅 0.80～ 1.10mを

計測する。また、合流部の北側では東方に狭い溝 (幅 0.50m)を有している。溝 4(SD4)

は、5T～ 7Tで確認されたが2Tと 4Tでは認められなかった。確認面での規模は、全長 33.

30m、 幅 0。 40～ 0。 75mを計測する。以上の溝 (SDl～ 4)以外に、2Tの北側で堀と

合流するように掘り込まれた溝状の遺構 1条を有するが、溝であるかは確定し得ない。また、 1

3Tの溝状遺構は溝ではなく耕作撹乱である。

建物址は、5Tと 6T及びこの中間でSD2～ 4の周辺で、堀立柱建物址が 2棟程度認められ

たものの、拡張範囲が限られているため全容を把握することは出来なかった。 1棟はSD4の南

側で 1間 4面の長方形状を呈する建物址であるが、東側に伸びる建物址のようである。規模は3.

30× 2.40mが確認面での規模である。 1棟は、SD3の西側で 1間×2間の長方形状を呈

する建物址であるが、西側に伸びるようである。確認面では、3.30× 1。 80mを計測する。

2棟とも、建物址の一部が発見されたのみで方位を確定することは困難であるが、前者は東西方

向に後者は南北方向に桁行を有する建物址と推定される。

住居址は、 8T、 9T、 10Tの中央部以南で合計 9基確認されている。この 9基は、台地の

中央部以西で台地が西方に向って緩やかに下降する部分に所在している。完掘してないため、時

期を確定することは出来ないが、確認面での遺物から鬼高期の住居址と推定される。土城は、 2

Tから10Tま で確認されているが、住居址と同様未調査であるため時期等は確定し得ない。

塚状の部分は、前述のようにⅡ郭 (Ⅳ・ V期)南東部で南側土塁東端部に位置している。前回

の調査では、塚の北側と西側で堀が認められている。この堀は、第 9号堀 (堀 9)が東側で 2方

向に分かれた堀で、前者が第 10号堀 (堀 10)で後者が第 11号堀 (堀 11)である。前回の

調査では堀 10はその北壁部分は調査したのみであり堀 11は、堀 9の分岐点より南側へ4～ 5

m程度である。今回は、その全容を知ることが出来た。堀 10は、堀 9と の分岐点よりやや北側

に弧を画きながら台地東側端部まで直線的に掘り込まれている。規模は、全長約 29,Om、 幅

3.00m、 深さ2.30mを計測し、V字状の薬研堀となっているが堀底は幅 0。 60mで平坦

面となっている。堀の状況としては、 I期の第 4号堀 (堀 4)西側と同様の状況を呈している。

後者の堀は、塚の南西部まで掘り込まれている。分岐点より13.Om、 幅 2.80～ 3.00m

を計測する。後者は、塚の南西部まで掘り込まれた後掘り残しによる土橋状の部分 (幅約 1.0
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第21図 古屋敷‖区トレンチ設定及び遺構配置図 (S～1/500)
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第24図 古屋敷‖区塚部第 6・ 7号土拡実測図 (平面1/200● E L1/100・ L～34.50m)
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第27図 三ノ丸出土遺物 3
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第28図 ニノ丸出土遺物 4
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om)を有してから、Ⅲ郭の堀 (東側)と接続している。また、塚状部分の南側と東側には塚に

沿うように堀が掘り込まれており、東側北端で第 10号堀に接続している。この堀 (堀 1)は、

幅 2.80m、 深さ2.10mを計測し箱堀状を呈している。西側端部は、粘土採掘拡と考えられ

る掘り込みにより旧態を失っている。

塚の部分は、第 10号堀側にあり旧表土上に約 0.50m程度麻十されている。この範囲は、

東西径 14.50m、 南北径 7.50m程度を計測し、東西に長い楕円形状を呈している。これ以

南は、斜面となっている。盛上下位面には、主体部はなくLtAが 5基 (第 1～ 5号土拡・ SKl

～ 5)と 2本の小Pit(Pl・ 2)が確認されたものの、土橋状の部分からは門又木戸と推定さ

れる遺構は認められなかった。また、第 11号堀は土層から塚を掘り切って掘り込まれているこ

とが明らかで、第 11号堀が掘り込まれる前に (古屋敷 I～ I期頃まで)存在したこととなる。

第 1号土拡 (SKl)は、塚の西側に位置し東西径 0。 93m、 南北径 0。 70m、 深さ0.3

0mを計測し円形状を呈している。方位はN-42° 一Wである。土拡の底面は、皿状をなし壁

はほぼ垂直に掘り込まれている。土層は褐色上と黒褐色上が堆積している。出土遺物としては、

上面より1面の和鏡 (双雀鏡)が出上している。土拡内には、骨片は認められず墓拡とは考えら

れず祭祀関係の遺構と遺物であると推定される。土拡 2は、南側斜面部で0.80XO。 75× 0.

50mを計測し円形状を呈している。底面は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘り込まれている。土拡 3

は、土拡 2の西側に位置し0.95× 0.90× 0。 30mを計測し、不整円形状を呈している。

底面は、皿状をなし壁は斜めに掘り込まれている。上拡 3は、土拡 2の南東に位置し 0。 90×

0.85× 0.60mを計測する。形状は、楕円形状をなし底面は凹凸を有しており壁は垂直に掘

り込まれている。3基土拡には、黒色キ (ロ ーム粒子とローム小ブロックを含む)が堆積してい

る。土拡 4は、土拡 2の南側に位置しており、 0。 55× 0。 60XO.50mを 計測する。底面

は、中央部が周囲より0。 10m程度低くなっている以外はほぼ平坦で、壁は斜めに掘り込まれ

ている。Plは、0.50× 0。 40× 0.40mを計測し楕円形を呈している。P2は第 3号土

拡 (SK3)の南東部に位置し0,55× 0.55× 0。 40mを計測し不整円形状を呈している。

これら土拡とPit群の西側で、第 9号堀の東側 (SK3西側)に は方形周溝状を呈する遺構があ

る。北方に突出するような形態で、東西径 2.65m、 南北径 2.90mを計測する。溝は、 0。

60～ 1.00mの幅を有し北側が広くなっている。深さは、東側が 1.30mで 西側が 1.00

mと東側が深くなっている。また東側の溝底面は、東壁と西壁が中央よりやや低くなっている。

この状況は、東側のみで北側、南側、西側では見られない。東側以外では、溝底面は平坦で壁は

各壁とも垂直に掘り込まれている、中央部は、西側にやや窪んでいる所が見られるものの主体部

用途の部分ではなく、自然地形の窪みである。

上記以外の遺構では、堀の南側に2基の土拡 (SK5、 6)があり南側には、撹乱土拡が 4基
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と6ケ所の粘土採掘拡 (推定)がある。SK5は、堀 11の南端西側で土橋状部の西側に位置し

ている。大きさは、2.90X3.70Xl.50mを 計測し不整方形状をなしており、東壁は 0.

20～ 0.40m程度オーバーハングしている。また、底面はほぼ平坦であるが中央やや南側に

は1.60× 1.35XO,20mで 楕円形状を呈する掘り込みが認められる。壁は、斜めに掘り

込まれており土層は暗褐色上、褐色+、 明褐色上、灰黄褐色土、灰褐色土が、ローム=ブロック、

焼土粒子、ローム粒子、粘土プロック、粘土粒子等を含みながら堆積している、SK6は、SK

5の南東部で 3.10× 3.90Xl.78mを 計測し長方形状を呈している。底面は、ほぼ平坦

で北東壁の一部が 0。 15m程オーバーハングし、南東壁下端に狭いテラス (幅 0.15m)を 形

成している。壁は、南壁以外斜めに掘り込まれている。土層は、SK5と同様の上層が堆積して

いる。出土遺物は、この2土拡からは皆無であるが上層の堆積状況から墓拡と推定される。方位

は、SK5が N-21° 一Eで SK6は N-30° 一Wである。

追加調査の出土遺物

追加調査での出土遺物は、古屋敷I郭西側土塁部より五輪塔、石臼、石皿器等が出上しており

Ⅲ郭からは古銭4枚、土師器甕、支脚、磨製石斧、土玉が出土している。塚状の部分からは、和

基 悟鉢、カワラケ、須恵器郭、煙管などが出上している。

モ酵酉製■塁
では、五輪塔の空風輪が 2点出上しており、石臼と石皿は小破片である。Ⅲ郭で

は、古銭 (天聖元宝、元祠通宝、寛永通宝、不明 1枚)が 4枚出上し、寛永銭は背に「文」字を

刻する新寛永である。上師器甕、支脚、土玉は、古墳時代後半の鬼高期に該当する遺物であり、

磨製石器は縄文期の遺物である。塚状部分の出土遺物塔.ゼ挫箋工配K癒竜辺躍錢塾Ⅲ悟鉢片、カ

ワラケが中世品であり、中世品以外では須恵器郭、煙管がある。和鏡は、面径が 10,O clllで縁

厚 0.4 clllを計測する直角式厚縁で、径 0.4 5cmの孔が 2孔穿たれている。保存状況は、比較

的良好である。悟鉢は、9本 1単位の悟鉢 (No2)と 6本 1単位の悟鉢 (No3)と が出上して

おり2点とも良く使用されている。カワラケ (No4～ 10)は、3種類のタイプに分類される。

その 1類は、No4の ような大型で器肉の厚い器型であり2類は、No5、 6の ように中型の器型

で内傾ぎみに外傾する体部をなす器型である。3類は、No7～ 10のように小型の器型である。

体部整型は、ナデ又はロクロ整型で糸切り底である。No5、 6は、日縁部に煤が付着している

ことから灯明皿に使用されたカワラケである。Nol lは、煙管の雁首である。No1 2は 白銅

玉で火縄銃の玉である。No1 3は は、須恵器堺で体部はロクロ整形で底部はヘラ削り、ヘラナ

デを施している。これらの出土位置は、古銭はSK5、 6付近のローム面より出土し、カワラケ

は 2、 3の北側に集中した状況で4点 (No4、 5、 9、 10)出上し、他は塚の北側、塚南東部

堀上面などより出上している。
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Ⅵ 山田地区の中近世遺物

山田地区遺跡群 (今山、六台、古屋敷、平、古館、風早遺跡)で、中世及び近世品が出土した

遺跡としては、今山、古屋敷、平、古館の4遺跡がある。この4遺跡は、報告書でも述べられて

いるように古屋敷、平、古館は「城館址」で今山は、集落である、なかでも、古屋敷遺跡は中世

から近世 (15～ 17世紀)ま での遺物が出上しており、遺構の変遷と合せ山田地区では中心的

城郭といえよう。なお、個々の遺跡名は今山=YI、 古屋敷=YF、 平=YT、 古館=YDの 略

称を用いることとした。

出土した中近世遺物としては、輸入陶磁器、国産陶磁器、瓦器、土器等である。陶磁器として

は、白磁皿、茶碗、皿、甕、香炉、悟鉢、花瓶等が出土している。瓦器 (瓦質土器)で は、甕、

悟鉢、内耳、外耳、火捨があり、土器としてはカヮラケがある。外耳土器は、内耳土器に反し 1

点出上したのみである。第30図は、陶磁器類を第31図は内耳、瓦器類を、第32図 はカワラケを編

年的に図化したもので、今後の検討資料である。

1.陶磁器 (第30図 )

陶磁器類としては、第30図Nol～ 43ま でがある。年代的には、 15世紀～ 17世紀までで

ほぼ4時期に区分出来るようであるが、カワラケほどの出土量がないため推定の域を出ない部分

も存在している。

第 I期は、山田地区に初めて館が築かれた時期でNol～ 6の 6点がある。Nolは、YFよ り

出上した白磁小皿で輸入陶磁器である。No2は、YDよ り出上した山茶碗でありNo3は、No2

を模したと推定される山茶碗である。No4と 5は、YTよ り出上した甕と二足皿でありNo6は、

YFよ り出上した橋鉢である。No Hま、日径 9。 6 gllを計測しやや内傾ぎみに大きく外傾する体

部で、体部下半まで薄く施釉されており高台部には削り出しが見られる。No2は、日径 14.0

911を計測する山茶碗で体部下半まで薄く施釉されている。No3は、日径 15。 O clllを計測する素

焼きの山茶碗で、体部は直線的に外傾し底面は回転糸切り底である。No4は、推定回径 39.8

clllを計測する甕片で、日縁部を大きく外反させた後に日唇部をやや内傾ぎみに直立させている。

体部最大径は、上半に位置し体部ヘラナデ時のヘラ痕を有している。No5は、推定底径が 16.

O clllの三足皿片であり、体部はやや内傾ぎみで直線的に外傾している。底部は、回転糸切り底で

ある。No6は、推定底径 10.8 clllを計測する悟鉢片である。体部は、外湾ぎみにに外傾してお

り体部下端まで放射状に櫛引が施されている。第 1期は、NolとNo2か基準となる。Nolは、

15世紀前半代の基準となる白磁でありNo2も同時期に該当する山茶碗である、他の遺物も同
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期に該当することから、第 I期は 15世紀前半代と判断される。

第Ⅱ期は、第 IttNo 2を 模したもので第 I ttNo 3と 同―タイプの山茶碗 (No7～ 10)と甕

(Nol l)、 橋鉢 (No1 2)がある。No7～ 10の山茶碗は、器型的には多少の相異を有してい

るが日径 11,0～ 12.O gllの範中に含まれ、体部は直線的に外傾している。底部は、回転糸切

りとヘラ切りが施されている。胎土、焼成、色調は、ほとんど同一である。Nol lは、甕口縁

部片である。日縁部は、大きく外反し口唇部下端は体部に接し上端は直立ぎみである。日唇部下

端と体部間には、やや隙間を有している。No1 2は、橋鉢底部片である。推定底径 9。 2911を計

測し、体部は直線的に外傾している。櫛引は、体部内面と底部内面に放射状に引かれている。底

面は、回転糸切り後端部にヘラナデが施されている。第Ⅱ期は、 15世紀後半代と推定される。

No7～ 10は YDよ り出土しておりNol l、 12は YFよ りの出土遺物である。

第Ⅲ期は、No1 3～ 19がある。No1 3～ 15は、YFよ り出土した天目茶碗であるが o16、

17は甕日縁部片でNo1 6は YFよ り出土しており、N617は YTよ り出上している。No1 8(

19は福鉢片でYFよ り出土している。No1 3は、天目茶碗の完型品である。体部を、直線的

に外傾させてから日縁部を直立させている。高台部は、削り出しである。釉は、体部下端まで明

茶褐色釉が施釉されている。No1 4、 15は、天目茶碗口縁部片である。日縁部は、「 く」字状

を呈しているものの削り出しにより多少の相異を有している。No1 6は、日縁部が大きく外側

に折り返され日唇部下端は体部とわずかな隙間を有するように接し、上端は小さく突出している

もののNo1 7は外側に折り返され体部と口縁部下端との相異は、No1 6よ り減少し口縁部上端

の突出も見られなくなっている。体部は、外線的に外傾しているがNo1 6にはヘラナデ痕を明

瞭に認められるもののNo1 7は、認められない。橋鉢は、底部水平で体部が直線に外傾するも

のと内傾する底部のものとがある。櫛引は、底部内面が同心円状に引かれているものと放射状に

引かれているものとがあるが、体部内面とも隙間なく引かれている。底面は、回転糸切り底であ

る。第Ⅲ期は、No1 3～ 15の天目茶碗が 16世紀代に位置することから、第Ⅲ期は 16世紀

代と判断される。

第Ⅳ期は、No2 0～ 43ま でありYFよ り出土している。No2 0～ 23は、天目茶碗であり

No2 4～ 27丸碗である。No2 8～ 34は、皿でありNo3 5、 36は香炉である。No3 7は

碗でNo3 8、 39は瓶である。No4 0は、大皿でありNo4 1～ 43は橋鉢である。No2 0～

23の天目茶碗は、口径と口縁部の形状により2類に分類される。1類は、日径が 10.0～ 11.

O clll代で日縁部が「 く」状を呈するNo2 0、 21である。日径ではNo2 2よ り21が約 1.3 clll

程大きいものの日唇部では、No2 0よ り21が厚い器肉となっている。2類は、日径が 11.0

～ 12.0911代で日唇部が小さく外反しているものでNo2 2、 23がある。日径では、No2 2

より23が約 1.O oll程大きく日縁部では、No2 2が直立な体部から日唇部外反となっているが
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23は、やや斜めに直立後外反している点に相異がある。釉は、体部下半又は下端まで鉄釉まが

施釉されている。丸碗は、器型と釉より4類に分けられ遺存状況の良好なもの4点を図示した。

1類は、体部がほぼ直立している器型で体部下端まで施釉されているNo2 4がある高台部は、

削り出しで内面下端は斜めに削り取られ、底面に「×」印が見られる。2類は、体部がやや内傾

しながら直線的に外傾しており、高台部はNo2 5よ り低い削り出し高台となっているNo2 5が

ある。釉は、体部下半まで施釉されている。No2 4、 25の 2点は共に淡緑色釉が施釉されて

いる。3類は、No2 6がある。No2 6は、No2 5と 同一タイプの器型であるが、体部中央に 1

本の沈線を削り出していることと釉がNo2 4、 25と異なり、数種類の釉を用いて文様状に施

釉しているため分類した。4類は、No2 6のタイプが日縁部で外側に削り出されていることか

ら、4類とした。

皿としては、No2 8～ 34があり器種別では4種類に分かれ、器型的には6タ イプに細分さ

れる。 1類は、No2 8～ 30の 3点で器型的にはNo2 8、 29のタイプと、No3 0の タイプに

分けられる。前者は、器厚に相異を有するもののほぼ直線的に外傾しており、高台部は鋭く削り

出されている。底部内面には、淡茶褐色釉で文様を画いたもの(No2 8)と 無文のもの (No2 9)

がある。後者は、体部が内傾ぎみに外傾し口縁部が外側に削り出されているもので、No3 0が

ある。高台部は、前者より低く削り出されている。体部内面は、無文である。 2類はNo3 1が

ある。体部を、直線的に外傾させてから口唇部を外側へほぼ水平に削り出しており、日唇部をや

や上方に削り出している。高台部は、中央より削り出され逆台形状をなしている。釉は、内面と

体部上半まで施釉されており、高台部内面には淡茶褐色釉で柳葉状の文様が画かれている。 3類

は、No3 2がある。体部は、内傾ぎみに直立した後ほぼ水平に外傾させ口縁部をほぼ垂直に削

り出している。高台部は、逆台形状に削り出されている。日縁部内面には、波状の沈線が削り出

され緑色釉が施釉されており、体部には淡茶褐色釉で同心円状の文様が画がれている。4類は、

No3 3と 34の 2点がある。No3 3は、日縁部と体部にヘラ削り出しによる文様を削り出して

いる。高台部は、中央より垂直に削り出されている。釉は、体部の内外面にやや厚く施釉されて

いる。No3 4は、底部の破片である。底部内面中央から体部にかけ、 11本の沈線が放射状に

削り出され体部には、幅 0.6 clll程度の沈線が同心円状に削り出されている。

No3 5は、三足香炉である。体部は、ほぼ垂直に直立しやや内傾 している。日縁部は、外面

端部から内面端部にかけ斜位でやや突出している。釉は、外面と口縁部内面まで施釉されており、

体部内面には水滴状に釉がかかっている。No3 6は、体部がやや内傾ぎみに直立しており、高

台部は低く逆三角形に削り出されている。

No3 7は、碗である。体部内外面に回転ヘラ削り痕を明瞭に残しており、内外面に厚く施釉

されている。No3 8は、瓶である。体部外面は、回転ヘラ削りでほとんど痕跡を認められない
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が内面には、ヘラ削り痕を明瞭に残している。釉は、鉄釉が厚く施釉されている。No3 9は、

筒形胴器と推定される。体部は、やや内傾ぎみに直立しており回転ヘラ削り痕を残している。

No4 0は、磐である。内傾ぎみに外傾する体部から、日縁部は大きく外反している。日縁部

内面には、3条の波状沈線が削り出されている。

No4 1～ 43は、福鉢である。No4 1は、直線的に外傾する体部に日縁部内面には、削り出

しによる反りが見られる。櫛引は連続的に引かれている。No4 2は 、直線的に外傾する体部で

片口を有しており、櫛引は連続的に引かれている。No4 2はNo4 3と 同様日縁部は折り返され

ている。

No2 0～ 39及びNo4 1～ 43は、瀬戸・美濃系で 17世紀後半に位置付けられており、No

40は唐津で同時期に位置付けられている。以上のことから、第Ⅳ期は 17世紀前半代に位置付

けられる。

2.瓦質土器 (第31図 )

瓦質土器としては、内耳土器、外耳土器、橋鉢、火捨があり、内耳土器は4時期に区分される

が外耳土器は、 1点のみであることから除外した。橋鉢は、3時期に区分されるが火姶は 3時期

に分類出来そうである。

第 I期は、No4 4～ 51ま でがある。No4 4～ 48は内耳土器であり、No4 9、 50は橋鉢

でNo5 1は、火姶である。内耳土器は、No4 4、 45は YFよ り出土しNo4 6、 47は、YD
より出上しておりNo4 8は、YIよ り出上している。体部は、内湾ぎみに外傾し口縁部は水平

である。日縁部の状況及び耳の状況によっては、数種類に細分されるようであるが基本的タイプ

としては、No4 4のよう耳内面が外側に押し出されているタイプと、No4 5のように外側に押

し出されていないタイプである。耳は、2個のものと 1個のものとがある。これは、全て破片で

出土しているためであり本来は、2× 1個であったと推定される。No4 9、 50は、YFよ り

出土した悟鉢である。体部は、内湾ぎみに外傾し回縁部は水平になっている。櫛引きは、 2条 1

単位のものと長短各 1本とを交互に引いているものとがある。櫛引き間は、広くなっている。N
o51は、YFよ り出土した須恵質の火捨でで、体部下半に 1条の隆帯を貼付けており、底部に

は脚を三ケ所貼り出している。第 I期は、内耳の形態から15世紀前半代と推定される。

第Ⅱ期は、No5 2、 53の 2点がⅡ期に入るようであり、YFよ りの出土遺物である。No5 2

は内耳土器であり、No5 3は信鉢である。体部は、やや内湾ぎみに外傾しており口縁部は水平

である。No5 2は、耳内面が外側へやや押し出されており、No5 3は 3条 1単位の櫛引きが等

間隔に引かれている。なお、No5 3の体部は直線的に外傾している。第Ⅱ期は、出土遺物数も

少なく時期決定に困難を感じるが、 15世紀後半代と推定される。
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第Ⅲ期は、No5 4～ 58がありYFよ りの出土遺物である。No5 4～ 56は、内耳土器でNo

57と 58は、火捨である。体部は、やや内傾ぎみに外傾するものと直線的に外傾するものとが

あり、4～ 5本の貼付け隆帯を有している。体部下端と口縁部下端には、花のスタンプ文が押さ

れている。脚は3足脚と推定される。第Ⅲ期は、内耳土器の型態から16世紀代と推定される。

第Ⅳ期は、No5 9～ 65がある。No5 9～ 62は、内耳でホウロクと呼ばれる型態である。

No6 3は、指鉢でNo6 4は火捨でありNo6 5は手焙りである。No5 9～ 62ま での内耳土器
は、日径では37.0～ 40。 O clllを計測するものの器高が 6.0～ 8。 O clllと、Ⅳ期以前の内耳よ

り低くなっており近世の特徴を有している。No6 3は、悟鉢小片で日縁部内面は削り出され水

櫛引は放射状に引かれている。No6 4は、火捨で体部は直線的に外傾しており回縁部はほぼ水

平になっている。体部には、沈線による上下区画を行ない横位逆 S字、賠付けの突帯、花文のス

タンプ押し、が施文されている。No6 5は、脚を有する手繕りと推定される。体部は、やや内

傾ぎみに外傾している。体部は、 3本のやや幅広の沈線で 3区に区画されている。上段には、横

位逆 S字文が押され中段には貼付けの円形突帯がある。下段には、花文と菱文が 2列で押されて

いる。これらの遺物は、 17世紀前半代に位置付けられる遺物である。

3.カ ワラケ (第32図 )

カワラケは、土師質土器という名称を用いている研究家諸氏も存在しているが、本項では報告

書で使用したのと同じカワラケという名称を用いることとする。

当遺跡群では、古屋敷、平、古館の各遺跡より出上しており、古屋敷遺跡より比較的まとまっ

て出土している。出上したカヮラケは、器型・整形よりV類に分類され、時期的には4時期に区

分される。器型・整型では、 I類は平らな底部から直線的に外傾する体部で、日縁部がやや外湾

するものと肥厚するものがある。Ⅱ類は、平らな底部からやや内傾ぎみに外傾する体部で、日縁

部は鋭く削り出されているものもある。Ⅲ類は、平らな底部から直線的に外傾する体部や、やや

内傾ぎみに外傾するものがある。Ⅳ類は、V類と同様 I類～Ⅲ類と異なり小型のカヮラケで変化

に富んでいる。日径比では、 I～Ⅳ期にかけて小型化している。

I期は、古屋敷、平、古館の各遺跡から出上している。古屋敷からは、 I類からⅣ類まで出土

しており平では、 I、 Ⅲ、Ⅳ類が出土している。古館からは、V類が出土している。第 1期 I類

は、古屋敷 (YF)と平 (YT)よ り出土している。YFの I類は、N066～ 68の 3点があ
る。日径は12.0～ 14.O clllで器高は2.5～ 4.O clllを 計測する。底部は、回転糸切りで体部
は回転ヘラナデが施されている。器肉は、比較的厚手である。YTの I類は、日径が 12.0～
13.O clll程度で、器高は2.0～ 3.O oll程度を計測する。底部は、回転糸切りで体部には回転
ヘラナデが施されている。器肉は、YFよ りやや薄手となっている。底径では、YFと YTと も
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ほぼ 6 cllを計測する。Ⅱ類は、YFのNo6 9と 70の 2点がある。底面は、ほぼ平底で体部は

内傾ぎみに外傾し肥厚な底部となっている。日径は、 12.0～ 13.O clnで底径は7.0～ 8.0

clllを計測する。底部は、回転糸切り底であるが体部はナデが施されているのみである。Ⅲ類は、

YFよ りNo7 1と 72の 2点がある。底部は平底で体部がやや外湾ぎみに外傾するものと直線

的に外傾するものとがあり、日縁部はやや肥厚となっているものもある。日径は、12.0～ 13.

O ollで底径は6.0～ 8.O clllを計測し、器高は4.O gll程度を計測する。底部は、回転糸切りで

体部はナデが施されている。Ⅳ類は、器型からa、 b、 cの 3タ イプに細分されYFと YTよ り

出上している。Ⅳ a数は、No7 3がありYFよ り出上している。底部は、やや内傾し体部は直

線的に外傾している。日縁部は、やや肥厚化しており日唇部は斜めに削り出されている。日径は、

12.0～ 13.O cmで底径4.0～ 5.O cmを計測し、器高は2.0～ 3.O clllを計測する。底部は、

回転糸切り底で体部はナデ、日唇部ヘラ削りが施されている。Ⅳ b類は、YTよ り出土したNo

76がある。No7 6は、底部がやや内傾ぎみで削り出されている。体部は、内傾ぎみに外傾し

ている。日径は、 14.O cIIlで底径が4.O cmで器高は2.0～ 3.0911を 計測する。底部は、回

転糸切りで体部はナデが施されているⅣ類Cは、YTよ り出上したNo7 7、 78ね 2点がある。

No7 7は、肥厚な器肉で底部は削り出され体部は直線的に外傾している。No7 8は 、底部中央

が薄く削り出され体部は直線的に外傾している。体部は、ナデが施され底部は回転糸切りである。

日径は、7.0～ 9.O clllで底径は4,0～ 6.O cIIlを計測し器高は2.0～ 3.0911を計測する。Ⅳ

類は、 I～Ⅲ類に比較すると小型化している。V類は、Ⅳ類よりやや小型化しておりYDよ りN

079、 80の 2点が出土したのみである。第 1期は、 15世紀前半代と判断される。

第Ⅱ期では、YFか らは I、 Ⅱ、Ⅳ aの 3種類が出上しており、YTか らは I、 Ⅳ b、 Ⅳ Cの

3種類が出上しているもののⅢ類とV類は認められなかった。YFの I類は、No8 1、 82、

83の 3点がある。No8 1は、やや内傾する底部に体部がやや外湾ぎみに外傾している。体部

は、ナデが施され底部には回転糸切り、ヘラ刻みが施されている。No8 2は、やや内傾してい

る底部に体部は直線的に外傾している。体部にはヘラナデが底部には回転糸切りが施されている。

No8 3は、底部が平底で体部は直線的に外傾しており回縁部は、やや肥厚化している。体部に

はヘラナデが底部には回転糸切りが施されている。日径は、 11.0～ 12.O clllで底径は 5。 0

～ 6.O cmを計測し、器高は2.0～ 4.O clllを計測する。YFの Ⅱ類は、No8 4、 85の 2点が

ある。No8 4は、肥厚な底部で体部は直線的に外傾している。体部は、ヘラナデで底部は回転

糸切りが施されており、糸の痕跡が体部下端に残っている。No8 5は、直線的に外傾する体部

で下端が薄く削り出されているために、日縁部は肥厚化している。底部は、回転糸切りで体部は

ナデが施されている。日径は11.0～ 12.O cll、 底径 5.0～ 7.0911、 器高 3.0～ 4.O clllを

計測する。YFⅣ a類は、No8 6、 87がある。No8 6は、底部が薄く内傾しており体部は肥
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厚で直線的に外傾している。底部は、回転糸切りで体部はナデが施されている。No8 7は、肥

厚な器肉で底部が削り出されており、体部は直線的に外傾している。底部は、回転糸切りで体部

は日縁部が削り出されている。日径は、6.0～ 7.O cln、 底径 4.0～ 5。 O cmで器高は 1.5～

2.5 cllを計測する。小型のカワラケである。YTI類 は、No8 8の 1点がある。底部は、ほ

ぼ水平で体部は内傾ぎみに外傾した後口縁部を外湾させている。底部は、回転糸切りで体部はヘ

ラ削りが施されている。湾曲しているため、器高に差を有している。日径は11.0～ 12.O cm、

底径 5.0～ 6.O clll、 器高 2.5～ 4.O clllを計測する。YTⅣ b類は、No8 9、 90がある。N

o89は、底部がほぼ水平で体部は内傾ぎみに外傾している。底部は、回転糸切りで体部はヘラ

削りが施されている。器高は、やや湾曲している。No9 0は、内傾ぎみの底部で体部は直立ぎ

みに外傾している。体部は、下部から削り出されているため口縁部がやや肥厚化している。底部

は、回転糸切りで体部はヘラ削りが施されている。YTⅣ b類は、No9 1と 92がある。No9 1

は、底部は薄く内傾ぎみに削り出されており体部は肥厚で直線的に外傾している。底部は、回転

糸切りで体部はナデが施されている。No9 2は、平底で体部が直線的に外傾している。底部は

回転糸切りで体部はナデが施されている。また、No9 2は、やや湾曲した器型である。日径は

6。 5～ 7.O clll、 底径 3.0～ 4.O cm、 器高 1.0～ 2.O cmを計測する。第Ⅱ期は、その器型等

から15世紀後半代と推定される。

第Ⅲ期は、YFよ り集中的に出上しており I、 Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ a、 v類が出上しているものの I、

Ⅳ a、 V類に集中する傾向を有している。 I類は、No9 3、 94、 95がある。No9 3は、平

底で体部が直線的に外傾しているが体部内面は、ヘラ削り出しにより体部下端に陵を有している。

このため、日縁部はやや肥厚化している。底部は、回転糸切りで体部はヘラ削りが施されている。

No9 4は、底部がやや内傾しヘラ削り出しのため器肉がやや薄くなっているため体部は、肥厚

で直線的に外傾している。日唇部は、外面より削り出されている。底部は、回転糸切りで体部は

ヘラ削りが施されている。No9 5は、全体的に肥厚な器型である。底部は、やや内傾し体部は

直線的に外傾しているが、体部外向 卜端にヘラ削りが施されているため日縁部は肥厚化している。

底部は、回転糸切りで体部はヘラ削りが施されている。 I類は、日径 10.0～ 11.5 cm底径

5。 0～ 6.O clll、 器高 2.0～ 3.5 clllを計測する。Ⅱ類は、No9 6の 1点がある。底部は、平底

で体部は直線的に外傾している。底部は、回転糸切りで体部はナデが施されている。日径は10.

0～ 11.0911で底径は 5.O c411、 器高 3.O clllを計測する。Ⅲ類は、No9 7が 1点ある底部は水

平で肥厚となっており体部内傾ぎみに外傾している。底部は、回転糸切りで体部はヘラ削りが施

されている。日径 11,O gll、 底径 6.O cm、 器高 3.0911を計測する。Ⅳ a類は、No9 8、 99、

100がある。No9 8は、内傾ぎみに削り出され体部は直線的に外傾している。底部は回転糸

切りで体部はナデで回縁部はヘラ削り出しにより鋭い日縁部となっている。No9 9は 、肥厚な

-110-



底部で体部は直立ぎみに外傾している。底部は、回転糸切りで体部はヘラ削りが施されている。

No1 0 0は、削り出しにより薄い底部となり体部は内傾ぎみに外傾している。底部は、回転糸

切りで体部はナデが施されている。Ⅳ a類は、日径 6.0～ 7.O all、 底径 3.0～ 4.O cnl、 器高

2.0～ 2.5911を計測する。V類は、No1 0 1～ 104があるNo1 0 1は、湾曲する器型で体

部は低く内傾ぎみに外傾している。底部は、回転糸切りで体部はナデで日縁部はヘラ削りが施さ

れている。No1 0 2は、底部と体部が薄い器肉となっている。体部は、やや外湾ぎみに外傾し

ている。底部は、回転糸切りで回縁部にヘラ削りが施されている。No1 0 3は、肥厚な底部で

体部は低く鋭く削り出されている。底部は、回転糸切りで体部はヘラ削りが施されている。No

104は、No1 0 2と 同様薄い器型であるが体部はNo1 0 2よ り直立している。底部は、回転

糸切りで体部はナデが施されている。V類は、日径 6.0～ 6.5 clll、 底径4.0～ 4.5 clll、 器高

1.5～ 2,O clllを計測する。第Ⅲ類は、器型・整形等から16世紀代に位置付けられるものと判

断される。

第Ⅳ期は、YFよ り I、 Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ a、 v類が出上しているものの、他の遺跡からは出上して

いない。 I類は、No1 0 5、 106、 107がある。No1 0 6は、ほぼ水平な底部で体部が内

傾ぎみに外傾している。底部は、回転糸切りで体部にはヘラ削りが施されている。No1 0 6は、

内傾ぎみに削り出された底部で体部は、直線的に外傾しているが中央部以上はヘラ削りが施され

ているため日縁部が肥厚化している。底部は、回転糸切りである。No1 0 7は、底部はやや削

り出され体部が直線的に外傾している。底部は、回転糸切りで体部にはヘラ削りが施されている

ため口縁部は肥厚化している。 I類は、回径 9.0～ 10.0911、 底径 4.0～ 6.O clll、 器高 2.

5～ 3.O calを計測する。I類は、No1 0 8が 1点出上している。薄い器肉で、底部内面中央は

ヘラ削り出しが施されている。体部は、直線的に外傾している。底部は、回転糸切りで体部はヘ

ラ削りが施こされている。Ⅱ類は、日径 11.5 clll、 底径 7.0911、 器高 2.0～ 2.5 clllを計測

する。Ⅲ類は、No1 0 9と 110の 2点があるNo1 0 9は、底部が内外面ともややヘラ削り出

しが施されており、体部はやや内傾ぎみに外傾している。底部は、回転糸切りで墨書があり体部

はヘラ削りが施されている。Nol 1 0は、内傾する底部から内傾ぎみに外傾する体部となって

いる。底部は、ヘラ削り後ヘラナデで体部はヘラナデが施されている。Ⅲ類は、日径 9.0～ 1

0.O clll、 底径4.0～ 5.O clll、 器高 2.0～ 3.5 clllを計測する。Ⅳ a類はNol l l、 112、

113がある。Nol l lと 112は、いびつな器型となっている。Nol l lは、肥厚な器型で

体部は低く直線的に外傾している。底部は、回転糸切りで体部はヘラ削りが施されているため、

日縁部は鋭くなっている。Nol 1 2は、底部が削り出されており体部は低く直線的に外傾して

いる。底部は、静止糸切りで体部はヘラナデが施されており口縁部は外面にヘラ削りが施されて

いる。Nol 1 3は、Nol l lと 同様の器型を呈しているがNol l lよ り低い体部となっている。
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底部は、肥厚で低く肖1り 出されており体部は、鋭く直線的に外傾している。Ⅳ a類は、日径 5。

5 clll、 底径 3.0～ 4.O clll、 器高 1.5～ 2.5 clllを 計測する。V類は、Nol 1 4、 115、 11

6、 117がある。Nol 1 4は、やや内傾する底部で体部はやや内傾ぎみに外傾している。底

部は、回転糸切りで体部はヘラナデ、ヘラ削りが施されている。Nol 1 5は、No1 0 4を小型

化したタイプである。内傾する底部で、体部はやや外湾ぎみに外傾している。底部は回転糸切り

で、体部はヘラナデ、ヘラ削りが施されている。Nol 1 6は、肥厚な底部で体部は直線的に外

傾している。底部は回転糸切りで体部はヘラナデ、ヘラ削りが施されており口縁部はヘラ削りが

施されている。Nol 1 7は、薄く内傾ぎみに外傾している。底部は、回転糸切りで体部は内傾

ぎみに立ち上がっている。日縁部は、外面にヘラ削りが施されている。カワラケの器形及び整形

から、第V期は17世紀前半代と推定される。

以上がカワラケを時期別、器型別に分類した結果である。 I類、Ⅱ類、Ⅲ類は、大型のカワラ

ケでありⅣ、V類は小型のカワラケである。時代が下降するにつれてしだいに小型化、多型式化

するようである。整形では、第 I期 (15世紀前)は弱いナデが施されているが無整形に近い状

態で、第Ⅱ期 (15世紀後半)頃よリヘラ削りやヘラナデが施されている。第Ⅲ期以降では全て

に見られるが、特Ⅳ、V類の小型のカワラケには整形が良好なものが多くなる傾向を有している。

いずれにせよ、周辺遺跡からの出土品と合せ今後検討する必要があろう。
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図版 I.古屋敷 I区

西側土塁中央

西側堀金景

西側谷地上層



図版 2.Ⅲ 区 トレンテ全景

東イ則9T・ 10T ・HT全景

中央部 5T,6T,7T仝 景

西側 2T北側全景



図版 3.Ⅲ 区 トレンチ全景

西側 9T南側全景

中央部 5T・ 6T拡張部全景

同 近 景



図版 4.Π 区南東部 (塚 )

塚部中央全景

塚部東側全景

塚部西及南西部全景



図版 5.H区南東部 (塚 )

方形周溝状全景

北側堀全景

北側堀土層



図版 6.追加調査出土遺物

鐵



図版 7.平第 1号人骨の上顎正中過主歯
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